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　第二代皇こう帝ていサイファカールによる、ロムニア帝てい国こくの再統一の歴史を物語風に描えがくという目的で書き始めた本書、「ロムニア帝国興亡記」も、前半の山場にさしかかってきた。

　当初、舞ぶ台たいの袖そでに控ひかえていただけのサイファカールだが、今では舞台中央に進み出て、華はなやかな照明を浴びようとしている。

　けれど、舞台の中央にはすでに強敵が立っている。

　進み出るからには、当然、それらの強敵と相あいま見みえなくてはならない。

　ミラニエゥス、皇太子、チチェリアーナ。

　サイファカールは、それらの強敵と戦って勝利しなくてはならない。

　まずはミラニエゥス皇子。

　サイファカールの兄であり無類の読書好きで知られるミラニエゥスは、本来、サイファカールの競争相手になるような存在ではない。

　しかし、本人に野心はなくても優ゆう秀しゆうな家臣団には野心があった。

　そのせいでミラニエゥスは、中央へ進み出ようとするサイファカールにとって、前半戦最大の強敵となった。

　双そう方ほうの勢力とも、負ければ後こう継けい者しや争いから脱だつ落らくすることはわかっている。

　つまりこれは、負ければ終わりの戦いなのだ。

　負けられない……いや、勝たねばならない戦いなのだ。

　勝ったほうが生き残り、負けたほうが消え去る。

　そういう戦いなのだ。

　己おのれの全存在を懸かけた戦い。

　サイファカールは、如い何かにしてそれを勝ちきったのか。

　本巻では、それを具つぶさに見ていこうと思う。

　そして勝者となったサイファカールは、敗者に対してどう接したのか。

　そこも大きな見所である。

　勝者サイファカールの敗者ミラニエゥスに対する処断が、後の歴史に大きく影えい響きようを与あたえたのだから。

　では、見てみよう。

　サイファカールが帝国再統一のための確固たる足場を築くことになった対ミラニエゥス戦の推移と、そこにおける人々の動きと心の揺ゆれを。
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　ミラニエゥス軍との戦いは、おおよそサイファカールが予想したとおりの展開で推移していった。

　というより、その展開はサイファカールが狙ねらったものだった。

　しかし、最後まで狙ったとおりに展開したわけではない。

　人は生きて考えている。

　新たな状じよう況きようが生まれれば、考えを改めることもある。

　サイファカールも人の子である以上、すべてを読み通せるはずはなく、すべてが望みどおりに展開するわけでもない。

　読みが外れることもある。

　狙いが空を切ることもある。

　問題はそこからだ。

　望む結果が得られなかったとき、どう対処するか。

　可能な限り素す早ばやく次の一手に着手できるか。

　逡しゆん巡じゆんせず、躊ちゆう躇ちよせず、退ひかず恐おそれず。

　最初の姿勢を堅けん持じしたまま攻せめを続けることができるか。

　そこに関しては、サイファカールはじつに忠ま実めな男だった。
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　ローデントの街をサイファカール軍──まだこの時点では「サイファカール軍」というほど確固たる勢力にはなっていないが、便べん宜ぎ上じよう、そう呼んでおこう──の部隊に包囲されたレムリガス将軍は、自軍だけで対応せず、ミラニエゥス軍に助力を仰あおいだ。

　その行こう為いは「ミラニエゥス殿でん下かを頼たよりにしています」というレムリガスの意思表示であると同時に、ミラニエゥス軍が本当に自分を味方だと考えているのかを量るための踏ふみ絵えでもあった。

　ミラニエゥス軍が自分のために何もしてくれないなら、彼は恥はじも外がい聞ぶんもなくサイファカールの下もとへ走り、地に頭を擦こすりつけてでも許しを希こいねがう覚かく悟ごだった。

　そんな将軍の不安と覚悟を知ってか知らずか、ミラニエゥス軍はすぐさま援えん軍ぐんを送って寄よ越こした。

　自軍の一万五千と援軍の二万を率いてレムリガス将軍がローデントの街の郊こう外がいまで駆かけつけると、サイファカール軍はあっさりと退ひいていった。

　サイファカールの構想は、帝てい都とが送ってきた鎮ちん圧あつ軍と共にミラニエゥス軍に立ち向かう、というものだ。

　彼には、ここでレムリガス将軍の軍やミラニエゥス軍が送ってきた援軍と戦うつもりはまったくなかった。

　サイファカールの狙いは、鎮圧軍とミラニエゥス軍主力が睨にらみ合っている隙すきに、手て薄うすになっているミラニエゥスの本ほん拠きよ地ちを襲おそうことだった。

　本拠地を襲っても、ミラニエゥス軍の幹部が動どう揺ようすることはないかもしれない。

　帝都さえ陥おとせば、いま支配している州がどうなろうと帝国の後継者争いに勝利できるということを幹部は理解しているのだから。

　けれど兵たちはそうはいかない。

　帝都さえ支配すれば、ミラニエゥスが次期皇帝になれると確信できない。

　というより、そこまでの洞どう察さつ力は兵たちにない。

　本拠地が襲われたとなると、兵は動揺する。

　そこがサイファカールの狙い目だった。

　兵の腰こしが引けた軍は、どれほど数が多くても、その戦せん闘とう力を十全に発揮できないことをサイファカールはよく知っている。

　仮に鎮圧軍よりミラニエゥス軍のほうが兵数が多いとしても、ミラニエゥス軍の兵士に動揺が走れば、鎮圧軍の戦闘力を互ご角かく以上に持っていけると思っている。

　実際はミラニエゥス軍と鎮圧軍の兵力はほぼ互角なのだから、兵の腰が引ければ鎮圧軍のほうが有利に立てるというのがサイファカールの読みだった。
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　さて、肝かん心じんな双方の兵数だが。

　帝都が送り込んできた鎮圧軍は八万ほどになっていた。

　対するミラニエゥス軍は、幾いくつかの州からの手勢とレムリガス将軍麾き下かの四個軍団二万を加えて総勢八万二千ほど。

　そしてサイファカール軍の動員兵力が、ざっと二万五千といったところか。

　もっとも、子飼いともいうべき辺境州軍団は四千弱しかいない。

　一万はドゥールドォール将軍の兵だし、それ以外は支配下に置いたばかりのロンディウム州の兵だ。

　いざというときに一枚岩として動けるかどうか、サイファカールのために命いのち懸がけで戦えるかどうかは不明だった。

　だからサイファカール軍の戦闘力は、兵数ほどはないと見たほうがいいだろう。

　帝都を出立した六万の鎮圧軍が八万まで増えているのは、途と中ちゆうの州でかき集めた兵を加えているからだった。

　もっとも宰さい相しようや軍ぐん務む卿きようは十万近くまで持っていけるだろうと計算していたようだから、見込み違ちがいではあった。

　思ったよりも加勢の兵数が増えなかったのは、周辺諸州の長官たちが様子見をしたいと思ったからである。

　帝都側の要よう請せいをあからさまに拒きよ否ひできないから援軍は送るが、大隊規模の部隊をせいぜい一個か二個合流させるといった対応にとどめた州が多かった。

　軍団単位で部隊を送り込んできたのは一州だけという体ていたらくだ。

　帝都周辺の州は規模が小さく、数個軍団を常備している州はほとんどないから、仕方がないといえば仕方がない対応ではあった。

　皇こう帝てい直ちよつ轄かつ州しゆうの部隊はすでにあらかた動員されてしまっているから、鎮圧軍の兵数は宰相たちが思ったほどには増えなかったのである。

　そうはいっても、宰相や軍務卿の見通しが甘かったのも事実だろう。

　そんな折、帝都にやってきたサイファカールからの使者が、

「鎮圧軍と共にミラニエゥス軍と戦う所存」

　というサイファカールの考えを具申してきたのは、宰相たちにとって心強かった。

　もっとも先帝死去の際、皇太子の邪じや魔まになるからとサイファカールを暗殺しようとした宰相にとって、サイファカールの申し出は痛し痒かゆしではあった。

（だが、溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむという。情けない話だが、今や我らは溺れる者よ。藁だろうが木き屑くずだろうが、使える物ならなんでも摑む。使える者なら誰だれでも使う。使い終わって不要になったら、そのときにまた捨てればいい）

　宰相は、そう開き直った。

　開き直ってサイファカールと共きよう闘とうする道を選んだ。

（それに辺境州へ追いやって以来、サイファカール殿下は一いつ貫かんして皇太子様のために動こうとされている。それほど心配しなくてもいいのかもしれん。むしろいま心配しなくてはならんのはチチェリアーナ殿下のほうだ）

　大艦かん隊たいを率いて本拠地を出立したチチェリアーナの軍が大陸西岸に上陸したという驚おどろくべき報しらせが帝都にもたらされたあとのこと、宰相以下、帝てい国こく大幹部の耳じ目もくはミラニエゥス皇子とチチェリアーナ皇女の動向に集中してしまい、サイファカールの動きに注意を払はらう余よ裕ゆうなどなかった。

　ミラニエゥスとチチェリアーナへの対応策に奔ほん走そうすることになった帝国の重臣たちは、サイファカールの真意を測り損そこねたといっていい。

　サイファカール自身を見誤ったと言っていい。

　宰相たちが摑んだのは、藁でもなく、木屑でもなく、恐ろしい劇毒だった。

　彼らがそのことに気づくのはまだ先のことである。
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　ローデントの街の包囲を解いたサイファカール軍は、フィオレンツ川を渡わたって、主力が待つアンブロウ州東側へと戻もどっていった。

　レムリガスは援軍の将に追つい撃げきを主張したが、将は追撃には応じなかった。

「三万五千ではサイファカール殿下の軍と兵力的にそれほど差がない。この兵力で相手が待ち受けているであろうところへ駆け込むのは賢かしこいやり方ではないな」

　というのが将の答えだった。

「では、このあとどうすると仰おつしやるか」

「フィオレンツ川西岸諸都市の防備を固め、兵ひよう糧ろうを運び込んだ後、我らは守備部隊を残してミラニエゥス様主力と合流、やって来る鎮圧軍に対処する。帝都からの鎮圧軍さえ討うち破れば、周辺諸州の長官が挙こぞって我が軍に参加することになる。そうなればサイファカール殿下の軍勢など、放ほうっておいても立ち枯がれるだけだ」

（それはそのとおりだが……）

　ミラニエゥス軍が目指す勝利の方程式があまりに真っ当で常識的であることに、レムリガスは一いち抹まつの不安を覚える。

（相手はあのサイファカール殿下だぞ。一度お目にかかって話をしただけだが、あの方は尋じん常じようじゃない。そんなふつうで真っ当な構想で本当に上う手まく行くのか……）

　とはいえ、兵数的にはミラニエゥス軍のほうが圧あつ倒とう的てきに多い。

　そのミラニエゥス軍の一いち翼よくを担になうという形になっている以上、レムリガスにはそれ以上強きよう硬こうに追撃を主張することはできなかった。

「わかりました。では、こちら側の都市の防備を固めます」

「我々もお手伝いする。なるべく急いでもらいたい。鎮圧軍との決戦には、貴き殿でんの兵にも参加していただくことになるからな」

「承知しております」
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　こうしてレムリガス軍とミラニエゥス軍の援軍は、新たに支配したアンブロウ州の幾つかの都市へ、リエンツェ州の都市から武器や防具、兵糧を運び込む作業を始めた。

　しかし、その作業が万全な形で終わることはなかった。

　すでに鎮圧軍がリエンツェ州の近くまで進軍してきていたのである。

　ミラニエゥス皇子からの急使──実際はジルランティスが送った使者だが──によってそのことを知らされた援軍の将は、直ちにミラニエゥス本営まで引き返すと言った。

　レムリガスに対しても、

「我らと共にミラニエゥス殿下の下もとへ来ていただきたい」

　と言ってきた。

　あからさまな命令ではないが、レムリガスとしては拒きよ絶ぜつはできない。

　武器や防具、兵糧の運び込みが終わってはいなかったが、レムリガスは少数の守備隊を街に入れると、主力を率いて援軍と共にリエンツェ州へと引き返していった。

　すると。

　それを待っていたかのようにサイファカール軍は動き出す。

　サイファカールが目指すのは、手薄になったアンブロウ州西半分ではない。

　サイファカールは二万を引き連れ、北方を目指した。

　守りが手薄になっているミラニエゥス皇子の本拠地、ロンディウム州を衝つく作戦を実行するためである。

　とはいえサイファカールは、自分が動かす兵力だけでロンディウム州を占せん拠きよしようとは思っていない。

　ミラニエゥス勢は本拠地を空に近い状態にして出撃してきたようだが、サイファカールの側はアンブロウ州を空にするわけにはいかないのだ。

　アンブロウ州の東半分はサイファカールが支配して間まもない土地で、まだ人じん心しんを掌しよう握あくしたとは言い難がたい。

　サイファカールが現地を離はなれてしまえば、そしてサイファカール麾き下かの部隊がいなくなってしまえば、兵や民たみがどう転ぶかわからない。

　アンブロウ州東部の諸都市に睨にらみを利きかせるだけの兵力を展開しておかなくてはならないのだ。

　だからサイファカールとしては、ロンディウム州の諸都市を攻せめ陥おとせるだけの軍勢を用意することはできなかった。

　では、どうするのか。

　サイファカールが打った手は、ミコノス兄弟へ使者を送ることだった。

　使者がミコノス兄弟に伝えた内容は、ざっと以下のようなものだった。




「僕、サイファカールは、君たち兄弟が周辺諸州に手を伸のばしていることを咎とがめようとは思わない。見て見ぬ振ふりどころか、積極的に応おう援えんしてもいいと思っている。とくに北方へ手を伸ばしてくれるのなら大だい歓かん迎げいだ」




　ミコノス兄弟が任されているアンキテル州、じつは意外とロンディウム州に近い。

　すでにミコノス兄弟は、アンキテル州の北隣どなりに位置するベルガル州に攻め入っているが、さらにもう一つ北側にある州──バララガン州──を手に入れれば、ロンディウム州との州しゆう境ざかいに達するのだ。

　サイファカールの主力に加え、ミコノス兄弟の軍団が雪な崩だれ込んできたら、防備を固めていても守兵の少ないロンディウム州諸都市にとって、大きな脅きよう威いになる。

　ミコノス兄弟が一つ、二つ、都市を陥おとしてくれれば万ばん々ばん歳ざいだし、陥とせなくても問題はない。

　ロンディウム諸都市からミラニエゥスの下へ援えん軍ぐん要よう請せいの使者が引っ切りなしに送られることだろう。

　それだけでミラニエゥス軍の兵は大いに動どう揺ようする。

　鎮ちん圧あつ軍との決戦に臨むに当たって、それは必ず兵の士気、戦意に影えい響きようを及およぼすだろうというのがサイファカールの真の狙ねらいである。

　ミコノス兄弟をその気にさせるためなら、彼らの侵しん犯ぱん行こう為いに目を瞑つぶるのも吝やぶさかではないとサイファカールは思っていた。
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　サイファカールの伝言に、最初、ミッコーラは戸と惑まどった。

　彼は彼で帝国の情勢を探さぐっているところだったから、ミラニエゥス皇子の率いる大軍が南下してリエンツェ州に迫せまっていることは──実際に率いているのが皇子ではないことも含ふくめて──把は握あくしていた。

　北方が手て薄うすになっている隙すきに周辺諸州を切り取ってしまえと躍やつ起きになっていたのだが、ベルガル州やバララガン州を手に入れたあと、どうやって帝てい都とに迫るかというところまでは考えていなかった。

　言い換かえると、ミッコーラは帝国を手に入れるための大がかりな構想は持ち合わせてはいなかった、となるだろうか。

　とにかくひたすら勢力を伸しん張ちようさせておく。

　そうして他ほかの後こう継けい者しや候補に対たい抗こうできるだけの軍事力、経済力を確保しておきたい。

　そのために近きん隣りん諸州を切り取って勢力を伸張させる。

　それがミッコーラの当面の目標だったのだ。

　いちばん大きな勢力になれば玉ぎよく座ざにもいちばん近い場所に立てると思っただけで、確固たる戦略、明確な構想を描えがいていたわけではなかった。

　そこへ降って湧わいたようなサイファカールからの誘さそい……いや、はっきり誘われたわけではないから、これを誘いと言ってしまうのは語ご弊へいがあるかもしれないが、それはミッコーラにとって旨うまみのある内容と言えた。

　少なくとも状じよう況きようを打破するための一助にはなりそうだ。

　使者が戻っていくと、ミッコーラは弟と相談するため、直ちにミッコーリ軍の本営まで馬を駆かけさせることにした。
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「サイファカール殿でん下か、今のところ皇太子の側について動いているようだが？」

　弟のミッコーリがそう訊きくと、兄のミッコーラはにやりと笑って応こたえた。

「俺たちも建たて前まえ上じようは皇太子殿どののために動いているんだがな」

　ミッコーリが、あぁそうだった、と苦く笑しようする。

「州長官に皇太子殿下への叛はん心しんあり！　ということで、俺たちはベルガル州とバララガン州を攻めたんだったな。もっとも俺たちは口で言ってるだけだが」

　ミッコーラが、そうだな、と頷うなずいた。

「ところがサイファカール殿下は、実際、皇太子殿のために動いているようだ。ロキシーヌ殿下を打だ倒とうしたのも皇太子殿下のためだと触ふれ回っているからな。今回も使者の言葉を信じれば、殿下は『鎮圧軍と共同でミラニエゥス勢に対処する』つもりらしい」

　アンキテル州の州都を腹心に任せたミッコーラは、少数の手勢を引き連れただけで弟の本ほん陣じんまで馬を駆けさせ、出で迎むかえた弟と会談を始めたところだった。

　いつもは文官の衣服を着込んでいるミッコーラだが、今日は戦陣を訪ねるということで軽装鎧よろい姿である。

　侵しん攻こう軍の総指揮官である弟のミッコーリは完全武装の出いで立ちだ。

　ミッコーリが眉み間けんに皺しわを寄せてなおも兄に尋たずねた。

「サイファカール殿下の言うとおりに動けば、俺たちは皇太子の側に組み込まれてしまうんじゃないのか？」

「そういうわけでもなさそうだ」

「そうなのか？」

「考えてもみろ。あの皇太子殿が俺たちの勝手な行動を認めるはずないだろうが。いや、皇太子殿がというより、宰さい相しようが、と言うべきだな」

「たしかに。俺たちのような勝手な動きは、あの宰相殿がいちばん嫌きらいそうなことだからなぁ」

「つまり、だ。サイファカール殿下からの使者は、サイファカール殿下ご自身のお考えを伝えてきたものと考えるべきだろう。おそらく皇太子や宰相の意向とは関係がない」

「だとして……どうなるんだ？　俺たちはどう考えればいいんだ？　どう考え、どう行動すればいいんだ？」

　この時点でミッコーリが率いるアンキテル州軍団はベルガル州の大半を制圧し、一部はバララガン州にまで侵入を始めていた。

　軍団指揮官としてのミッコーリ、なかなかに優ゆう秀しゆうだと言えた。

　しかし彼はあくまで軍団指揮官。

　要するに戦術家だ。

　目標を達成するための道筋を描くことはできない。

　戦略面に関しては兄ミッコーラの担当なのだ。

　ミッコーラも、情勢を把握し、状況を読み、自分たちの野望を実現するための道筋を考えるだけの思考力は持っていた。

　だが、周囲の状況は刻一刻と変わる。

　彼の思考はその変化に追いつけていない。

　当初、ミッコーラはこう考えていた。

　まずは周辺諸州を支配下に置き、兵力を増やす。

　その後、同格の相手と同盟なりを結んで帝都の皇太子を倒たおす。

　皇太子を打倒したあとは同盟相手と手を切って雌し雄ゆうを決すればいい。

　それがミッコーラの構想だった。

　ところが、今やそんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではなくなっている。

　ミラニエゥス軍が予想外の速さで南下しており。

　警けい戒かいしていた第四皇子ロムニエゥスはすでに後継者争いの舞ぶ台たいを下りていて。

　最新の情報だと、植民都市にいた第二王女チチェリアーナが艦かん隊たいを率いて本ほん拠きよ地ちを離れ、大陸西岸に上陸したという。

　ミッコーラは艦隊の規模までは把握していなかったが、かなりの数であろうことは容易に想像できる。

　もっともチチェリアーナは陸戦兵力をほとんど有していないはずだから、直ちに脅威になることはなさそうだが。

　それより、あまり注目していなかったサイファカールが、いつの間にかアンブロウ州の東半分を手に入れ、のみならずペリージア州長官のドゥールドォール将軍と手を組んでミラニエゥス勢の南下を阻そ止しするために動いていることがミッコーラには驚おどろきだった。

　周囲の状況はミッコーラの想定を遥はるかに超こえる早さと激しさで動いている。

　彼は自分の構想の実現に危あやうさを感じているところだった。

　想定外の状況の変化に対抗できる予想外の因子の必要性を感じているところだった。

　ミッコーラは、サイファカールが送って寄よ越こした使者がもたらした書状が、新たな展開を生み出す要因になるかもしれないと直感した。

「俺たちのやることは変わらない」

　重々しい口調でミッコーラがそう言うと、弟は怪け訝げんそうな顔で訊いてきた。

「そうなのか？　それでいいのか？」

「それでいい。サイファカール殿下も仰おつしやっているではないか。俺たちのやることを『見て見ぬ振りどころか、積極的に応援してもいいと思っている』とな」

「しかし、それは皇太子が認めたものではないのだろう？　さっき兄あに者じやもそう言ったではないか」

「そもそも俺たちは皇太子打倒のために起たったんだ。皇太子に認められようが認められまいが、そこはどうでもいいんだよ」

　ミッコーリは怪訝そうな顔になって訊いた。

「サイファカール殿下は違ちがうと？」

「俺たちにとって、いざというときの押さえになるという意味だな。いや、むしろ存在と言うべきか」

「どういうことだ？」

「サイファカール殿下、今は皇太子のために動いているようだが、最後まで皇太子に従うつもりはないようだ」

　弟は驚きに目を見開いた。

「そうなのか!?　どうしてそう思う？」

「皇太子のためにのみ動いているなら、俺たちのことを見て見ぬ振ふりなんかするわけないだろう」

「それも……そうか」

「サイファカール殿下、何かを胸に秘めている。もしかすると、それは俺たちと同じものかもしれん」

「帝てい国こくの主あるじの座を狙っていると!?　あの虚うつけ皇子がそんな大それたことを考えるか？」

「虚けだからこそ大それたことを考えた、ということもある。それに」

　そこで言葉を切ったミッコーラは弟の顔から視線を外し、何かを思案するように宙を見上げた。

「サイファカール殿下が虚けだというのは世間の評価にすぎん。俺たちがこの目で確かめたわけではないのだ」

「世間の評価は間違いだと？　殿下は本当は出で来き物ぶつだと？　たしかに一部にはあの皇子を評価する者もいないではなかったが」

「さてな。本当のところは俺にもわからん。わからんが、要するに噂うわさや評判といったものを軽々しく信じるものではない、ということだ」

「……そういうものなのか」

「殿下の評価はさておき、殿下が『見て見ぬ振りをするから、やっていることを続けろ』と仰ってくれたのだ、俺たちは今やってることを続ければいいという話だ。それが殿下にとって利益になることなんだよ。つまり俺たちは、今やっていることを押し進めることで殿下に恩を売れるわけだ」

「……よく意味が……わからんな」

　ミッコーリは不思議そうな顔で何度も首を捻ひねった。

「だから。俺たちが北へ手を伸のばせば、いま南下中のミラニエゥス殿下の軍の兵士が動どう揺ようするだろう？」

「あぁあ、そうか、なるほど」

「サイファカール殿下は、帝都が送って寄越した討とう伐ばつ軍と共同でミラニエゥス殿下の軍を阻止すると言っている。早晩、どこかで両軍は衝しよう突とつするだろう。そのとき、ミラニエゥス軍の兵士たちが気もそぞろの状態になっていたら？」

「俺たちがミラ殿下の本拠地を衝つけば、たしかに兵どもは気もそぞろ……になるな」

「そうだ。兵力的にほぼ互ご角かくなら、ミラニエゥス軍の兵が戦いくさに集中できない分、討伐軍が勝つ可能性が高くなる。『討伐軍と共に戦う』と言う以上、サイファカール殿下は討伐軍が勝つ可能性を高めておきたいんだ」

「俺たちがサイファ殿下に恩を売るってのは、そういう意味か」

「そういう意味だ。だからこそ、『北方へ手を伸ばしてくれるのなら大だい歓かん迎げいだ』と言って俺たちを誘さそっている。いや、誘っているというより頼たのんでいるといったほうがいいかもしれんな」

「兄者はその頼みを受けると言うのだな」

「さっきも言ったが、それでサイファカール殿下に恩を売れるからな。何かあったとき、恩を返してもらうことができるだろう」

「つまり俺たちはサイファカール殿下と水面下で手を組むと？」

　兄の顔を見み据すえたミッコーリが真しん剣けんな表情でそう訊くと、ミッコーラはあっさりと首を横に振った。

「いいや、そういうわけではない」

「は？　では、どういうわけだ!?」

「そこまでの言げん質ちは与あたえたくない、という意味だ。手を組んでしまったら、行動の自由を制約されるだろう？　いや、行動の自由を制約されるというより、走る速度を制限されるというべきか」

「ん？　ん？　どういう意味だ？　兄者の喩たとえはときどきよくわからねえ」

　ミッコーラは、ははは、と笑いながら軽い調子で弟の疑問に応えた。

「今は帝国の次期当主の座を目指して競争している最中だぞ？　そんなときに誰だれかと手を繫つないで走ったら、走る速度が落ちるじゃないか」

「あぁ。そういうことか。ようやく意味がわかった」

「つまり今は、各人が全力疾しつ走そうする時期ってことだ。結果として大差がついてしまったら、そして挽ばん回かいができないってのなら、先行した誰かに膝ひざを屈くつすることもやむなし……だ」

　そんな兄の言い分に、ミッコーリは目を剝むいて驚きを露あらわにする。

「それがサイファカール殿でん下かだってのか!?」

「サイファカール殿下に限ったことではない。もしかするとチチェリアーナ殿下が予想外に上う手まく立ち回って、俺たちが北方を切り取っているあいだに帝てい都とに迫せまってしまうかもしれん。そうなれば俺たちは、切り取った州を手て土産みやげにチチェリアーナ殿下に従うしかあるまいよ」

「あのお転てん婆ば皇女様なら、もしかすると、だな」

「そうよ。俺たち以外の誰が、と全体を見み渡わたせば、チチェリアーナ殿下が次期当主の座にもっとも近いのではないかと俺は思っている」

　という兄の指し摘てきに、ミッコーリは、そうだな、と頷うなずいた。

「各州の長官や軍団長の目には、皇太子よりずっと頼もしく映っていることだろうよ」

「だが、チチェリアーナ殿下に決まったというわけでもない。何しろあの方は陸戦の経験がほとんどないからな。俺たちにもまだ可能性はある。いずれチチェリアーナ殿下が帝都に迫るにせよ、この地に一大勢力を築いておけば対たい抗こうできるかもしれん。対抗できないとしても、無視できない勢力になっていれば、それなりの待たい遇ぐうで迎むかえられるだろう」

　ミッコーリは大きく頷いた。

「つまり要するに、今は切り取れるだけ切り取っておくことが肝かん要ようということだな」

「そうだ。今は勢力を拡大することに専心するべきだ。おれたちのその行動をサイファカール殿下が『見て見ぬ振り』をしてくれるなら、討伐軍がいきなり俺たちの背後を襲おそう可能性は低いだろう。北方攻こう略りやくに集中できるというわけだ」

「そうか。よし、わかった！」

　ミッコーリは自分がやるべきことが明確になって安心した。

（やはり俺は戦術指揮官だ。全体を見渡して戦略を立てるのは兄者に任せておけばいいってことだ）

「なら、一刻も早くバララガン州を制圧して、ロンディウム州に侵しん攻こうするとするか」

「今は時間との戦いだからな。部隊指揮官としてのおまえの手しゆ腕わん、頼たよりにしているぞ」

「そちらは任せてくれ」

「おれもしばらくはおまえと共に本ほん陣じんに詰つめることにする。もしかするとこの先、サイファカール殿下と頻ひん繁ぱんにやり取りすることになるやもしれん」

「そちらは任せた」

　ミッコーラとミッコーリの兄弟、なかなかいい組み合わせではあった。

　けれど戦略家という面では、ミッコーラもサイファカールには遠く及およばなかった。
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　ミッコーラはすぐにサイファカールへ使者を立てた。

　使者は遠路を駆かけに駆けてアンブロウ州を目指したが、使者が州都ロクサスへ到とう着ちやくしたとき、すでにサイファカールはロンディウム州を目指して進発したあとだった。

　そこで使者は留守を預かっているザネッティに、

「サイファカール殿下のご配はい慮りよ、忝かたじけなく頂ちよう戴だいいたします」

　というミッコーラの言葉を伝えた。

　余人が聞いてもなんのことかわからない伝言だったが、サイファカールの構想を事細かに聞いているザネッティにはピンときた。

（ミコノス兄弟、殿下の誘いに乗ったか。ならば、こちらも第二案を進めればいいな）

　アンブロウ州を離はなれるに当たってサイファカールは、ザネッティ以下、当地に残る者に何通りもの対応策を残していった。

　それらはミコノス兄弟への対応を始めとして、この場合にはこれ、そちらの場合にはこれといった、種々の状じよう況きように即そく応おうできるものだった。

　これがあるからザネッティも、いちいちサイファカールにお伺うかがいを立てなくても判断ができるわけだ。

　通信手段がない時代のこと、この時間的節約の持つ意味合いは大きい。

　ミッコーラがいみじくも言ったように、誰にとっても今は時間との戦いという局面なのだから。

　ザネッティは直ちに討伐軍宛あての使者を送りだした。
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　リエンツェ州の近くまで進軍していた討伐軍の首しゆ将しよう、グラッスル将軍は、ザネッティが送ってきた使者を本陣で引見した。

　ザネッティが送り込んだ使者はギ・ジュカだった。

「そうか。サイファカール殿下、ミラニエゥス軍の背後を衝くべく北へ向かったか」

「さようでございます、将軍」

　床しよう几ぎに腰こしを下ろす将軍の前に膝をついたギ・ジュカは大おお仰ぎような仕草で低頭した。

「ミラニエゥス殿下の本ほん拠きよ地ち、ロンディウム州に殿下の軍が侵入すれば、ミラニエゥス軍の兵士の心中、穏おだやかならざるものとなるでありましょう」

「たしかにな。だが、サイファカール殿下の軍は二万程度なのだろう？　それでロンディウム州の諸都市を陥おとせるか？　陥とせないことが伝われば、逆に兵たちの士気が上がるのではないか？」

「ロンディウム州に進しん攻こうするのはサイファカール殿下の軍だけではございません」

「なに!?　ほかにもいると!?　どこの軍だ、それは!?」

「絶対にとは言い切れませんが、おそらくミコノス兄弟もロンディウム州に兵を進めるはずでございます」

　というギ・ジュカの言葉に、グラッスル将軍は目を見開いて驚おどろきを露わにした。

「ミコノス兄弟が!?」

「さようであります」

「たしかにミコノス兄弟、州の長官に皇太子殿下への叛心ありと言ってベルガル州に攻せめ込んだようだが」

「皇太子様のために逆ぎやく賊ぞくを討うとうとするミコノス兄弟が、ミラニエゥス殿下の本拠地を衝くのは当然であります」

（それは……そのとおりだが。宰さい相しよう殿どのや軍ぐん務む卿きよう殿が言っていたのとは少し違ちがうな）

　宰相や軍務卿は将軍に対して、

「ミコノス兄弟の勝手な行動は皇太子に対する叛はん逆ぎやくも同然だ。兄弟の動向には気をつけるように」

　と言っていたのだ。

（それが、我ら討とう伐ばつ軍に呼応してロンディウム州に攻め入ろうというのか）

　兄弟の本心はともかく、そうなれば自分たちの任務も達成しやすくなると、グラッスルは内心で手を叩たたいた。

「本当なら我らにとっては朗報だが、しかし、サイファカール殿下は、どうしてミコノス兄弟の動きがわかったのか？」

「我が殿下は帝てい国こく各地で騒そう乱らんの火種が上がっているのを憂うれいており、偵てい察さつのための要員を各地に派は遣けんしております。ミコノス兄弟の動きも以前から見張っておりました故ゆえ」

　と真実半分、噓うそ半分の答えを返した。

「ミコノス兄弟は将軍殿が率いた討伐軍がこの地にやってきたのを知り、ここは皇太子様のために働いておくべきだと、そんな判断を下したのではないでしょうか」

　という続けた言葉は適当な、というより、むしろ出で鱈たら目めだったが、いかにもありそうな話だったから将軍は納なつ得とくした。

（つまり皇太子殿下に恩を売っておいて、殿下が皇こう帝ていに即つかれた暁あかつきには、少しでも多くの恩賞に与あずかりたいというわけだな）

　兄弟がその程度の人物なら警けい戒かいする必要もないのではないかと将軍は考えた。

（しかし、虚うつけ皇子の呼び名も高いサイファカール殿下にしては、よくできた対応だ）

　そんな正直な感想を気取られないように気を遣つかいながらグラッスル将軍は、

「だろうな。それにしてもサイファカール殿下、なかなかに機転が利きく。偉い大だいな先せん帝てい陛下の血を引くだけのことはある」

　などと、とりあえず褒ほめておく。

　グラッスルの立場からすれば、いまサイファカールの機き嫌げんを取っておくのは大事なことだった。

　ミラニエゥス軍との決戦に臨む際、サイファカールの率いる兵力がいるのといないのとでは大違いだからだ。

　いるだけでなく、手を抜ぬかないでしっかりと戦ってもらいたい。

（この使者が、わたしがサイファカール殿下を褒めていたと伝えてくれれば、殿下もやる気になってくれるだろう）

　とグラッスルは考えたが、べつにお世辞を聞くまでもなくサイファカールはやる気になっているようで、使者はサイファカールのやる気を裏付けるようなことを将軍に向かって言った。

「いま殿下は、ミコノス兄弟に対してロンディウム州を攻めようという呼びかけを行っております。ミコノス兄弟が応じれば、おそらく四万以上の軍勢がロンディウム州に侵攻することになります。そうなれば、ミラニエゥス軍の兵たちは浮うき足立つこと必ひつ定じようでありましょう」

「おお、そうか、そうだな」

　グラッスルの声が弾はずんでいる。

　たしかにそれだけの大部隊が自州を侵おかせば、兵だけでなく隊長や幹部たちも動どう揺ようを見せるだろう。

（そうなれば……勝てる！）

　ここに来るまでグラッッスルは、難しい任務を命令された自分の不幸を嘆なげいていたが、もしかすると上う手まくやり遂とげて多大な恩賞を得ることができるかもしれないと、前向きな気持ちになった。

（それもこれもサイファカール殿でん下かとミコノス兄弟が我が討伐軍に呼応して動いてくれたおかげだな。もっとも二人が動いたのは皇太子様のご威い光こうのおかげだと言えるから、俺が感謝をするほどではないがな）

　そう思ったグラッッスルは、ところで、と話題を変えた。

「サイファカール殿下、ほかに何か仰おつしやっていたか？」

「は。サイファカール殿下は次のように仰っておりました」

　頭を下げてそう応こたえたギ・ジュカに向かって、グラッスル将軍が身を乗り出す。

「おお、なんと仰っていた!?」

「自分が本隊を率いて北方を衝つくだけでなく、討伐軍の一いち翼よくを担になうべく一個軍団を派遣しようと思う、と」

「一個軍団をな」

　軍団一個だけならいてもいなくても同じ。

　ふだんならそんな強がりも言えるのだが、今は一人でも多くの戦力がほしいときだ。

　帝てい都とを出る際に六万の兵力しか持っていなかったし、今でも八万止まりだ。

　グラッスルにすれば、一個軍団の参さん陣じんは大きかった。

「で、それはどこの軍団だ？」

「東辺境州軍団、通つう称しようアル＝アラ軍団であります」

（辺境州か。あそこはたしか兵数が四千ほどしかいなかったのではないか？）

　と思ったので、グラッスルはその点を質ただしてみる。

「アル＝アラ軍団の兵数は？」

「こちらに来ている兵数は四千足らずであります。なかなか欠員を補ほ充じゆうできないでおりましたもので」

（四千未満か。もう少しほしかったが）

　将軍は少しガッカリした様子を見せた。

　だが、次のギ・ジュカの言葉を聞くと、今度は顔を輝かがやかせた。

「兵数こそ定員割れしておりますが、率いる軍団長は名高きリリィエンテルリオナーシュブラフィシュカでありますれば、千やそこらの不足など何ほどのことがありましょうや。五千いる他州の軍団と同等かそれ以上の戦せん闘とう力を有している。そうお考えいただいてかまいません」

「おお！」

　グラッスルが目を見開いた。

「リリィエンテル自らが兵を率いて駆けつけてくれるか!?」

　リリィの名前は帝国軍全土に鳴り響ひびいている。

　いい意味でも悪い意味でも。

　グラッスルは悪い面──上官を上官とも思わないとか、すぐ暴力を振ふるうとか──には目を瞑つぶり、類たぐい希まれなる戦闘力と指揮能力を持っているという、いい評価だけを見ることにした。

（何しろリリィエンテルは、帝てい国こく随ずい一いちの猛もう将しよう、ビルダバルダス上じよう将しよう軍ぐんからも一いち目もく置かれていた存在だからな）

「サイファカール殿下のご命令でありますから」

「そうかそうか。サイファカール殿下の皇太子様への厚い忠義、このグラッスル、必ずや宰相殿や皇太子様へご報告いたすであろう」

　サイファカール皇子は皇太子の威光に逆らえず、皇太子の意向に添そう形で動いている。

　単純な武人であるグラッスルはそう評価した。

　すでにサイファカールの中では皇太子の存在など眼中にないに等しいとは、グラッスルは夢にも思わなかった。

　サイファカールが見ているのはこの決戦の遥はるか先であることに、愚ぐ直ちよくな武人グラッスルが気づけるはずもなかった。
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　機は熟しつつあった。

　ミラニエゥス側はリエンツェ州のレムリガス将軍を取り込み。

　討伐軍はサイファカールとミコノス兄弟の支し援えんを得て。

　サイファカールはミコノス兄弟を誘さそい。

　ミコノス兄弟は当面、サイファカールの誘いに応じる形で動き。

　サイファカールは討伐軍支援のためにリリィの軍団を遣わし。

　こうして各陣じん営えいが活発に動き、その結果、討伐軍とミラニエゥス軍の決戦の舞ぶ台たいは整いつつあった。




　ミラニエゥス軍とリエンツェ州軍団は討伐軍を迎むかえ撃うつために西進し、リエンツェ州とカルバリア州、ブレッシャーノ州の三つの州が境界を接する辺りのアンフィル平原に陣を敷しいたのだった。
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　アンフィル平原に集結した軍勢は、帝都から送られてきた討とう伐ばつ軍が約八万四千、一方のミラニエゥス軍は約八万二千。

　兵数的にはまったくの互ご角かくといってよかった。

　皇太子が──実際には宰さい相しようと軍ぐん務む卿きようが、だが──派は遣けんした帝てい国こく軍は六万だった。

　残りの二万四千ほどは、途と中ちゆうの州で討伐軍に加わった部隊と、サイファカールが援えん軍ぐんとして送った東辺境州軍団だ。

　元々、定員割れをしていて四千と少ししかいない辺境州軍団（アル＝アラ軍団）だが、アル＝アラやロクサスに少数の留守番部隊を残している関係上、ここに参加したのは三千六百だった。

　軍団の指揮はリリィが執とっている。

　リリィはサイファカールから、

「戦せん況きようを見ながら上う手まく立ち回るように」

　と命じられていた。

　決戦にどっぷりと首まで浸つかってしまっては、徒いたずらに兵の犠ぎ牲せいが増える。

　サイファカールはそれを嫌きらったのだ。

　だからリリィに「上手く立ち回れ」と言ったのだが、討伐軍司令官のグラッスル将軍は三千六百しかいないアル＝アラ軍団を主力として使おうとは思っていなかったから、心配することもなかった。

　軍団指揮官であるリリィの能力は認めても、その兵力では戦局を左右するほどの働きは無理。

　それがグラッスルの評価だった。

　だから彼はアル＝アラ軍団を左さ翼よくに配し、別働隊として使うつもりだった。

　リリィにしても、それは願ったり叶かなったりだ。

　別働隊なら主力同士が全面衝しよう突とつして激戦になっても多数の兵を損そん耗もうする虞おそれはない。

　戦況が有利になれば、背後を衝く動きを見せるだけで敵は浮うき足立つだろう。

　逆に味方が不利になれば、敵の背後を脅おびやかして劣れつ勢せいの味方を間接的に支援することができる。

　互角の戦いになれば、別働隊はそこにいるだけで敵の注意を引きつけることになる。

　ミラニエゥス軍は全軍を決戦に投入できなくなって、結果、戦いくさが長引く。

　サイファカールとしては、決戦が長引いて、討伐軍、ミラニエゥス軍双そう方ほうに犠牲が出ることがいちばん望ましかった。

　その上でアル＝アラ軍団の犠牲が少ないこと。

　サイファカールがリリィに要求したのは、手て抜ぬきがばれないよう上手じようずに手を抜いて戦を長引かせ、双方に犠牲が出るよう戦局を操作するという高等技術だった。

　さすがのリリィにも難度の高い注文だ。

「まぁ、できる限りのことはやりますじゃよ。三千六百なら、主力に組み込まれる心配はないと思いますしの」

　そう言って彼女はアル＝アラ軍団を率いて討伐軍に合流してきたのである。

　援軍が三千六百しかいないのは、主力に組み込まれてしまわないようにと、サイファカールが敢あえてその兵数に抑おさえたという側面もあったに違ちがいない。
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　左翼後方に配されたアル＝アラ軍団から少し離はなれたところにある小高い丘おかの上に登ったリリィは、そこから敵、味方の布ふ陣じんの様子を一望していた。

　辺りは基本的に平原なのだが、起き伏ふくがまったくないわけではなく、それほど高くないが丘もあり、あるいは少し凹へこんだ低地もある。

　双方が布陣しているのは平へい坦たん地だが、そのあいだには低地が広がっている。

　つまり、相手の陣地に突とつ進しんしようと思えば、いったん緩ゆるやかな坂を下り、そこからまた緩やかな坂を登り返すことになる。

　先に動いたほうが不利になる地形だ。

　馬上で平原を見み渡わたしていたリリィは、

「双方とも横おう隊たいを選んだか」

　と呟つぶやいた。

　確かに双方とも中央に主力を置き、その両側に左翼と右う翼よくを置いた横広がりの陣形を取っていた。

　主力の中央軍は軍団四個を横に並べ、それを二段構えにしている。

　都合八個で四万だ。

　その後方にグラッスル将軍直じき率そつの二千と軍団二個が本陣を置いている。

　合計で五万二千。

　そして左翼、右翼に一万六千ずつ。

　それが討伐軍の布陣だった。

　ミラニエゥス軍の布陣も似たり寄ったりだ。




「八万の大軍同士、小細工は無用……という判断ですか」

　そう言ったのはリリィの傍かたわらに馬を並べた軍団副長のヨーコだった。

　ヨーコの隣となりには、もう一人の軍団副長シュメイルが乗った馬もいる。

　三人の背後にはリリィの幕ばく僚りようや数名の大隊長が控ひかえていた。

　騎き兵へいは機動力を重視するから、基本、重装鎧よろいではなく軽装鎧を着用する。

　リリィやヨーコ、シュメイルも、その例に漏もれない。

　リリィは、ふん、と鼻を鳴らし、そうなのだろうな、と頷うなずいた。

「戦せん闘とう空間は広い。いくらでも兵を並べられるからのう。おまけに兵力が同じとくれば、凝こった陣形を取っても大して意味はないということじゃな」

「そして双方とも重装歩兵団を前面に並べています。重装歩兵の突とつ撃げきで相手の陣形を切り崩くずそうということですね」

「そうよな。重装歩兵団の戦闘力に自信を持っている討伐軍にしたら当然のことじゃが、ミラ殿でん下かの軍もそれにつき合うとは、少し意外じゃったな」

　密集隊形を取った重装歩兵団が、大おお盾だてを掲かかげ槍やり衾ぶすまを作って突進してきた場合の戦闘力は恐おそるべきものがある。

　通常の弓で矢を射たくらいでは大盾で防がれてしまうし、大盾をすり抜けた矢があったとしても、重装歩兵の鎧は分厚く、なかなか射抜けるものではない。

　騎兵による迎げい撃げきも槍衾によって阻そ止しされてしまうだろう。

「迂う回かい機動して側面や背後から攻こう撃げきすれば密集隊形を崩すことはできるでしょうに。騎兵突撃が自在にできる広い平原だというのに騎兵を使わないとは」

　ヨーコは小首を傾かしげつつリリィのほうを見やった。

「何か特別な意図があるのでしょうか？」

「どうかの。特別な意図というより、戦闘空間が広く兵数が多いからこそ騎兵突撃を採らなかったのやもしれんな」

「それは……どういう意味ですか？」

「横隊で左翼、右翼が中央と同時に進めば、重装歩兵の背後を衝つこうとしても衝けんではないか。それでも背後に固こ執しつするなら、そうとうな大回りをしなくてはならん。じゃが、その場合、左翼と右翼から弓で撃うたれれば、それだけで機動を阻そ害がいされる。それに、一時的にせよ、騎馬部隊が戦場から離れてしまうことになるからの。戦力的には大おお幅はば減げんになる。最初の一撃で味方が不利に陥おちいるやもしれん。それを嫌ったのじゃろう」

「なるほど。重装歩兵の突撃を重装歩兵で受け止め、こちらの陣が乱れたところに騎兵を投入して、さらに陣の乱れの拡大を狙ねらう……というところでしょうか」

「そういうところじゃろうよ」

「割と真っ当ですね」

「真っ当じゃな。だが、別の見方もできるぞ？」

「はい？」

　ヨーコが首を捻ひねり。

　それまであまり興味がないような顔をしていたシュメイルも首を巡めぐらせ、リリィに視線を向けてきた。

「騎馬隊を動かしたら、そのうちの何割かが走り去ってしまうやもしれん、ということを首脳が恐れたのかもな」

　そう言ってリリィは密ひそやかに笑った。

「ああ！　なるほど、殿下からの早馬が」

「そうじゃ」

　昨日、サイファカールからの早馬がリリィのところへ駆かけ込んで来ていた。

　早馬が持ってきた書状の中身を確かく認にんしたリリィは、昨夜遅おそくに書状を本陣のグラッスルのところへ届けてきたところだった。

　ヨーコもリリィに従ついて討伐軍本陣まで行ったから、書状の中身もグラッスルの反応も知っていた。

「ロンディウム州に殿下の部隊とミコノス兄弟の部隊が侵しん入にゆうしたという報告をグラッスル将軍に知らせたわけですが、ミラ殿下の軍にも同様の報しらせが届いているかも、ということですね？」

　とヨーコが確認すると、リリィはなおもくつくつと笑う。

「もちろん兵どもには知らせないじゃろうが、隊長の中には知った者もおろう。そこから兵どもに漏れる虞おそれもある。騎馬部隊を本隊から離して迂回機動させれば、これ幸いとばかりに逃にげ出す兵が出るやも……ということを首脳は恐れたのかもしれんぞ」

「あり得ますね」

「まぁ、あくまで可能性の問題じゃがな。それに、敵の兵どもがそれを知ったことが必ずしもこちらの有利に働くとは限らん」

　ヨーコとシュメイルが怪け訝げんそうな顔になる。

「どういう……ことですか？」

「ぬしらも、ちっとは頭を使ったらどうじゃ」

　とリリィは嫌いやみを言うのだが。

「すみません。わたしには使うほどの脳のう味み噌そがありませんので。ご教授願えますか」

「ヨーコに一票」

　リリィはジト目になってヨーコとシュメイルを見やった。

「こいつら、いけしゃあしゃあと」

「知ち恵えの足りない副官で申しわけありません」

　そう言ってヨーコが頭を下げ。

「ヨーコに一票」

　シュメイルは胸を張る始末だった。

「ちっっ」

　リリィは露ろ骨こつに舌打ちをすると、二人を睨にらみつけた。

「よう聞け、能なしども。というか、脳なしども」

「は。よく聞かせていただきます」

　ヨーコとシュメイルが、びし、と姿勢を正した。

「こいつらは本当にもう」

　リリィは肩かたを落とし、大きなため息を吐ついたが、すぐに気を取り直して顔を上げた。

「つまりミラ殿下の軍にとって、速そく戦せん即そつ決けつが何より大事という状じよう況きようになったわけじゃ」

　わかるか？　という意を込こめてリリィは二人を睨ねめつける。

「ああ、なるほど」

　ヨーコが大きく頷いた。

「眼前の敵を討うち破ればロンディウム州に引き返せる、ということですか」

（頭の回転は速いくせに自ら考え判断することを面めん倒どうくさがる。まったく、この二人には困ったものじゃな）

　と思いつつ、リリィは小さく肩をすくめた。

「そこまで明言はせんじゃろうがな。この戦いくさに勝てば、それだけで問題は解決する、くらいのことは言うのじゃろうよ。それを聞いた兵どもは、勝てば即座に取って返して自州を荒あらす敵軍の背後を襲おそうと考えても不思議ではない。そうなれば兵どもは必死に戦うぞ？　一刻も早く眼前の敵を撃ち破り、自分たちの故郷を守ろうと死しに物もの狂ぐるいになるぞ？」

　それまで自分の意見を言わなかったシュメイルが、ということは、と口を挟はさんできた。

「こちらは短期決戦に応じないほうがいいわけですね。長期戦に持ち込めば、それだけで敵は勝手に崩れるかもしれないのですから」

　そんなシュメイルの指し摘てきに、リリィは嘲あざけるような笑えみを浮うかべて応こたえた。

「討とう伐ばつ軍のあの首将が、そんな策を弄ろうすると思うか？」

「……思いませんね」

「あやつは皇太子殿どののために反乱軍を討ち破らねばならん。長期戦に持ち込むことなぞ、皇太子殿の威い光こうに泥どろを塗ぬるくらいにしか考えんじゃろうよ」

「では、正面衝しよう突とつは避さけられないと？」

「避けられんじゃろうよ。だが、それは一いち概がいに悪いこととも言えん。わかるな？　わからんとか考えるのが面倒だとか言いおったら、貴様の頭を潰つぶれた石榴ざくろのようにしてやるぞ、シュメイル」

「あ～～、いえ」

「ヨーコも何を笑っておる！　貴様の頭は固そうじゃから、頭はほっといて胸を引きちぎるぞ」

　ヨーコは澄すました顔を崩さず、両りよう腕うでで自分の胸をガードした。

「ただでさえ乏とぼしい胸を引きちぎられたら、軍団長と同じ平原胸になってしまうではありませんか。それはご容よう赦しやください」

　リリィのこめかみが、ぴきり、と音を立て、青筋を浮かび上がらせた。

「ほほう。ヨーコは儂わしの胸を真っ平らで大平原でむしろ凹へこんでいると申すか」

「そんなことは言っていませんが、概おおむね、そのとおりかと」

「引きちぎる！　むしろ抉えぐってやる！」

　両手を挙げたリリィが、眼前に構えた両の掌てのひらを広げた。

「ちぎられて堪たまりますか！」

　ヨーコも両腕を前方へ伸のばし、両の掌を広げる。

　二人は馬上で身を乗り出し、掌を合わせ、指を絡からめ、力比べの体勢に入った。

　背の低いリリィの腕は斜ななめ上方に、ヨーコの腕は斜め下方に伸びている。

　体勢的にはヨーコのほうが有利に見えるが、力比べはリリィのほうが押していた。

　小こ柄がらな体型からは想像もできない膂りよ力りよくである。

「ほれほれ、どうした、ヨーコ？　もっと力をいれんと、本当に引きちぎるぞ？　貴様の可愛かわいいおっぱいを引きちぎってしまうぞ？」

「ぐぬぬぬぬ～～」

　ヨーコが顔を歪ゆがめて抵てい抗こうする。

「ははは、貴様のそんな顔を見るのは久しぶりよのう」

　一方のリリィは、まだ涼すずしい顔だ。

（二人とも子供のような喧けん嘩かを……いや、じゃれ合いなのかな、これは）

　呆あきれた顔で二人の力比べを見ていたシュメイルだが、眼下に布ふ陣じんした味方の軍に動きが出たのに気づいた。

　背後に控ひかえているほかの幹部は、リリィやヨーコを恐れてか口を閉とざしたままだから、ここはシュメイルが言うしかない。

「団長。ヨーコも。味方の陣に動きが出ていますよ。そろそろ我々も戻もどらないと不ま味ずいのではありませんか」

　シュメイルの声に、ようやくリリィとヨーコが我に返る。

　二人は合わせていた手を解ほどき、悪態をつきながら腕を引っ込めた。

「ささやかなヨーコの胸を引きちぎっても可哀かわい相そうじゃ。今回は見み逃のがしてやる」

「軍団長の胸を叩たたいたり揉もんだりして成長の手助けをして差し上げようと思いましたが、止やめておきます」

「おのれはぁぁ」

「あなたこそぉぉ」

　手た綱づなを持った二人は、上体を前ぜん傾けいさせ、額がぶつかりそうなほど顔を寄せて睨み合う。

「二人ともいい加減にしてください。アル＝アラ軍団が開戦に遅おくれでもしたら、サイファカール殿でん下かが赤あかっ恥ぱじをかくのですよ」

「む。そうじゃの」

「それはいけませんね」

　サイファカールの名前を出されると、リリィもヨーコも抵抗はできない。

　二人は上体を戻し、手綱を引いて馬首を巡らせた。

「よし、戻るぞ」

　リリィが鐙あぶみに載のせた足の踵かかとで馬の横っ腹を軽く蹴ける。

　すぐにリリィが乗った馬が、丘おかの斜しや面めんを駆け下っていった。

　ヨーコとシュメイルがそれに続き。

　三人のあとを追って、幕ばく僚りようや大隊長が乗る馬が駆け出した。

　斜面を駆け下りたリリィ以下は、一いち目もく散さんに自分の軍団を目指して馬を疾しつ駆くさせ、あっという間まに軍団本陣に帰り着いた。

「伝令は何か言ってきたか!?」

　留守を任せておいた幕僚にリリィが声をかけると。

「一いつ時とき後に攻こう撃げきを開始！　我が軍団は、攻撃開始前に予定の迂う回かい機動を開始せよとのことであります！」

「グラッスル将軍、やはり正直者よのう」

　リリィの隣となりに馬を止めたヨーコが言った。

「正直者というか、馬ば鹿か正直者ですね。むしろ正直者の馬鹿……かな」

「おぬしはほんにキツい女じゃな。まぁ、概おおむねそのとおりじゃと儂も思うが」

（どっちもどっちという話ですね）

　シュメイルが内心密ひそかにそんなことを考えていると、二人がぐりんっと首を回して彼のことを睨みつけてきた。

「なんぞ言いたいことがあるのか、シュメイル？」

「いえ？　何も！」

「ならいいのじゃがな」

　リリィはシュメイルから視線を逸そらすと、素す早ばやく下げ馬ばし、周囲にいる幕僚や幹部を呼び集めた。

　呼ばれた者が下馬して集まってくると、リリィは一同の顔を見回して告げた。

「よいか？　かねての手て筈はずどおり、我らはエネマインのところの三個大隊と共に敵右う翼よくの外側を迂回して右翼後方へ回り込む」

　エネマインは旧王国領にあるカロツェリオ州が送って寄よ越こした一個連隊（この場合、三個大隊である）を指揮する部隊長で、アル＝アラ軍団はその三個大隊と共に別働隊として動くように指示されている。

　アル＝アラ軍団とカロツェリオの三個大隊を合わせれば約五千百。

　正規の一個軍団に相当する兵力だった。

「少なくとも回り込む姿勢を見せる。敵の右翼は我らを阻そ止ししようとするはずじゃから、向かってきた右翼の一部を引っ張り出して戦場から遠ざける」

　そこで言葉を切ったリリィが改めて一同の顔を見回すと、全員が無言で頷うなずいた。

「その際、できれば二個軍団くらいは切り離はなしたいところじゃから、敵が食いついてこなければ、右翼の側面を攻撃する」

　またもリリィが全員の顔を見回し。

　全員が大きく頷いた。

「攻撃するといっても、本格的な戦せん闘とうをする必要はないぞ。むしろ本格的な戦闘をしてはならん。敵右翼の注意を引きつけ、こちらに引きつけるのが目的じゃ。敵が食いついてきたら、適度な小こ競ぜり合あいをしつつ後方へ下がる。相手に追いつかれてもならんが、相手を引き離してもならん。つかず離れずのまま、敵右翼の一部を戦場から引き剝はがすのが我らの役目じゃぞ」

　リリィは睨ねめつけるような視線を一同に向けて強い調子で言った。

「そのことを肝きもに銘めいじておけ！」

「了りよう解かいであります！」

　リリィは満足そうに頷くと、傍かたわらのヨーコとシュメイルに声をかける。

「予定どおり、第一連隊はヨーコ、第二連隊はシュメイル、そして儂が第三連隊を率いる。各連隊の進退は、おぬし等らの判断に任せる。上う手まくやれ」

　ここで言う「連隊」とは、大隊を二個もしくは三個合わせた部隊のことだ。

　リリィは二個大隊一千を一個連隊として二人に付けるつもりだった。

　それに連隊本陣の百を合わせた千百が第一と第二連隊の兵数となる。

　リリィの率いる第三連隊は二個大隊千に軍団本陣の三百を加えて千三百。

　三個連隊合わせて三千五百となる計算だ。

　残りの百は友軍との伝令部隊として配している。

「了解であります」

「了解しました」

「念押ししておくが、エネマインの三個大隊のことは気にせんでもいいぞ。要するに奴やつらが下へ手たを打ったからといって助ける必要はないということじゃ」

「それも了解ですよ」

　とヨーコが薄うすい笑みを浮かべ。

　シュメイルは真ま面じ目めな顔で敬礼を寄越した。

「了解しております」

「よし、行け」

「はい」

「出ます！」

　ヨーコとシュメイルが指揮下の幕僚と二名の大隊長を引き連れ、リリィの下もとから離れていった。

　それを見送ると、リリィは大きく伸びをした。

「さて、では、儂も出るとするかの」
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　中央の討伐軍主力が慌あわただしく攻撃準備を始めていた。

　もちろん右翼と左さ翼よくも同様だ。

　歩兵は鎧よろい兜かぶとに身を固め、槍やりや盾たてを持ち。

　弓兵は矢や筒づつに矢を詰つめ込み、弓を手にする。

　騎き兵へいは槍を括くくりつけた馬に跨またがり、矢や避よけの盾を掲かかげた。

　鼓こ手しゆは太たい鼓こを。

　喇らつ叭ぱ手しゆは喇叭を。

　それぞれが愛用の物を手に、命令が下るのを待つ。

　兵のある者は己おのれを守護する神の名を唱え。

　ある者は目を瞑つぶり歯を食いしばり。

　ある者は手にした槍を強く握にぎりしめ。

　ある者は大きく気合いをかけて己を[image: しっ]しつ咤たし。

　陣じん中ちゆうの緊きん張ちよう感かんがいや増しに増していく。

　時間の流れが遅おそくなったような気がする。

　青い空を白い雲がゆったりと流れていく。

　太陽はいつもと変わらぬ輝かがやきを放ち。

　討とう伐ばつ軍陣地もミラニエゥス軍陣地も静せい寂じやくに包まれ、咳しわぶき声ごえ一つ聞こえない。

　どこかで雲雀ひばりの鳴く声が聞こえた。

　戦意が大地に満ち。

　戦いの時が来た。




「出しゆつ撃げきだ！」

　グラッスルの声が討伐軍本陣に響ひびき渡わたる。

「帝てい国こくに仇あだなす反逆者を討うち取れぇえ！」




　グラッスルの命令を受け、幕僚や隊長たちが声を限りに叫さけんだ。

「出撃ぃ！」

「出撃出撃出撃！」

「出撃だ、遅れるな！」

「反逆者どもに目に物見せてやれ！」

「勝利は我らの手の中にある！」

　出撃の太鼓が打ち鳴らされ。

　喇叭の勇ゆう壮そうな音ね色いろが辺りに響き渡る。

　横隊になった討伐軍の先頭に並ぶ重装歩兵が、のっそりと動き出した。
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「本隊主力、前進を開始しました！」

　陣中に建てた簡易櫓やぐらから周囲を見張っていた兵が叫んだ。

　アル＝アラ軍団陣内の緊張が一気に膨ふくらみ、もはや破は裂れつしそうだ。

　リリィが見張りに叫び返す。

「敵方の動きはどうじゃ!?」

「敵方はまだ動いておりません！」

「迎むかえ撃うつことを選んだか」

　討伐軍は緩ゆるやかな坂を下り、敵の陣地に向かって緩やかな坂を登り返す形になるから、たしかにその場で迎え撃ったほうが有利なように思えるが。

（防ぼう御ぎよ陣地を構築しているならともかく、ミラ軍はそこまでしてはおらん。その場に留とどまっての迎げい撃げきが有利だとは一いち概がいには言えん。もしかすると、こちらが斜面を登り始めたときに動いて、斜しや面めんを駆かけ下る勢いを利用して突とつ撃げきする……というつもりやもしれんな）

　その場で迎撃されるより、そちらのほうが厄やつ介かいだとリリィは思った。

（が、まぁそれは中央軍の問題じゃ。我らは別働隊としての役目を果たすだけよの）

　リリィは第三連隊の副官に指名した幕ばく僚りようを呼んで告げた。

「メッシナ、我らも出るぞ」

「は。第三連隊、出ます！」

「ヨーコとシュメイルの隊にも伝えよ」

「は。第一、第二連隊に出撃の合図を送ります！」

　メッシナは第一、第二連隊に伝令を走らせ、同時に簡易櫓に登っている見張りに黄き旗ばたを振ふらせた。

　第三連隊はただちに行軍隊形へと移行する。

　馬に跳とび乗ったリリィが周りの兵や幕僚に向けて叫んだ。

「アル＝アラ軍団第三連隊出撃する！　儂わしに続け！」

「アル＝アラ軍団出撃！」

「第三連隊、出るぞ！　リリィエンテル様に遅おくれるな！」

「出撃、出撃ぃ！」

「前進せよ！　隊列崩くずすな！」

　幕僚や隊長の号令が響き、兵たちは戦場へ向けての一歩を踏ふみ出した。

　アル＝アラ軍団兵はリリィの戦闘力、指揮能力に絶大な信しん頼らいを寄せている。

　彼女が指揮してくれれば勝利は間ま違ちがいなしと確信している。

　兵たちの顔には緊張の色が浮うかんでいたが、踏み出す足は力強さに満ちていた。
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　第三連隊に続いてシュメイルが指揮する第二連隊が陣地を離れ。

　少し遅れてヨーコが指揮する第一連隊も陣地をあとにした。

　櫓に登っていた見張り兵は、そのまま見張りを続けている。

　彼ら見張りの兵と、伝令役の騎兵や歩兵だけがその場に留まり続けた。

　伝令は戦せん況きようをリリィたちに報告したり、リリィたちから送られてきた報告を左翼指揮官の下もとへ届けたりするのが役目だが、その数は少なく、先ほどまで夥おびただしい軍馬がひしめいていた陣地も、もはや無人同然だった。

　リリィ軍団がいた陣地には寂さみしげな佇たたずまいで簡易櫓が建っているのが目につくくらいで、寂せき寥りようとした雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　兵士の姿が消えた陣地を、一陣の風が吹ふき抜ぬけていった。
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　アル＝アラ軍団とカロツェリオ州軍の一個連隊（＝三個大隊）の動きには、正面に位置するミラニエゥス軍右う翼よくも、当然のことながら気づいていた。

　緩やかな斜面を斜ななめに横切る形で、およそ五千の部隊が陣地から遠ざかっていく。

　となれば、あれは大きく迂う回かいして味方の背後を衝つこうという狙ねらいがあるに違いない。

　右翼の一万五千を任されたゴルドゥフ将軍は、即そく座ざに手を打った。

　敵の迂回機動を阻そ止しするため、将軍は六千の兵を投入することを決めた。

　右翼の戦せん闘とう力は減じるが、正面の討伐軍左翼からも五千が抜けているのだから、大きな問題にはならないという判断だ。

　ゴルドゥフは第一軍団と第二軍団から抜いた一個大隊五百ずつを第三軍団五千に合わせ、合計六千として、第三軍団長グノーシスにその指揮を任せることにした。

「いいか、グノーシス、第三軍団の役目は敵の迂回機動を阻止することだ。背後に回り込まれぬように敵を牽けん制せいすればそれでよいのだ。無理に戦う必要はない。敵が攻こう撃げきしてきた場合にのみ、応戦せよ」

「は。我が第三軍団は敵の迂回機動を阻止するべく敵を牽制します。無理な戦いはせずに、敵が攻撃してきた場合にのみ応戦します」

「よし、行け！」

「は！　第三軍団、出ます！」




　こうしてグノーシス率いる第三軍団六千は、リリィ率いるアル＝アラ軍団とエネマイン率いるカロツェリオ軍を追って右翼から離はなれていった。




「正面の敵、前進してきます！」

　簡易櫓に登っていた見張り兵の叫び声が陣地に響いた。

　ゴルドゥフ将軍は数人の幕僚を率いて急いで櫓に駆け上がる。

　櫓の高さは二ヤルドと少ししかないが、周りは平原で、前方が低い地形だから、見通しはいい。

　なるほど、敵の左翼部隊は、すでに斜面を半分以上も下っていた。

　横並びになった重装歩兵団が何列にも連なり。

　その背後に弓兵と騎兵が続いている。

　あくまで重装歩兵の打撃力を活いかして敵てき陣じんを突とつ破ぱしようというつもりのようだ。

　左手を遠望すれば、敵主力の中央軍は、すでにいちばん低い場所の近くまで下りてきている。

　もうじき斜面を登り始めるだろう。

　ミラニエゥス軍は、敵が騎兵突撃を仕し掛かけた場合は陣地で迎撃、敵が歩兵突撃を仕掛けた場合は陣地を出て、斜面を登っている敵部隊に突撃するという手て筈はずになっていた。

　眼前の敵は重装歩兵を並べて前進してくる。

　であれば、味方も斜面を駆け下って突撃をすることになる。

　ゴルドゥフは櫓を駆け下り、幕僚や隊長に、

「陣を出て迎撃する。総員、突撃の準備に入れ」

　と告げた。

　ミラニエゥス軍右翼の兵力はおよそ九千。

　討伐軍左さ翼よくの兵力はおよそ一万一千。

　背後を衝かれることを恐おそれたゴルドゥフが別働隊に六千を投入した分、兵力比は約一対一・二と、ミラニエゥス軍がやや不利になっている。

　開戦前の駆け引きでは、討伐軍左翼が少し得をした形だった。

　だが、斜面を駆け下る味方と、斜面を登ってくる敵とでは勢いが違う。

　その程度の不利は勢いの差で帳消しになるとゴルドゥフは読んでいた。
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　戦せん端たんは中央軍によって開かれた。

　緩やかな斜面を登っていく中央軍の重装歩兵団と、斜面を下ってきたミラニエゥス軍の重装歩兵団が激しく衝しよう突とつした。

　双そう方ほうが槍やり衾ぶすまを仕立てて、相手の重装歩兵に対して突つっ込んでいく。

　何人もの兵が槍に突かれた衝しよう撃げきで倒たおれ込んだ。

　倒れ込む兵の数は討伐軍のほうが多かったが、それは斜面を下ってきたミラニエゥス軍のほうが速度が出ていたからだ。

　だが、槍に突かれて倒れ込んだ兵も、すぐに起き上がる。

　何しろ鎧よろいが分厚いから、討うち死にした者はほとんどいなかった。

　槍を突き合い。

　倒れては起き上がる。

　すでに敵が眼前にいるので、立ち上がった兵は槍を突く空間的余よ裕ゆうがない。

　彼らは槍を持ち上げ、垂直に立てた槍を勢いよく敵兵の頭を目がけて振り下ろす。

　槍の穂ほ先さきが兜かぶとを叩たたく金属音が、そこかしこで響ひびいた。

　兜を叩かれ、その衝撃で倒れ込む兵が出る。

　叩かれただけで討ち死にすることはないが、軽い脳のう震しん盪とうを起こして立ち上がれない兵がいる。

　あるいは、立ち上がっても足がふらつく兵がいる。

　密集隊形は次し第だいにばらけ始め、あちこちで槍の叩き合い、突き合いが起きていた。

　叩き合う重装歩兵団の後方では弓兵が盛さかんに矢を射っていた。

　重装歩兵を狙っているのではない。

　重装歩兵の鎧には並の矢はほとんど通じない。

　弓兵が狙っているのは、敵の重装歩兵の後方にいる弓兵と騎き兵へいだった。

　ということは、自分たちも敵の弓兵に狙われているわけで。

　大おお盾だてを構えた軽装歩兵が味方の弓兵を守っているが、大盾の隙すき間まから飛び込んでくる矢によって倒れる弓兵が増えてきた。

　弓兵の後方に控ひかえている騎兵は、矢の射程から逃のがれようと、やや後方へと下がる。

　緒しよ戦せんの優ゆう劣れつは重装歩兵団の奮ふん闘とうに懸かかっているという、そんな展開になってきた。
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　こちらは迂回機動中のアル＝アラ軍団である。

　ちょうど今、リリィが率いる第三連隊、シュメイルの率いる第二連隊、ヨーコの率いる第一連隊の順で縦陣隊形となって斜面を斜めに横切り、低地まで下りた後、敵の右翼から離れる形で緩ゆるやかな斜面を登っているところだ。

　元いた方向からは、太たい鼓こを連打する音や喇叭の音、兵の喊かん声せい、金属がぶつかる音などが聞こえてきた。

「味方左翼と敵右翼が衝突したか」

　となれば、中央でも、味方右翼でも、激戦が始まっていることだろう。

（少し急ぐかの）

　リリィはだらだらとした斜面を斜めに登っていく兵たちの進む足を速めさせる。

　とそのとき。

　先行させていた物見騎兵が三騎、駆かけ戻もどってきた。

　駆け寄ってきた騎兵に向かってリリィが声を張り上げる。

「どうした!?」

「は。敵右翼から離れた別働隊が我々の行く手に回り込もうとしております！」

（こちらにも食いついてきたか）

　ここまではリリィの思おも惑わくどおりの展開だ。

（問題は敵の兵数じゃな）

　リリィは物見騎兵に確かく認にんする。

「敵別働隊の兵数は把は握あくできたか？」

「部隊のすべてを確認できたわけではありませんが、おそらく五千から七千ほどではないかと推測されます！」

（こちらが一個軍団だから、それで足りるという計算か。つまり敵別働隊、足止め狙いというわけじゃな。こちらを討ち破るつもりなら二個軍団は投入せねばならんが、さすがにそこまで兵を削けずる気にはならんか）

　敵の狙いが足止めである以上、敵別働隊から離れようとさらに大回りしても、相手はどこまでもついてくるに違いない。

　といって、敵の別働隊を攻撃する構えを見せれば相手は足を止め、攻撃しようと接近を図はかれば離れていくだろう。

（下へ手たに追いかけて、敵の主力が近くにいる場所で迎げい撃げきされでもしたら、最悪、敵に包囲されてしまいかねん）

　ここで迎撃しようとしても、敵別働隊は足を止めるだけ。

　敵別働隊はそこにいるだけでリリィの軍団を戦場から切り離しておけるのだ。

　味方左翼の兵力が一万一千。

　それに比して敵右う翼よくの兵力は、多くて一万、少なければ八千という計算になる。

　味方がやや有利という状じよう況きようになってはいるが、あくまで「やや」だ。

　決定的な差ではない。

　待ち構えているミラニエゥス軍を討ち破らなくてはならないことを考えると、あるいは登る途と中ちゆうで上から迎撃されることを考えると、この程度の差は、あってないようなものと、戦闘経験が豊富なリリィは判断する。

（こちらも一働きするか）

　リリィは幕ばく僚りようを呼んで新たな命令を下す。

「目標変へん更こう。アル＝アラ軍団は敵背後への迂う回かい機動を中止、敵右翼の側面を攻撃する」

　命令は直ちに第一連隊、第二連隊にも伝えられた。

　同時に、エネマイン率いる一個連隊にも伝令が走ったが、その際、リリィは、

「進退は貴き殿でんに任せる」

　とつけ加えておいた。

　伝令を迎むかえたエネマインは少し迷ったが、自隊だけで迂回機動を続ければ、敵別働隊の餌え食じきになりかねない。

　敵別働隊が五千だとしても、一個連隊千五百では勝負にならないから、単独での迂回は諦あきらめるしかなかった。

（リリィエンテル、噂うわさどおりの気まぐれな女だな）

　と苦々しく思いつつも、進行方向を変えてアル＝アラ軍団のあとを追いかけるしかなかった。
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　討とう伐ばつ軍別働隊が自軍右翼が展開しているほうへと唐とう突とつに転進したのを見て、グノーシスは焦あせった。

　討伐軍別働隊は、初志貫かん徹てつしようとして迂回機動を続けるか、迂回の邪じや魔まをするグノーシスの軍団を攻こう撃げきするかのどちらかだと思い込んでいたからだ。

　というより、別働隊を率いる軍団長がそう命令されていると思っていた。

　小こ競ぜり合あいすらないまま、いきなり攻撃目標を変える可能性など考こう慮りよに入れていない。

　そんな裁量が軍団長にあるというのは、常識的には考え難にくかった。

　アル＝アラ軍団の立ち位置が討伐軍内ではかなり特とく殊しゆだったという理由からだが、グノーシスにはその特殊な事情がわからない。

　特殊な立ち位置とは、つまり第六皇子サイファカールが治める東辺境州の軍団だということで、討伐軍司令のグラッスル将軍としても、リリィに対しては、その辺りの州長官が送ってきた援えん軍ぐんに対するように軽々しく命令を下すわけにはいかなかったのである。

　リリィは自分が置かれた状況を最大限に利用して独自の判断で動いている。

　それが敵将グノーシスを戸と惑まどわせたと言えよう。

　グノーシスは討伐軍別働隊を追撃することに決めた。

　放ほうっておけば味方右翼側面に、あの別働隊が突っ込んでくることになる。

　敵の左翼と壮そう烈れつな叩き合いをしているはずの味方右翼側面は、おそらくがら空きだ。

　一個軍団五千の攻撃だとしても、大きな損害が出るかもしれない。

　浮うき足立った側面の一部が崩くずれただけで、右翼全体が崩ほう壊かいしかねない。

　しかし、味方の側面を攻撃しようとする敵別働隊に追いついてその背後を襲おそえば。

　今度は敵別働隊が前後を挟はさみ撃うちにされる恰かつ好こうになる。

　もちろん正面の叩き合いに回せる兵力は少し減るが、前後から挟きよう撃げきすれば、敵別働隊はあっという間まに敗走するだろう。

　そうなればグノーシスの六千が正面での戦いに参戦できるから、そこでの戦せん闘とうが一気に有利になる。

　問題は敵別働隊が味方を攻撃する前に追いつけるかどうかだが、グノーシスはすぐに追いかければ追いつけると判断した。

（そのためには急がないと）

　グノーシスは幕僚に作戦目標の変更を告げ、麾き下かの六千に方向転てん換かんを急がせた。
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　後方に放っておいた物見騎兵がリリィのいる本ほん陣じんに駆け込んでいた。

「敵別働隊、足を速めて我が軍を追いかけてきます！」

　その報告を受け、リリィがにたりと不敵な笑えみを浮かべる。

「食いついてきたのう」

　リリィは直ちに幕僚を集め、新たな作戦を命じた。

「全軍、回れ右じゃ。最さい後こう尾びのヨーコ連隊を先頭に、シュメイル連隊、儂わしの連隊の順で敵別働隊に突とつ撃げき。騎兵は先さき駆がけして敵の側面を襲え。歩兵は全力で駆けよ。敵は追撃最優先で駆けておるはずじゃから、弓矢を構えてはおらん。一気に距きよ離りを詰つめて、最大の一撃を食らわすのじゃ」

「は！」

「エネマインには道を開けろと伝令を送れ。参戦せずともよいから敵の後方へ回り込み、我らが敵を崩したら後ろから急きゆう襲しゆうせよとも伝えよ」

「承知いたしました！」

「よし、行け！」

　何騎もの伝令騎兵がリリィの本陣から駆け出していった。

（ここで敵の別働隊をぶっ叩いておけば、あとは適当に流してもグラッスルの奴やつに文句を言われはせんじゃろう。それに、ここで敵別働隊を敗走させれば、敵の右翼も崩れるやもしれん。そうなれば中央の主力同士の戦いにも好こう影えい響きようを与あたえるじゃろう。サイファカール殿でん下かの面めん目ぼくを潰つぶすことはなくなるの）

　もはやリリィは確信していた。

　サイファカールが帝てい国こくの新たな主あるじとなることを。

（いつか……はわからんが、あのお方が二世皇こう帝ていとなるのは間ま違ちがいない。楽しみよのう、その日までが。そして、まだ時間はたっぷりとある。その日まで、せいぜい暴れてやろうではないか）
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　反転したアル＝アラ軍団勢はヨーコの第一連隊を先頭にして、後方から追撃してくるミラニエゥス軍右翼別働隊に突つっ込んでいった。

　アル＝アラ軍団を追つい跡せきし、味方と接せつ触しよくする前に後方から急襲する。

　そのことだけを念頭に走っていたミラニエゥス軍右翼別働隊は、追いかけていた敵別働隊がいきなり反転し、自分たち目がけて走り始めたのに気づいて混乱を来きたした。

　このまま走り続ければ、あっという間に敵と接触する。

　双そう方ほうが走ったまま衝しよう突とつすれば、両軍入り乱れての激げき闘とうになるだろう。

　それでいいのか。

　別働隊指揮官グノーシスの判断を仰あおごうとした先せん鋒ぽうの隊長は、自分の部隊を停止させてしまった。

　すぐ後方を走る第二陣は敵の機動に気づいたが、さらに後方を走る部隊は、敵の新たな動きをまだ知らない。

　止まる部隊と走り続ける部隊が出て、別働隊の陣形は大いに乱れてしまう。

　グノーシス本陣へ送った伝令が戻って来ないうちに、討伐軍別働隊先鋒、つまりヨーコが率いる部隊が急接近してきてしまった。

　もはやグノーシスの返事を待っている場合ではない。

　そう判断した先鋒の隊長は急いで配下に迎撃準備を始めさせたが、対応が遅おそすぎた。

　準備が調ととのわないうちに、ヨーコ率いる討伐軍左さ翼よく別働隊第一連隊が怒ど濤とうの勢いで突とつ入にゆうしてきた。

「蹴け散ちらせぇ！」

　この辺りではあまり見かけない形状の剣けんを振ふりかざした馬上の女が──身に纏まとう軽装鎧よろいはよく見る物だった──敵騎き兵へいとすれ違いざまに手にしたその剣を左右に鋭するどく振ると、先頭に位置していた騎兵の首が二つ、ほぼ同時に宙に舞まった。

　激しく吹ふき出す大量の血をかいくぐり、ヨーコは隊列に躍おどり込む。

　ヨーコの剣が宙を走り、日差しを受けて煌きらめく度たびに、ミラニエゥス軍の兵士は血を噴ふき上げ、地に倒たおれ伏ふす。

　ヨーコに遅おくれじと、後続の騎兵が突っ込んできた。

　不思議な形状の剣を揮ふるう女だけでも持てあましているというのに、さらに数十騎の騎兵の突入を許し、グノーシスの別働隊先鋒前列に位置する騎兵部隊は見る間に切り崩されていった。

　鬼き神しんのように暴れるヨーコと騎兵のあいだをヨーコ連隊の歩兵が駆かけ抜ぬけていく。

　槍やりを構えた歩兵団は騎兵部隊の後ろにいた歩兵部隊に突とつ進しんしていった。

　グノーシスの別働隊歩兵も槍を構えて応戦したが、駆け寄るヨーコ連隊の歩兵には突進の勢いがあった。

　最初の衝突だけで、グノーシスの別働隊歩兵部隊は敵の圧力に抗こうしきれずに早くも後退を始めてしまった。

　そこへ、最前列の騎兵をあらかた片づけたヨーコ連隊の騎兵が躍り込んできた。

　それまでなんとか保もち堪こたえていた歩兵も、次々に討うたれていく。

　前列の部隊は、今や壊かい滅めつ状態に近かった。

　グノーシスの別働隊からすると、縦隊で追撃を行っていたところを急襲されたのが痛つう恨こんだった。

　ヨーコと彼女が直じき率そつする騎兵団の戦闘力は群を抜いていた。

　斬きり結ぶ兵の数が少なければ少ないほど、彼らの戦闘力は威い力りよくを発揮する。

　ヨーコを除く二十名の騎兵の戦闘力を通常の二倍はあると仮定すると、二十対二十なら、戦力比は四十対二十、つまり二対一という計算になる。

　それにヨーコの戦闘力が加わるのだ。

　ヨーコ一人で十名の騎兵に匹ひつ敵てきすると考えれば──それでも控ひかえめな計算かもしれない──戦力比は五十対二十、つまり二・五対一。

　圧あつ倒とう的てきな差になる。

　敵味方が五十対五十なら、ヨーコ抜きで七十対五十、ヨーコを含ふくめば八十対五十となり、戦力比は一・六対一。

　百対百なら、実質百二十対百で、戦力比は一・二対一。

　ヨーコを計算に入れても百三十対百だから、戦力比は一・三対一まで接近する。

　数が増えれば増えるほどヨーコ以下の突とつ出しゆつした二十名の比率は下がるのに、縦陣対縦陣の衝突では、二十対二十に近い局面ができてしまうのだ。

　敵に陣じん替がえを許さないほどの速さで敵に迫せまり、戦闘空間を限定し、少数対少数の局面を作り出してしまうというリリィの戦術が功を奏した恰好だった。

　ヨーコ以下の精せい鋭えい部隊は、鋭く突き出された槍の如ごとく、グノーシスの別働隊を切り裂さいていく。

　とはいえ、敵は縦陣だから奥が深い。

　後方の部隊は左右に展開して、ヨーコが率いる騎馬部隊を包み込むような迎げい撃げきを行ってきた。

　このまま突進を続ければ、敵に包囲されて各個撃げき破はされてしまう。

「止まれ、止まれ、止まれぇぇ！」

　血に塗まみれた剣を振りながら、ヨーコが号令を下す。

　周りの騎兵団が急停止した。

「包み込まれる前に下がる！」

　馬首を巡めぐらせたヨーコは、あっさりと引き返す。

　いくらヨーコでも、体力は有限だ。

　たとえ並の人間の倍、三倍の持久力があったとしても、いつかは限界が来る。

　そうなってからでは包囲を突とつ破ぱするのが難しい。

　包み込まれて討ち取られるだけだ。

　そうならないように上う手まく戦うからこそ、ヨーコは無敵の強さを誇ほこっているのだ。

　多数の歩兵には多数の歩兵を当てるに限る。

　ヨーコ以下の騎兵が下がっていくのと入れ替わるように、追いついてきたアル＝アラ軍団第一連隊の歩兵部隊が最前列に出た。

　その右側方を、シュメイル率いる第二連隊の騎兵が駆け抜けていく。

　手た綱づなを離はなし馬上で弓を構えたシュメイルは、足の動きだけで巧たくみに馬を操あやつっている。

　騎き乗じように特化した騎馬民族さながらの離れ業わざだ。

「撃てぇ！」

　大声で号令を発したシュメイルは、自ら騎射を開始した。

　十数本の矢が放物線を描えがいて敵陣へ飛んでいき。

　横に広がりつつあった敵別働隊の歩兵十名ほどが、ばたばたと倒れた。

　馬を走らせたまま、シュメイルは続けざまに矢を速射する。

　彼が矢を射た数だけ兵が倒れていった。

　騎乗の腕うでだけでなく弓の腕もずば抜けているシュメイルである。

　彼ほど速くはないが、彼が率いている騎兵も見事な騎射を繰くり返す。

　左右に広がりつつあった敵別働隊の左翼に大きな穴が開いていた。

「突っ切れ！」

　騎射しつつ、シュメイルと彼に率いられた騎兵が、開いた穴に突っ込んで後方へと駆け抜けていく。

「続け、続け！　シュメイル様に続け！」

　開いた穴を敵別働隊の兵が塞ふさぐ前に、槍を構えた数十騎の騎兵が突撃してきた。

　空くう隙げきに躍り込んだ槍騎兵が手にした槍を揮って穴を大きく広げていく。

　広がった穴に、第二連隊の歩兵部隊が突入した。

　中央では第一連隊の歩兵と敵の歩兵が叩たたき合いを繰り広げているが、左翼に開いた穴はどんどん広がっていき、左翼の陣形は大きく崩くずれようとしていた。

　そしてとうとうリリィの第三連隊が戦場に到とう着ちやくした。

「ようやった、ヨーコ、シュメイル！　あとは儂の部隊が此こ奴やつらを揉もみ潰す！」

　第一連隊を包み込むような機動を開始した敵別働隊中衛にリリィ以下が襲おそいかかった。

　馬上でリリィは、自分の背せ丈たけよりも遥はるかに長い槍を無造作に片手で薙ないだ。

　柄えが長いだけでなく、穂ほ先さきも異様に長いその槍が水平に宙を走ると、ほぼ同時に三つの首が飛んだ。

　リリィが左から右へと薙いだ槍を、右から左へと薙いで返す。

　前方百八十度の範はん囲いを槍が走り。

　今度は三人の体が胸のところで両断され、上半身が宙に舞った。

　子供のように小こ柄がらなリリィが恐おそるべき長さの槍を馬上で揮ふるって味方の兵の首や胴どうを飛ばす様を見た兵たちは、討とう伐ばつ軍は化け物を飼っているのかと震ふるえ上がった。

「命が惜おしくば逃にげよ！」

　そう叫さけんでさらに一薙ぎ。

　またも三人の兵の首が飛び。

「逃げんと死ぬぞ！」

　今度は二人の上半身が飛んだ。

　左手で手綱を操り、右手一本で長なが柄えの槍を振り回すリリィに向かって槍を突き出すような勇気のある兵はおらず。

　弓で狙ねらおうとする機転の利きく兵もおらず。

　兵たちはただ、暴れ回るリリィから距きよ離りを取ろうと右往左往するばかりだった。

　リリィ一人の攻こう撃げきで大混乱に陥おちいった敵中衛に、第三連隊の主力が突入した。

「よし。ここは歩兵に任せる！　騎兵は儂わしに続け！」

　リリィ以下、三十騎ばかりの騎兵が後衛めがけて駆け出した。

[image: ]

「に、逃げろ──っ！」

「化け物だ！　化け物が来るぞ──っ！」

　周囲にいた歩兵の多くが、とにかくこの場所から離れようと走り出した。

「人のことを化け物呼ばわりとは、なんと失敬な奴やつらじゃ！」

　逃げ惑まどう敵の歩兵を睨にらんだリリィが、

「殺すぞ！」

　と叫んで槍を振ふりかざすと。

「ひぃぃぃ、化け物が怒おこったぁぁぁ！」

「もう駄だ目めだ！　鏖みなごろしにされるぅぅ！」

　逃げようとした兵たちは腰こしを抜かし、地面にへたり込んだり、四よつん這ばいになって必死に手足を動かしたりと醜しゆう態たいを見せた。

「いやまぁ、なんというか、敵から見たら化け物に見えるよな？」

「無理もない。部下の俺たちでさえ化け物に見えるんだから」

　周囲にいたアル＝アラ軍団の騎き兵へいがそんな囁ささやきを交かわすと。

　リリィが、ぐりんっ、と顔を巡らせてきた。

「そこの。なんぞ言いたいことがあるのか？　あるなら聞くぞ？」

「ありません！」

「何もありません！」

　馬上の騎兵は背筋を真まっ直すぐ伸のばし、激しく首を左右に振った。

　少しのあいだ部下を睨ねめつけていたリリィだが、やがて、ふん、と鼻を鳴らして顔を戻もどした。

　睨まれていた部下は安あん堵どの息を盛せい大だいに吐はいた。

「こうなれば敢あえて討うち取る必要もない。敵兵のあいだを駆かけ回るだけで、奴らは勝手に逃げていくじゃろうよ」

　そう言ってリリィは、左手で手綱を扱しごき、馬の横っ腹を踵かかとで軽く蹴けった。

　リリィ以下の騎兵が縦じゆう横おう無む尽じんに敵兵のあいだを駆け巡ると、グノーシスの別働隊歩兵は槍やりを放ほうり投げ、蜘く蛛もの子を散らすように逃とう走そうしていった。
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　グノーシス率いるミラニエゥス軍右う翼よく別働隊をさんざんに討ち破ったアル＝アラ軍団は、逃げる敵兵の追撃をエネマイン隊に任せ、またもや反転、味方の左さ翼よくと敵の右翼がぶつかっている戦場を目指し走った。

　戦場の方角からは、兵の喊かん声せいや怒ど声せい、悲鳴、剣けん戟げきの音、鉦かねや太たい鼓こや喇らつ叭ぱの音などが風に乗って聞こえてきた。

　ということは、まだ敵と味方は叩き合いをしているということだ。

「だいぶ近づいたな。よし」

　リリィは副官や幕ばく僚りようを呼んで、自軍の鼓こ手しゆや喇叭手に盛大に音を鳴らすよう命じた。

　その上で、騎兵や歩兵にも多数の旗や幟のぼりを立てさせる。

　騎兵は槍を馬の横っ腹に括くくりつけ、代わりに東辺境州の旌せい旗きを掲かかげた。

　弓や盾たてを持っていた歩兵は、それらをしまって、代わりに旗や幟を立てて進軍する。

　リリィが配下に武器をしまわせ旗や幟を持たせたのは、これ以上の戦せん闘とうをさせたくないという理由からだった。

　朝から迂う回かい機動の連続で走り回っている。

　おまけに敵の別働隊と戦ったばかり。

　歩兵も騎兵も彼らが乗る馬も、かなり消しよう耗もうしている。

　敵別働隊との戦闘では味方の犠ぎ牲せいは軽けい微びだった。

　しかし、今からもう一戦を強しいれば兵の損そん耗もうが一気に増えかねないという読みだ。

　かといって、あからさまに戦場を離り脱だつしてしまえば、あとからグラッスル将軍に文句を言われるだろう。

　だからリリィは、味方の手助けをしつつ、自分たちは戦闘をしなくても済む策を考えたのである。

（儂らが本当に命いのち懸がけで戦うときは、まだまだ先の話よ）

　部下の消耗を抑おさえつつ敵の戦闘力を削そぐ。

　そのためにリリィが採った策が、武器の代わりに旗や幟を掲げ、鉦や太鼓、喇叭を盛大に鳴らして行軍することだった。

　敵の右翼と味方の左翼が未いまだに激しい叩き合いを繰り広げている場所の近くまで戻ってきたリリィは、緩ゆるやかな斜しや面めんを下りきって戦場へ向かうのではなく、斜ななめ左方向、斜面の上方へと軍団を転進させた。

　戦場となっているのは低地だ。

　そこで叩き合いをしている敵味方の兵からは、アル＝アラ軍団の動き──緩やかな斜面の上方から斜め下方へと進んできて、途と中ちゆうで左に転進して斜面を登っていく──が丸見えになる。

　討伐軍左翼の兵からは、敵の背後に回り込もうとするアル＝アラ軍団の機動が、首を動かすまでもなく正面やや左手に見える。

　一方、斜め後方から聞こえてくる鉦や太鼓や喇叭の音や喊声に気づいたミラニエゥス軍右翼の兵士は、堪たまらず首を巡めぐらせる。

　そんな彼らの目に飛び込んできたのは。

　旗や幟を掲げて行軍する三千を越こえる部隊の姿だった。

　あれが友軍なら心強い援えん軍ぐんが来たと喜ぶところだが、新手が掲げる旌旗はロンディウム州旗でもロムニア帝てい国こく旗でもなかった。

　その紋もん章しようを知っている誰だれかが叫んだ。

「あれは……東辺境州旗だ！」

　となれば、三千以上のあの部隊は敵だ。

「敵の別働隊が戻ってきた!?」

「我が軍の背後に回り込もうとしている!?」

「味方の別働隊はどうしたんだ!?」

「まさか敗走した!?」

　アル＝アラ軍団の機動を知ったミラニエゥス軍右翼を受け持つ部隊の幹部たちに動どう揺ようが走った。

　たとえ三千といえど、正面の敵と必死に叩たたき合っている最中に後ろから襲おそわれたら……そう思うと彼らの心に恐きよう怖ふ心しんが芽生えた。

　挟きよう撃げきを許したら右翼全軍が崩くずれかねない。

　隊長たちの動揺は、すぐに指揮下の兵にも伝わった。

　アル＝アラ軍団の動きに気を取られ、兵たちは気もそぞろになった。

　一方、ミラニエゥス軍と叩き合っている討伐軍の兵士にとっては、実に頼たのもしい光景だった。

　もう一ひと踏ふん張ばりすれば、アル＝アラ軍団が敵の背後を急きゆう襲しゆうしてくれる。

　そう思うだけで、尽つきかけていた力が体に戻ってくる気がする。

　討伐軍の隊長たちは、勝利の匂においを嗅かぎ取った。

「今が好機ぞ！　押せ押せ押せ！」

「敵の注意は後方に逸それている！　押して押して押しまくれ！」

「最後の力を振り絞しぼれ！　勝利はすぐそこに見えているぞ！」

　体力が尽きかけていた兵の体に力が湧わいてきた。

　気力が尽きかけていた兵の心に闘とう志しの火が再点火した。

「うおおおお──っ！」

　実際、それまで討とう伐ばつ軍はやや押され気味だったのだ。

　半数以上が低地から押し出されるように後方の斜面まで下がっていた討伐軍左翼だが、アル＝アラ軍団の出現に気を取られたミラニエゥス軍の圧力が減じたことに乗じて、敵を押し戻すことに成功した。

　今や戦場は低地まで逆戻りしている。

　一部では反対側の斜面まで討伐軍が押し込むほどだった。

　そのとき。

　後方に回り込みつつあるアル＝アラ軍団から数十騎の騎兵が離はなれ、ミラニエゥス軍右翼の右みぎ端はしに位置する部隊のほうへと近づいてきた。

　先頭を行くのはリリィだ。

　ふつうは軍団長自ら隊列の先頭を行くことなどしないものだが、彼女はそんな常識外れのことを平気でする。

　馬に跨またがったまま、リリィは大きな長なが弓ゆみを引き絞った。

　大の大人でも手と足を使ってなんとか引き絞るという長弓を、彼女は不安定な鐙あぶみに足を載のせたまま軽々と引き絞るから恐おそれ入る。

　そうして引き絞った長弓の弦つるを無む造ぞう作さに手放した。

　ろくに狙ねらいもつけていないように見えたが、放たれた矢は凄すさまじい速さで水平に飛んでいき、密集隊形で戦っている歩兵の集団の中の二人をまとめて貫つらぬき、弾はじき飛ばした。

　飛ばされた二人がぶつかった衝しよう撃げきで、隣となりにいた歩兵数人も横よこ倒だおしになる。

　倒れた歩兵は皆みな、重装歩兵だった。

　元々、長弓は通常の弓よりも威い力りよくがある武器だが、それにしても桁けた外はずれの威力だった。

　リリィは馬を並足で歩ませながら、矢や筒づつから次の矢を取り出し。

　大きな長弓を引き絞り。

　無造作に矢を放つ。

　矢は空気を切り裂さいて一直線に飛んでいき、密集している歩兵から少し離れたところにいた騎兵を射い貫ぬいた。

　騎兵も歩兵同様、射貫かれた衝撃で馬上から弾け飛び、どうと地面に叩きつけられる。

　リリィは射しや撃げきの成果を確かめることさえせず、淡たん々たんと騎射を繰くり返す。

　手前に位置する歩兵や騎兵が、ばたばたと倒れた。

　倒れたというより、弾け飛んで味方にぶつかり、ぶつかった味方と共に地面に転がったというほうがより正確か。

　吹ふっ飛んできた味方とぶつかって倒れた兵は手傷を負ったわけではないから、すぐに立ち上がる。

　しかし。

　立ち上がった兵は、鎧よろいを貫かれて絶命している味方を見て怖気おぞけを震ふるうことになる。

　仲間を貫いている矢は並の物よりも長いから、長弓から放たれた物だろうということは想像できる。

　だが、いくら長弓だとしても、重装歩兵の鎧を遠方から水平射撃でぶち抜ぬくなどという離れ業わざは、彼らの常識を越えていた。

　彼らが啞あ然ぜん、呆ぼう然ぜんとしているあいだも、次々に矢が飛んできて。

　次々に兵が弾き飛ばされた。

　敵兵を充じゆう分ぶんに驚おどろかせたと見て取ったリリィは、そこで初めて、

「エルミネ、待たせたな。ぬしらも撃うて」

　と命令を下した。

「リリィエンテル様の命が下った。長弓隊、前へ！」

　エルミネの号令で、長弓を構えた騎き兵へいが十騎ほど進み出てきた。

「構え！」

　エルミネの声に、騎兵は長弓の弦を引き絞る。

　いずれも膂りよ力りよくに優すぐれた者ばかりだが、馬上で長弓の弦を引き絞るのは、なかなかに骨の折れる仕事だった。

「敵は密集しておる。とくに狙いをつけんでも当たるぞ」

　そう言って、リリィはまたも無造作に矢を放った。

「リリィエンテル様に後れを取るな！　撃てぇ！」

　エルミネは大声で命令を下しつつ、自分も長弓を撃った。

　ひゅん、ひゅん、という空気を切り裂く音が響ひびき。

　十本あまりの矢が低い山やま形なりの軌き道どうを描えがいて宙を飛び。

　敵部隊の手前側にいた歩兵や騎兵がばたばたと倒れた。

　力ちから自じ慢まんの男たちの矢の軌道であっても多少は山形になることを思えば、ほぼ水平に飛ぶリリィの矢の速さと威力は人間離れしていると言えた。

　威力のある長弓から放たれる矢の数が一挙に増えたため、手前に位置する兵たちが恐きよう慌こうを来きたした。

　このままここにいたら、自分たちもあの恐ろしい長弓の餌え食じきになってしまう！

　そう思った彼らは、長弓の射程から逃のがれようと勝手に移動を始めてしまう。

「持ち場を離れるな！」

「勝手に離れる者は斬きるぞ！」

　隊長たちが声を嗄からして兵を押し留とどめようとするが、長弓の威力を間近で見た手前側の部隊の兵は移動を止やめようとしない。

　奥のほうの部隊は長弓で攻こう撃げきされているのに気づいていないから、相変わらず討伐軍と叩き合いをしている。

　そんな部隊に、手前の兵が退ひいたせいで長弓の矢が届くようになった。

　そうしてばたばたと味方の兵が倒れ。

　多くの兵が、敵と殴なぐり合っている場合ではないことを自覚する。

　多くの兵の腰こしが引け、中には勝手に逃にげ出す者も現れた。

　リリィたちを攻撃する部隊を送れば、それで長弓攻撃は止むはずだったが、死しに物もの狂ぐるいで討伐軍と叩き合いをしているミラニエゥス軍右う翼よくには、その攻撃部隊を送るだけの余よ裕ゆうがなかった。

　しかもリリィたちは、通常の弓の射程より遠い場所から撃ってきている。

　威力のある長弓攻撃をかいくぐってリリィたちに肉にく薄はくするには、かなりの兵数を送らなくては無理だ。

　それだけの部隊を戦場から送れば、正面の討伐軍の圧力に抗こうしきれなくなる。

　隊長たちは迷った。

　迷っているあいだも長弓攻撃は続き。

　混乱は次し第だいに周囲に波は及きゆうしていく。

　これ以上長弓攻撃を受け続けたら、一方的に兵数を削けずられるだけだ。

　そう考えた部隊長は、ようやく迎げい撃げき部隊を送ることを決断した。

　しかし、その決断は遅おそきに失した感が拭ぬぐえない。

　長弓攻撃を阻そ止ししようと、部隊長は自ら一個大隊を率いて斜しや面めんを駆かけ上がっていった。

　一個大隊というのも、じつに中ちゆう途と半はん端ぱな戦力だった。
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　大おお盾たてを構えた五百ほどの部隊がこちらに向かって駆けてくるのを見たリリィは、すぐさま長弓をしまい、後方へ下がった。

　同時に中央の兵を下げ、部隊を横広がりに展開させる。

　全体としては鶴かく翼よくの陣じん形けいに近い隊形だ。

　迫せまり来る敵の五百は、下がった中央の部隊を目がけて追撃してきた。

　そのとき。

　左右に広がった部隊が一いつ斉せいに弓矢攻撃を開始した。

　敵の一個大隊は大盾を構えていて、弓矢攻撃に対する防ぼう御ぎよ力は高く見える。

　だが、それは正面から矢を射られた場合の話。

　このように左右から弓矢で撃たれると、いくら大盾を構えていてもあまり意味がない。

　大盾を右に向ければ、左と正面からの矢に撃たれる。

　かといって正面を向けたままでは左右から飛んでくる矢が防げない。

　それ以上進めなくなった部隊長は、

（ともかくこれで敵の弓攻撃は止んだわけだから、退ひいてもいいか）

　と考えた。

「敵の長弓隊が下がったから、味方は長弓の射程外に出た。目的は達した！　方ほう陣じん隊形を取って後退！」

　隊長の命令で攻撃部隊は素す早ばやく隊形を組み替かえ、後退を開始した。

　それを見たリリィは、すかさず凹へこんだ中央部隊を進ませる。

　エルミネ以下を引き連れたリリィは、再び最前列に進み出た。

「一斉射撃を始めよ！」

　リリィの号令が辺りに轟とどろき。

　エルミネたちは長弓を放ち。

　他ほかの騎兵や歩兵は通常の弓矢を撃ち始めた。

　長弓は威力が絶大だが、弦を引き絞しぼるのに力が要いるため、どうしても射撃の間かん隔かくが長くなる。

　長弓の間かん隙げきを埋うめる形で、数十本、いや百数十本の矢が宙を飛んで、下がっていく部隊の頭上に降り注いだ。

　後退する大隊は三方向からの弓矢攻撃に備える形で方陣隊形を取っている。

　外周に位置する兵は体の前に大盾を構え、中央に位置する兵は頭上に大盾を掲かかげていた。

　たしかにこれなら弓矢による犠ぎ牲せい者しやは増えないだろう。

　だが密集隊形を取っている上、後あと戻もどりする形で退いていくから移動速度は上がらない。

　もし走って誰だれか一人が倒れでもしたら、将しよう棋ぎ倒だおしになってしまうのだ。

　戦場にいる味方への長弓攻撃は阻止できたが、戦場を離れた一個大隊は戦場から切り離されたままだった。

　右翼の右みぎ端はしは混乱したままで。

　しかもそこから一個大隊が抜けている。

　ミラニエゥス軍右翼は次第に右端から討とう伐ばつ軍に押され始め、やがて全体がずるずると後退を始めてしまう。

　ここにおいて、ついに戦せん況きようは逆転した。

　リリィはアル＝アラ軍団を戦場に投入することなく、巧たくみな駆け引きだけで勝敗を左右するような大きな支し援えんを行った。

　極論すれば、彼女は自軍団に損害を出さないまま、味方左翼と敵右翼よくの戦せん闘とうを左右するという名人芸を披ひ露ろうしたのである。
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　それでも全体として見れば、この日の戦闘はミラニエゥス軍の勝利に終わった。

　左翼では討伐軍が相手右翼を押し切ったが、敵を壊かい滅めつさせるにはほど遠かった。

　敵の犠ぎ牲せいと同じくらい、討伐軍も犠牲者を出していたのだ。

　逆に右翼（敵左翼）では、早々に討伐軍がミラニエゥス軍に敗れていた。

　こちらではミラニエゥス軍が討伐軍を大きく押し込み、追い散らした。

　その結果は、中央での主力同士の戦いに影えい響きようを与あたえることとなった。

　味方の右翼がいなくなったおかげで、中央軍も下がらざるを得なくなったのだ。

　味方の右翼を敗走させた敵の左翼が背後へ回り込むかもしれないと、グラッスル将軍はそのことを恐おそれた。

　やむを得ず、将軍は後退を命じた。

　だが、このとき、もう少し頑がん張ばれていたら。

　そうすれば、左翼での味方の勝利が伝わっていたかもしれない。

　自軍右翼が崩くずれたとなれば、敵の中央軍も自分たちの背後を心配しなくてはならず、追撃戦には移れなかっただろう。

　しかし、グラッスルは我が慢まんしきれずに兵を退ひいてしまった。

　結果。

　討伐軍右翼とミラニエゥス軍左翼の戦闘は、ミラニエゥス軍左翼の勝ち。

　中央軍同士の戦闘ではミラニエゥス軍が棚たなぼたの勝利を拾い。

　討伐軍左翼とミラニエゥス軍右翼の戦闘は討伐軍が僅きん差さの判定勝ち。

　一日目の戦闘の前半は、そんな状じよう況きようになっていた。

　このあと、グラッスルに勘かん違ちがいから来る手痛い采さい配はいミスが出てしまう。

　右翼が敗れ、自分たちも後退したのだから、当然、左翼も下がってくるとグラッスルは思っていた。

　ところが実際は、左翼の部隊は敵を押し込んでいた。

　中央軍と共に下がることはない。

　左翼が下がってこないことを知ったグラッスルは、左翼までも敗れたのだと勘違いしてしまったのだ。

　多数の伝令騎兵が走り回ってはいたが、戦場は混乱しているし、味方部隊も刻々と位置を変えている。

　連れん絡らくが遅おくれてしまうのは、この時代の戦争ではよくあることだった。

　ともあれ、中央軍主力が包囲されることを恐れたグラッスルは、全面的な退たい却きやくを命じてしまった。

　結果的に、それが相手の追撃に勢いを与えることになった。

　陣を保持したまま整然と部隊ごとに退却するのではなく、兵が勝手に走り出すという、どちらかというと敗走に近い状態に陥おちいったのだ。

　元より右翼は敗走している。

　中央軍まで算を乱して走り出せば、敵の追撃を阻はばむことはできない。

　一日目の後半は、ミラニエゥス軍が一方的に押しまくるという展開になってしまった。
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　討伐軍左翼は判定勝ちを収めた故ゆえに、逆に戦場に取り残されるという事態に陥った。

　左翼の指揮官であるレルツァ将軍は、味方の右翼が敗走、中央軍までが後退していったことを知り、大いに狼う狽ろたえた。

　このままだと、敵に包囲され殲せん滅めつされるかもしれない。

　それを恐れたレルツァは、すぐに左翼軍も退却させようとした。

　ところがリリィは。

「儂わしらは今しばらく留まります故、お先にどうぞ」

　と言って、軍団を動かそうとしなかった。

「なに、敵が追撃してきたら食い止めますので、ご安心を」

　剛ごう胆たんなリリィの物言いに、レルツァは、

（リリィエンテルが殿しんがりを引き受けてくれるということか。ありがたい）

　と早とちりして、すぐさま自軍を退却させる準備に取りかかった。

　けれどリリィには殿を務める気など、さらさらなかった。

　そこまで討伐軍に義理立てする必要などないし、危険を冒おかす必要もない。

　彼女が考えていたのは、

（このまま敗走するに任せてしまっては、討伐軍はちりぢりばらばらになって落ち延びていくだけとなる。それでは追撃されて多大の犠牲を出すやもしれん。仮にこの場から逃にげ果おおせても、途と中ちゆうの州で捕ほ縛ばくされるやもしれん。そうなると帝てい都との兵力が半減するじゃろう。ミラニエゥス軍の行く手を阻む者がおらなくなる）

　ということだった。

　サイファカールのように遠大な構想力は持ち合わせていなくても、現状を分ぶん析せきし、戦局を的確に読むくらいの目は持ち合わせているのだ、リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカという武将は。

　レルツァ以下、幕ばく僚りようたちが、兵を率いて大おお慌あわてという体ていで退却を開始するのを横目に、リリィはヨーコとシュメイルを呼び寄せ、地図を広げた。

「儂らはこの辺りに移動して陣を敷しくことにする」

　リリィが地図上の一点を指し示しながらそう言うと、すかさずヨーコが訊きいてきた。

「そこで何をするのです？」

　リリィは、にやりと笑ってヨーコの問いに答える。

「逃げてくる討伐軍の兵士を拾うのよ」

「！」

　ヨーコとシュメイルが顔を見合わせた。

「なるほど、そういうことですか」

「そういうことよ。このまま放ほうっておけば、討伐軍は軍としての機能を失って霧む散さんする。それでは困るのじゃ。ミラニエゥス殿でん下かの軍が大勝してしまってはサイファカール殿下が困る」

「どれほど拾いますか？　というか、拾えると思いますか？」

　とヨーコが重ねて訊いた。

「そうよな。五千や六千は拾いたいところじゃな。我らの軍と合わせて一万いれば、敵を牽けん制せいするに足る兵力となる」

「ですね。一部だけでもこちらに向けてくれれば、逃げていく討伐軍の兵も、助かる者が増えるでしょうね」

「しかし軍団長」

「なんじゃ、シュメイル？」

「敵が主力をこちらに向けてきませんか？」

「その場合は、尻しりに帆ほ掛かけて逃げるだけよ。主力が儂らを追いかけてくれば、討伐軍兵士が逃げ切れる確率はさらに上がるわけじゃからな。それはそれで損はない」

「わたしたちが逃げ切れれば、ですが」

「逃げるさ。アル＝アラ軍団兵の足の速さは、ぬしもよく知っておろう。我らの兵も疲ひ労ろうしておるが、ミラニエゥス軍の兵も朝からずっと戦っていて疲労しておる。問題ない」

「ですか。ですね。承知しました」

「全軍に行軍隊形を取らせよ。現地に着いたら陣じんを敷く。逃げてくる討伐軍兵の目につくように、旗や幟のぼりを押し立てさせよ」

　ヨーコとシュメイルがリリィに敬礼を送った。

「承知です」

「承知しました」
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　友軍主力が敗北を喫きつしたのだ、ふつうなら急いで脱だつ出しゆつを図はかるところだが、リリィは敢あえて戦場近くに留とどまり、アル＝アラ軍団に陣を敷かせて敗残兵の収容を図った。

　このリリィの剛胆な決断が後に大きな意味を持つことになるのだが、このときのリリィには自分が帝てい国こくの後こう継けい者しや争いを左右するほどの重要な決断をしたという意識はなかった。

　討伐軍が壊滅してしまっては、均きん衡こうの取れていた戦力比が崩れてしまう。

　討伐軍が「大敗」したとなれば、諸州の長官は挙こぞってミラニエゥスの下もとへ馳はせ参じるだろう。

　そうなれば、ミラニエゥス軍の帝都進しん撃げきを阻める者がいなくなる。

　だからリリィとしては、討伐軍が「大敗」することだけは避さけたかった。

　同時に、自分たちが使える兵数を増やしておけば、このあと自分の、ひいてはサイファカールの役に立つだろう。

　それがリリィの読みだった。




　十人、二十人単位で落ち延びてきた兵たちは、アル＝アラ軍団が掲かかげる帝国旗を見つけると、蜜みつに群がる虫のように集まってきた。

　中には中隊を丸ごと保持したまま合流してきた者もいた。

　リリィの下に逃げ込んできた兵は、あっという間に五千を超こえた。

　リリィの予想（期待）どおり、アル＝アラ軍団と併あわせれば一万近い兵数になった。

　敵が千、二千の追撃部隊を寄よ越こしても追い返すことは可能になったわけだ。

（というより、これなら軽けい々けいに追い討うちをかけてはこられんじゃろ。よし、もう少し集めてみるか。上う手まくすれば、あと四、五千くらい拾えるやもしれん）

　そう判断したリリィは、吸収した兵と麾き下かのアル＝アラ軍団、合わせて一万ほどを引き連れて移動を開始した。

　同時に、中隊規模の物見部隊を何隊も放った。

　それらの部隊は、ミラニエゥス軍の動向を見張ると同時に、ばらばらに逃げている討とう伐ばつ軍兵士を見つけ、拾い上げるという役目を負っていた。

　数人、あるいは十数人で逃げていた討伐軍の兵士は、近くに味方の大部隊がいることを知ると、一目散に駆かけ込んでくる。

　兵数は雪だるま式に膨ふくれ上がり、このときリリィは、ざっと一万五千もの兵を拾うことができた。

　リリィは拾った兵たちに、

「生きて帰りたかったら、まずは儂らと共に行動せよ」

　と言い聞かせ、総勢二万近い兵を率いて悠ゆう々ゆうと戦場を離り脱だつしていった。

　この後もリリィはところどころで止まって陣を敷き、離脱してくる兵士を拾い続けた。

　そうして最終的には二万を超える兵を拾い、吸収した。

　とはいえ、それはあくまで結果的に、である。

　サイファカールが最初からそれを狙ねらっていたわけではない。

　しかし、リリィを援えん軍ぐんに送ったおかげで、サイファカールは新たに二万以上の兵を得ることができたのだった。

　彼の先見の明が光った局面だった。
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　リエンツェ州とカルバリア州、ブレッシャーノ州の三州の境界付近に広がるアンフィル平原で討伐軍とミラニエゥス軍が激げき突とつする少し前。

　サイファカール軍は、アンブロウ州を出てロンディウム州へと進軍していた。

　リエンツェ州を通らずに進むために山やま越ごえの峠とうげ道を抜ぬけることになったが、幸い峠道も整備が行き届いていて──さすがにロムニア帝国だけのことはある──それほど苦労せずにリエンツェ州の北に位置するカルバリア州へ入ることができた。

　カルバリア州の州都には先さき駆がけを送り、州長官宛あてに、

「反逆者であるミラニエゥス第二皇子を討つため、州内を通過させてもらう。これは皇太子と宰さい相しようの意向を受けての行動である」

　ということを伝えておいた。

　なかなか狡ずる賢がしこいやり方である。

　いや、狡賢いと言ってしまうのは語ご弊へいがあるだろうか。

　では言い直そう。

　悪わる知ぢ恵えが働く、と。

　これも悪い意味で使う言葉だが、ほかに適当な言葉が思い浮うかばない。

　このサイファカールの対応が、相手の心理につけ込んだ、正せい攻こう法ほうではなく搦からめ手てを攻せめるような効果的なものだったとは言えるだろう。

　ミラニエゥスを「反逆者」と言い切り。

　自分は「皇太子や宰相の意を受けて」動いていると主張する。

　そう言われてしまうと、州の長官としてはサイファカール軍の邪じや魔まをし難にくくなる。

　サイファカール軍の行軍を阻そ止しすれば「反逆者ミラニエゥス」に荷か担たんしたも同然と指し弾だんされてしまうではないか。

　かといって、積極的にサイファカール軍に協力するのも躊躇ためらわれる。

　もしミラニエゥス軍が勝利すれば、反逆者になるのはサイファカールや皇太子だ。

　誰だれが勝者になるのかを見み極きわめたい。

　それが多くの州長官たちの偽いつわらざる本音だろう。

　とはいえ指を咥くわえて見ているだけでは、後々、勝者の側──第二代皇こう帝てい──から怠たい慢まんを誹そしられてしまうかもしれない。

　そこでカルバリア州長官は、サイファカール軍を案内するための部隊を出しておくことにした。

　サイファカール軍の州内通過を円えん滑かつに進めて揉もめ事が起きるのを事前に防ぐと同時に、皇太子が勝者となった場合──この時点では、その確率は高そうに思われた──皇太子のためにサイファカール軍に援軍を送ったと主張できる。

　もしミラニエゥスが勝者となった場合は、州内に侵しん入にゆうしてきたサイファカールに強要されたので仕方なく小部隊を送っただけと言い訳するつもりだ。

　カルバリア州長官は、すでにミラニエゥス軍の州内通過を黙もく認にんし、道案内の部隊を出していたから、ここでも同じことをしただけだった。

　ミラニエゥス、皇太子、どちらが勝者となっても生き残れる手を打ったわけだ。

　サイファカールの策が狡賢かったと言うならば、州長官の対応策は、いかにも小手先の姑こ息そくなものだったと言えるだろう。

　双そう方ほうの思おも惑わくはともかく。

　サイファカール軍は経路上のカルバリア州の通過を州長官から黙認され、案内役として二個大隊を付けてもらえたので、割とあっさり進軍することができた。

　カルバリア州の北側に位置するエスペリア州は、ミラニエゥスの本ほん拠きよ地ちの南に隣りん接せつしているだけに、ミラニエゥスの決起に半ば荷担しているようだった。

　ミラニエゥス軍に一個軍団を送り、残りの兵で兵ひよう糧ろうの調達と運うん搬ぱんを行っていた。

　途と中ちゆうで輜し重ちよう部隊に出くわしたサイファカール軍が迫せまっていくと、兵たちは兵糧を置いて逃にげ出し、そのまま街に籠こもってしまった。

　エスペリア州部隊は籠ろう城じようしたまま出てこない。

　サイファカールは籠城した部隊を相手にするのは時間の無む駄だと考えた。

　押さえの部隊を残すと、彼はそのまま北へと進み、サイファカール軍は州の境界を越こえてロンディウム州に侵攻していった。
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　サイファカールが率いている北方遠えん征せい軍の主力は、アンブロウ州軍団とペリージア州軍団である。

　ペリージア州軍団二個を率いているのは、もちろんペリージア州長官のドゥールドォール将軍。

　アンブロウ州軍団二個を率いているのはエルク＝レインとドゥートスの、元アンブロウ州軍団長だ。

　その他、サイファカール本人の周りに二個大隊があって、それぞれグラゥクスとフレイヤが率いている。

　フレイヤの五百はサイファカールの親衛隊という位置づけだ。

　ネムネモはサイファカールの隣となりに控ひかえていた。

　いつもならネムネモと一いつ緒しよにサイファカールの横に立っているはずのリ・インは、まだ傷が癒いえておらず、そのため彼女はアンブロウ州の州都ロクサスで養よう生じようを続けていた。

　ロクサスにはザネッティのほか、シュラトゥやセイヤがいる。

　一方、ステラステラはアンブロウ州中部の要よう衝しよう、ロートレモンの街にいた。

　ステラステラには不本意だったが、当然、ミモーネもそこにいる。

　サイファカールの北方遠征軍の総兵力は二万一千ということになる。

　この中からエスペリア州の籠城部隊の押さえのために二千ほどを残してきているから、いまサイファカールの手元にあるのは一万九千だ。

　ミラニエゥスの本拠地に進軍するには些いささか兵力不足だが、今はロンディウム州の兵力がほぼ出で払はらっているという状じよう況きようだから、留守を預かる守備部隊にとってはこの数でも大きな脅きよう威いになる。

　じっさい、サイファカール軍の接近を認めたロンディウム州南なん端たんにあるレイマンスの街では、上を下への大おお騒さわぎとなっていた。

　しかし。

　ロンディウム州に侵攻したからといって、サイファカールには州内の都市を攻め陥おとすつもりはなかった。

　城じよう郭かく都市を攻め陥としつつ進軍するには、やはり兵力が足りない。

　相手の守備部隊も少ないから、一つや二つなら簡単に攻め陥とせるだろう。

　けれど陥とした街には兵を入れ、街を占せん領りようして治安を回復しなくてはならない。

　街を陥とす度たびに兵を入れていては、本隊が薄うすくなってしまう。

　それに、強きよう攻こうすれば味方に犠ぎ牲せいが出る。

　街の住民にも犠牲が出る。

　第二代皇帝を目指すサイファカールとしては、将来のことを思えばそれは避さけたい事態だった。

　彼がやろうとしていることは、街に矢や文ぶみを打ち込んでミラニエゥスが反逆者であることを街の住民に知らせ、住民の自発的な離り反はんを促うながすといった、どちらかというと悠ゆう長ちような手段だった。

　サイファカールがその策を配下に授さずけた際、グラゥクスなど、

「まどろっこしいったらありゃしねえ。一気に攻め陥おとしちまったほうが早いんじゃありませんかねぇ」

　などと、露ろ骨こつに不満そうな態度を見せていた。

　そんな彼に対してサイファカールは、

「いま大事なのは、早いか遅おそいかではないんだよ」

　と言って諫いさめたのだが、当のグラゥクスは、では何が大事なのかということがよくわからなかった。

　彼の感覚からすると、敵は攻め滅ほろぼすものだし、敵の街は攻め陥とすものだった。

　攻め陥とさないのなら、降こう伏ふくを迫って開城させる。

　グラゥクスにとって戦いとはそういうもので、攻められるのに敢あえて今は攻めないなどという深しん謀ぼう遠えん慮りよは、彼の理解の外にあった。

（まぁ、俺と殿でん下かとは見ている世界が違ちがうから仕方がないのかもしれねえが。というか、俺には見えないことを見られるからこそ、俺は殿下のために働く気になったんだからな。ここは殿下に従うしかないだろうさ）

　グラゥクスはそう自分を納なつ得とくさせ、敵の街を前にして滾たぎる闘とう志しを無理やり抑おさえつけたのだった。

　ドゥールドォール将軍は、グラゥクスとはまた別の意味でサイファカールの策に異議を唱えた。

　彼に言わせると、反逆者に荷担した街はその報むくいを受けねばならなかった。

　ミラニエゥス政権の幹部は捕とらえて処しよ罰ばつするべきだったし、ロンディゥム州の街の住民は自由民の資格を剝はく奪だつするか、多大な罰ばつ金きんを上納させるべきだった。

　ドゥールドォールの指し摘てきにサイファカールは、

「たしかにそれは正論だけどね」

　と応こたえた。

　しかし彼は、それに続けて、

「今は正論を押し通せる時ではないと思うんだ」

　とも言った。

「どういうことですか？」

　と訊きくドゥールドォールは、グラゥクス以上に不満そうな顔つきだった。

「帝てい国こくがよく治まっているなら、将軍の言うとおりだと思うよ。そもそも先せん帝てい陛下が健在なら反逆者が起たつことなどないし、仮に起ったのなら、本人だけでなく加担者も徹てつ底てい的てきに粛しゆく清せいされるべきだ。僕もそう思う」

「でしたら……」

　と言いかけたドゥールドォールの機先を制するように、サイファカールは、

「でも今は違う。違うんだ」

　と言った。

「は？　何が……違うのでありましょうか？」

「今は偉い大だいな先帝陛下が身み罷まかり、帝国中に普あまねく行き渡わたっていた法の支配が、その効力が、揺ゆらいでいる」

「ですから！　今こそ確実な法の支配とより厳しい法の実行が求められるのではありませんか!?」

　真顔で迫るドゥールドォールに向かってサイファカールは小さく肩かたをすくめてみせた。

「今そんなことをしたら、帝国民の半分くらいが犯罪者になってしまうよ」

「そ……それは……ですが……」

「皇太子殿下が帝国を確実に掌しよう握あくしているならともかく、今は帝国の外がい縁えん部には半独立国のような州もある。もちろんペリージア州のように帝国法を遵じゆん守しゆしようとする州もある。けれど、その一方で、皇太子が帝国を掌握できないのなら、代わりに俺が、と思う者が出てきている」

「そやつらは反逆者ではありませんか！」

「そうだね。でも、元を糾ただせば、皇太子が帝国を完全に把は握あくできていないのが原因だとも言える。さっきも言ったけど、先帝陛下が健在だったら、誰だれも帝てい都とに叛はん旗きを翻ひるがえそうとは思わないんだから」

　この辺りはサイファカールにしてもギリギリの論理展開だった。

　ドゥールドォールが冷静に思考を働かせていれば、もしかするとサイファカールの野望に気づいていたかもしれない。

　しかしドゥールドォールは己おのれが信じる論理を振ふりかざすことに熱心なあまり、サイファカールの言葉の奥底に横たわる危険な意味合いに気づけなかった。

　気づけないだろうということをサイファカールは見み越こしていたのだろうか。

「帝国の混乱に乗じて反逆者が起ったとすれば、混乱が彼らの叛はん逆ぎやくを誘ゆう発はつしたとも言えるのではないかな？」

「で……ですが」

「もちろん反逆者の罪は明らかだ。でも今は、一刻も早く帝国をまとめ、一刻も早く帝国に法の支配を取り戻もどさなくてはならない。それが最優先。違うかな？」

「いえ……違いはしませんが」

　そう応えつつも、ドゥールドォールはまだ不満そうな顔だった。

「だからこそ、一刻も早く帝国に法の支配を取り戻すべく、僕は皇太子のために働いているんだよ」

「おお、むろんわたしも殿下と同じですぞ！」

「だから今は、小さな罪を論あげつらって時間を浪ろう費ひしている場合ではないのさ。もっと大きな罪を正さなくてはならない。大きな罪とは、個人がどうこうではなくて、この帝国の法の支配が揺らいでいることだよ。帝国に実直で実効のある法の支配が戻ってくれば、反逆者など出てこなくなるのだし、帝国臣民も進んで法に服し自分たちの所行を反省するはずだからね」

「た……たしかにサイファカール殿下の仰おつしやるとおりかもしれませんな」

　難しい顔でドゥールドォールが唸うなるのを見て、サイファカールは内心で舌を出す。

　エルク＝レインなども、殿下は上う手まいことを言って将軍を煙けむに巻くものだと感心した。

　だが、グラゥクスやフレイヤなども、ドゥールドォール同様、なるほどそういうものかと感心しきりだったから、サイファカールの論理──というか屁へ理り屈くつ──は、敵を欺あざむくにはまず味方から、という諺ことわざを地で行くものだったのである。

　サイファカールの策では生なま温ぬるいと反対したドゥールドォールがなんとなく説得されてしまった以上、サイファカールの策──矢文による説得工作──に反対する者はいない。

　策は速すみやかに実行されることになった。

　元よりサイファカールは、そんなもので住民を説得できるとは思っていない。

　街がミラニエゥスの支配から離り脱だつするとも期待していない。

　サイファカールは、ロンディウム州全体に動どう揺ようを誘さそいたかったのだ。

　州全体が動揺すれば、それは遠えん征せい中のミラニエゥス軍にも伝でん播ぱするだろうから。

　そしてミラニエゥス軍内に動揺が生じれば、軍は長期戦に耐たえられなくなる。

　帝都を目指す途と中ちゆうで瓦が解かいするか、帝都の側の迎げい撃げき部隊と戦って破れるかのどちらか。

　それがサイファカールの構想だった。

　ミラニエゥスが後こう継けい者しや争いの舞ぶ台たいから退場すれば、必然的に自分の重みが増す。

　ただ、その構想を実現させるために幾いくつかの補強策が必要だった。

　討とう伐ばつ軍とミラニエゥス軍の衝しよう突とつは不ふ可か避ひである。

　その際、どちらかが大勝するのは避けたい。

　討伐軍にせよミラニエゥス軍にせよ、どちらかが一方的な勝利を収めてしまっては困るのだ。

　どちらかが大勝すれば、周囲で様子見をしている者たちが次々に勝者の陣じん営えいに馳はせ参じるだろう。

　そんな事態になれば、サイファカールの小細工が意味をなさなくなる。

　だから彼は、リリィに対して、

「上手く立ち回るように」

　という指示を送っておいたのだ。

　余人はサイファカールの言葉を、

「上手く戦って討伐軍を勝利に導け」

　という意味に取ったかもしれないが、リリィは正確に彼の真意を汲くみ取っていた。

　だからこそリリィは、討伐軍が負けては困るのでそれなりの策を打ってそれなりの戦いくさをした。

　したが、ミラニエゥス軍が敗走してしまうまで敵を追い詰つめる気は最初からなかったのである。

　もちろん、討伐軍が敗走してしまっても困る。

　その困った事態になりかけたときに、だからリリィは討伐軍が完全に瓦が解かいしてしまわないようにと、逃にげている兵を収容吸収し、討伐軍の戦力の一部だけでも保持しようと努力したのだった。

　彼女の努力は実った。

　いまリリィの手元には二万以上の兵がいた。

　大部隊を率いての戦という意味ではもっとも信しん頼らいのできるリリィとアル＝アラ軍団を、敢えて自分の手元から離はなし、討伐軍の援えん軍ぐんとして送り込んだかいはあった。

　サイファカールの先見の明が発揮された場面だったと言っていいだろう。

　もっとも、この時点のサイファカールは、討伐軍とミラニエゥス軍の戦いの結果をまだ知らないのだから、予定どおりの策を実行していくしかなかった。
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　レイマンスの街にどれほどの守備部隊が残っているかはよくわからなかったが、ミラニエゥス軍の兵力から考えると千もいないだろうとサイファカールは推察した。

　事実、このときレイマンスの街には五百足らずの守備部隊しか詰めていなかった。

　強きよう攻こうすれば問題なく陥おとせる戦力差だが、前述したように味方だけではなく街の側にも犠ぎ牲せい者しやを出したくないサイファカールは、予定どおり矢文を打ち込むことにした。

　アンブロウ州軍団の一万を先行させ、ドゥールドォール将軍の率いるペリージア州軍団と共に、グラゥクスとフレイヤが率いる一千で街を包囲した。

　サイファカール軍は、さんざん矢文を撃うち込んだあと、ペリージア州軍団から押さえの兵を千五百ほど出させ、先行したアンブロウ州軍団二個を追いかけて先へ進んでいった。

　この時点で、サイファカールの手元にある兵力は一万七千五百である。
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　サイファカールは次の街でも同じことをした。

「街を包囲し、多数の矢文を撃ち込むんだ。その後、押さえの兵を一千ほど残して、また先へ進む」

　それがサイファカールが下した命令だ。

　そうなると本隊の兵力は一万六千五百だ。

「本当にこんなことしてていいんですかい？　本隊がどんどん手て薄うすになっていくだけじゃないんですか？」

　と、グラゥクスはまだ半信半疑の顔だったが、サイファカールは気に留めない。

「後ろを気にすることはないよ。僕たちの背後を衝つくような勢力はいない」

　とサイファカールに言われ、グラゥクスは情けない顔を向けてきた。

「いや、俺はそういうことを気にしてるんじゃありませんがね」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。いますぐに効果は現れなくても、後々、効き目が出てくればいいのさ」

「はぁ。そういうもんですかね」

　とぼやきながら、グラゥクスは問いかけるような目をフレイヤに送ったのだが、彼女はさっと顔を背そむけ目を逸そらしてしまった。

　正面切って訊かれても答えられないから、フレイヤはグラゥクスの疑問に気づかない振りをしたのである。

　ステラステラならグラゥクスやフレイヤに対して丁てい寧ねいに説明してくれたかもしれないが、前述したように彼女はロートレモンの街にいた。

　サイファカールがその街に置いた「情報本部」に詰めていたのである。

　詰めていたというか、彼女が責任者だったのだが。

　ちなみに、この「情報本部」とは、サイファカールが各地に送った使者や偵てい察さつ要員が持ち帰ってくる情報や返事を集め、自分が遠征中でも帝てい国こくの情勢を分ぶん析せきできるようにと創設した機関だった。

　サイファカールはステラステラをその組織の長に任命し、情報の収集と整理、情勢分析を頼たのんでおいたのだ。

　この「情報本部」は彼が第二代皇こう帝ていとなった後も機能し続け、彼の覇は業ぎようを大いに助けることになった。

　ステラステラは情報を集め分析する組織の中ちゆう枢すうにいたからこそ、後にサイファカールの帝国再統一の戦いの一部始終を記しるした大著をものにすることができたのである。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　サイファカール軍は矢文を撃ち込む作戦を続けながら、州都を目指す形でロンディウム州内を北上していった。

　その後、州の半ば辺りまで進んだところで、ミコノス兄弟からの使者がサイファカールの本営を訪おとずれたのである。

　直ちに使者を引見したサイファカールは、ミコノス兄弟の軍がロンディウム州に入ったのを知った。

　使者は、兄弟がロンディウム州の街を攻せめるとも言った。

　サイファカールは、

「承知した」

　という返事を与あたえ、労苦を労ねぎらった後、使者を兄弟の下もとへと帰した。

　使者を送り出すと、サイファカールは直ちに幹部を集め、軍議を催もよおすことにした。




　　　　５




　集められたのは、アンブロウ州軍団を率いるエルク＝レインとドゥートス、そして今はドゥートス軍団の副軍団長に就ついているマルチダス。

　ペリージア州長官のドゥールドォール将軍と、ドゥールドォールの下で二個軍団を率いる二人の軍団長。

　サイファカール古参の幹部としてはフレイヤとネムネモ。

　東辺境州へ向かう途中で召めし抱かかえたグラゥクス。

　それら新旧の臣下と客将がサイファカール本営に設しつらえられた軍議の場に集結した。
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　幔まん幕まくが張られ、野戦卓たくが置かれた軍議の場に勢せい揃ぞろいした幹部に向けてサイファカールが声をかけた。

「みんな、ご苦労さん。ドゥールドォール将軍もありがとう」

　サイファカールがわざわざドゥールドォールに礼を言ったのは、集まった中では彼（と彼の部下）だけが自分の臣下ではないからという理由だ。

　皇子も将軍の立場に配はい慮りよし、気を遣つかったわけである。

「いえ、当然のことでありますからお気になさらずに」

　律りち儀ぎなドゥールドォールからすれば、州の長官という立場は同じであっても、サイファカールは第六皇子だ、呼ばれれば駆かけつけるのが当然という意識だった。

　ドゥールドォールに会え釈しやくしたサイファカールは改めて一同を見回してから、徐おもむろに口を開いた。

「もう聞き及およんでいる者もいるだろうけど、先ほどミコノス兄弟からの使者がやって来て兄弟の口上を伝えていった」

　知っている者は頷うなずき、まだ知らなかった者は、ほう？　と目を見開いた。

「ミコノス兄弟は僕の呼びかけ……というか要よう請せい？　に応じてロンディウム州に軍を進めたそうだ」

　サイファカールの言葉に、ドゥールドォールは何度も大きく頷いた。

　将軍からすれば、皇太子のために反逆者ミラニエゥスの本ほん拠きよ地ちを攻めるのは当たり前、むしろ義務であるという意識なのだろう。

「ミコノス兄弟が動いたことで少し状じよう況きようが変わった。変わったというか、状況はこちらに少し有利に傾かたむいたと言っていいかな」

「兄弟が動くことで有利になったのですか？　ロンディウム州を制圧する期間が短縮できると仰おつしやるのですかな」

　とドゥールドォールが訊きいてきた。

「制圧するかどうかは、討伐軍とミラニエゥス軍の戦せん闘とうの結果次し第だいだ。討伐軍が勝てば、ロンディウム州の各都市も徹てつ底てい抗こう戦せんをする気にはならないだろうからね」

「なるほど。では、勝敗がつかなかった場合はどうなるのです？」

　と、今度はドゥートスが訊いた。

　サイファカールの傘さん下かに入ったばかりのドゥートスだが、ずっと第四皇子に仕えていただけあって、皇子の御ご前ぜんでも気後れはしないようだった。

「勝敗がつかず、双そう方ほうとも身動きが取れないまま睨にらみ合いになるようだったら、僕たちが戦場へ急行する。ロンディウム州のことはミコノス兄弟に任せればいい。先ほど言った、状況が少し有利になったというのはこのことさ。ミコノス兄弟が来てくれたおかげで僕たちの自由度が高まったわけだ」

　ドゥートス以下、多くの者が、なるほど、と言って頷いている。

「では、ミラニエゥス軍が勝った場合は、どうなるのでしょう？」

　と訊いたのはエルク＝レインだ。

　その質問はフレイヤかグラゥクス辺りにしてほしかったサイファカールだが。

（いや。二人には難しいか。リリィがいてくれたら問題なかったんだけど）

　新参者や客将ばかりが発言して、古参の家臣──グラゥクスは古参とは言えないが、新参の者からすれば、以前からのサイファカールの直臣だ──が何も言わないのは、あまり恰かつ好こうがよくないなと思うサイファカールだった。

　サイファカールに命じられたことは全力で実行するが、自分から動こうとはしない。

　それはサイファカールに絶大な信しん頼らいを寄せていることの裏返しではあるが、彼としてはフレイヤにも、自分で考え、自分で判断するようになってほしかった。

（まぁ、経験を積んで少しずつ成長してくれれば……）

　フレイヤとグラゥクスにちらっと視線を走らせたサイファカールだが、すぐにエルク＝レインのほうへと顔を向けた。

「そこがいちばんの問題点だ。討とう伐ばつ軍が負けてしまった場合、ミラニエゥス軍がこのあとどういう行動を取るか、そこがはっきりしないのが難しい」

「こちらに、つまりロンディウム州に戻もどらない可能性もあると？」

　サイファカールの答えに対して、その可能性をエルクが即そく座ざに指し摘てきしたので、サイファカールは満足げに頷いた。

「そう、そうなんだ」

（やはりこのエルク＝レインという男、状況判断と思考力に優すぐれている）

　なかなかいい拾いものをしたかもしれないと密ひそかに喜ぶサイファカールだったが、その思いとは裏腹の渋しぶい顔でエルク＝レインに言った。

「ロンディウム州は捨て置いて、真まっ直すぐ帝てい都とを目指す可能性もある。そうなると僕たちでは阻そ止ししようがない」

「様子見をしている他州の長官どもも、ミラニエゥス殿でん下かの軍に馳はせ参じるかもしれませんね」

「それも大問題だね。かき集めた討伐軍が破れ去ったとなると、もはやミラニエゥス軍の行く手を阻はばむだけの兵力が帝都の側にはないだろう。新たに動員をかけるにせよ、あるいは各地の軍団を搔かき集めるにせよ、それなりの時間がかかる。新たな迎げい撃げき部隊を展開する前にミラニエゥス軍が帝都に迫せまってしまうかもしれない。そうなると、帝都郊こう外がいで最後の決戦が始まってしまう。その頃ころにはミラニエゥス軍が二十万近くに膨ふくれ上がっている可能性すらあるんだ」

「たしかに、それは厄やつ介かいですね」

　とエルク＝レインが難しい顔で呟つぶやく隣となりでドゥールドォールが気け色しきばんだ。

「万が一、討伐軍が敗退するようなことがあれば、我らは何を置いてもミラニエゥス軍を追いかけ、帝都に迫る前に追いついて、その背後を襲おそい、これを討うち破る必要があるのではありますまいか」

　軍議の参列者の中で、彼だけが心底から皇太子のために働こうとしているので、他ほかの参列者は気を遣う必要がある。

　下へ手たなことを言って、サイファカールに帝国の覇は者しやになるつもりがあることをドゥールドォールに気づかれてはならないのだ。

　エルク＝レインは慎しん重ちように言葉を選びながらドゥールドォールに言った。

「しかし将軍、討伐軍が負けた場合、周りの州の向こう背はいが定かではなくなります。直ちにミラニエゥス軍に駆けつける者、駆けつけなくても密かに取引をしてミラニエゥス陣じん営えいに加わる者が出てくるでしょう」

「むむ、それは……しかし、たとえそうであっても、我らは帝国の安あん寧ねいを守るために動かねばならん。そうであろう!?」

　ドゥールドォールは意気込んで参列者の顔を見回したのだが、将軍に同調しようとする者はいなかった。

　彼は少し憤ふん然ぜんとした顔でサイファカールを見やった。

「殿下はどうお考えなのですかな？」

「判断材料が少ないから、まだ結論は出せない。というのが僕の考えだね」

「あ、はぁ」

　ドゥールドォールの表情が情けなげに歪ゆがんだ。

「というわけで、ロンディウム州の攻こう略りやくはミコノス兄弟に任せて、僕たちは州の南なん端たんまで戻って情報収集に当たることにする」

　まだ何か言いたそうにするドゥールドォールの機先を制して、サイファカールは言葉を継ついだ。

「万が一、討伐軍が負けて、僕たちがミラニエゥス軍を追いかけることになっても、ここにいるよりは早く動けるからね」

　サイファカールのその言葉でドゥールドォールも納なつ得とくしたようだ。

　引き返すというサイファカールの結論に異を唱えることはなかった。

「街に対する工作は中断、南の州しゆう境ざかいまで戻る準備を開始して。各都市に付けた押さえの兵を収容する手て筈はずも忘れずに。ミコノス兄弟には改めて伝令を送っておく」

　全員から、

「承知いたしました！」

　という声が上がった。
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　こうしてサイファカール軍は兵をまとめて引き返し、ロンディウム州南端にある都市、レイマンスの街まで引き返すことになった。

　その途と中ちゆうでサイファカールは多数の物見を放ち、情報収集要員を送り出した。

　肝かん心じんなのは討伐軍とミラニエゥス軍の戦闘の結果がどうなったか、である。

　アル＝アラ軍団を率いて討伐軍に加わっているリリィから結果を知らせる伝令が送られてくるはずだが、今のところ、まだ伝令は来ていない。

　各州も騒そう然ぜんとしているので、なんらかの原因で伝令が到とう達たつできないのかもしれない。

（あるいは……勝敗がつかないまま睨み合って膠こう着ちやく状態に陥おちいっている？）

　それを考えたサイファカールは、自軍からも情報収集要員を数多く送り出して、戦闘の結果を知ろうと努めたのだった。

　ところが。
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「カルバリア州の大隊が姿を消した!?」

　報告を受けたサイファカールは、珍めずらしく目を見開いて驚おどろきを露あらわにした。

「はい、皇子様。今け朝さ方がた、見張りの兵が夜営地を見に行ったら、すでに蛻もぬけの殻からになっていたそうであります」

　報告するフレイヤは怪け訝げんそうな顔をしているだけだが、報告の意味することに気づいたサイファカールは、冷ひや汗あせが噴ふき出すのを感じた。

「フレイヤ、すぐにみんなを集めて！」

「あ、はい、承知いたしました」

「いや待って」

「はい？」

「まずエルク＝レインだけを呼んでもらおうか。それ以外の者は、エルクとの話が終わったあとだ」

「はい、承知であります」

「急いで」

　サイファカールがそういう以上、なんらかの緊きん急きゆう事態が発生したのだと、すぐにフレイヤは理解した。

「直ちに！」

　回れ右をしたフレイヤは、大声で伝令騎き兵へいを呼び集めるのだった。

（カルバリア州の部隊が姿を消したということは、討伐軍が負けたのに違ちがいない。ミラニエゥス軍が勝ったのに違いない。それを知ったカルバリア州長官は勝ち馬に乗ろうとした。兄貴の陣営に付くことを決めた。だから僕に付けておいた大隊を呼び戻した。そんなところだろうな。もしかすると、リリィからの伝令が来ないのは、カルバリア州で足止めされているせいかもしれない）

　サイファカールは忙せわしなく頭を回転させる。

　事前に考えていたものの中で、もっとも難しい事態が現出しそうな状じよう況きようだ。

（まずはどうする？　ミコノス兄弟に伝令を送って……いや、それは後回しでもいいか。むしろ彼らが討伐軍敗北を知らないでいてくれたほうが都合がいいかもしれない。けれど、もしも万が一、兄弟が討伐軍の敗北を知れば、こちらを襲ってくる可能性もあるな。となると、一目散にロンディウム州から脱だつ出しゆつしたほうがいい？　しかしそれは……）

　目先の安全を確保しようとロンディウム州から脱出するのは簡単だ。

（どこに向かうかという問題はあるけど、二万を越こえる部隊で行動している限り、カルバリア州の兵も簡単に手出しはできないはず）

　しかし、ミコノス兄弟も二万以上の兵を率いているはずだ。

　もしかすると三万くらいはいるかもしれない。

　そして彼らは野心に満ちている。

　討伐軍敗退を知れば、掌てのひらを返してミラニエゥス軍と結ぼうとする虞おそれはある。

　ロンディウム州に入ったのは、ミラニエゥスの本ほん拠きよ地ちを襲うつもりなどではなく、州に入ったサイファカール軍を襲って、ミラニエゥスを助けようとしたのだと強弁して言い逃のがれる。

　兄弟がそう考えたら。

（背後を衝つかれる虞があるな）

　とはいえ、兄弟の動向を探さぐっていたら、カルバリア州だけでなく、他の州もミラニエゥス軍に付いてしまうかもしれない。

　そうなれば、サイファカール軍は敵地に孤こ立りつするという最悪の事態に陥る。

（さて、どうする？　どう動く？　この状況を打開するにはどうすればいい？　打開するだけじゃ駄だ目めだ。この危機を好機に変える手立てを考えなくては、兄貴の後こう塵じんを拝してしまう）

　サイファカールは危機を打開するだけでなく、危機を好機に変えるような逆転の妙みよう手しゆを捻ひねり出そうとした。

　なんと欲よく張ばりな、と呆あきれる向きもいるだろう。

　だが、それこそがサイファカールの真骨頂だった。

　彼が出した結論は。
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「皇子様、エルク＝レイン殿どのをお連れしました」

　本ほん陣じんに急いで作られたサイファカール用の天幕の出入り口から顔を覗のぞかせたフレイヤがサイファカールに声をかけた。

「入ってきて」

「失礼いたします」

　フレイヤに先導される形でエルク＝レインが天幕内を進んでくる。

　野戦卓たくを前にして床しよう几ぎに腰こしを下ろしているサイファカールに歩み寄ってきたエルク＝レインは、そこで足を止め、敬礼を送って寄よ越こした。

「エルク＝レイン、お召めしにより参上いたしました」

「ご苦労様。座って。フレイヤも」

　二人はサイファカールの対面に並べた床几に腰を下ろした。

　天幕内は人ひと払ばらいをしてあって、警護の兵の姿はない。

　サイファカールと自分と、そしてフレイヤの三人だけということに、エルク＝レインは緊きん張ちようを隠かくせない。

　まさか皇子が自分を謀ぼう殺さつしようとするはずもないから、この事態は余よ人じんに聞かれたくない内密の話をしようという意味合いに違いないと、エルク＝レインはそう判断した。

（今このときに、わたしと内密の話。それはいったい、なんだ!?）

　フレイヤとグラゥクスを呼んだというのなら、まだわかる。

　信しん頼らいの厚い古参の将とまず話をしようというのは真っ当なことだから。

（けれど自分は殿でん下かの陣営に加わったばかりで、余人を差し置いて謀はかりごとを共にするというような立場ではない。では、いったい？）

　サイファカールの意図がわからないので、エルク＝レインは緊張したのである。

　もちろん、サイファカールの話の内容が楽しいことや嬉うれしいことでないこともわかる。

　そんな内容だったら、全員を呼び集め、堂々と披ひ露ろうすればいいだけだ。

（何か悪いことが起きたのだろうか）

　と想像はできるが。

（だとしたら、わたしのような新参者を真っ先に呼んだというのが余計わからないな）

　戦せん々せん恐きよう々きようといった心理状態でエルク＝レインは床几に腰を下ろし、サイファカールに少し不安そうな視線を向けた。

　一方のフレイヤはまったく不安を覚えていないらしく、いつもと変わらぬ表情で、いつもと変わらぬ視線をサイファカールに向けている。

「エルク」

「あ、はい」

「案内役を務めていたカルバリア州の大隊が姿を消したらしい」

　エルク＝レインは小さく息を吞のんだが、すぐに驚おどろきの色を消し、サイファカールに向かって唸うなるように言った。

「それはつまり……討とう伐ばつ軍が負けたという理解でよいのでしょうか？」

　サイファカールが振ふった唐とう突とつとも言える話に彼が即そく答とうしたことで、皇子は自分の判断が正しかったのを知った。

（さすがだ。頭の回転が速い。状況判断が確かだ。理解力にも優すぐれている）

　そう、サイファカールはエルク＝レインの判断力と思考力を認め、まずは彼に諮はかろうとしたのである。

　同時にリリィがいない今、軍議を進める上での潤じゆん滑かつ剤ざいとしての役割を担になってもらおうという意図も皇子にはあった。

「だろうと僕も思う」

「なるほど、これは一大事でありますね」

「一大事だね。だから君に話をしておこうと思った」

「どうしてわたし、なのでしょうか？」

　エルク＝レインとしてはそこがいちばん気になるところなので、敢あえて訊きいてみた。

　それに対するサイファカールの答えは。

「今ここにいる者の中で、真っ先に話をするとしたら君がいちばん相応ふさわしいと僕が思ったからだよ」

　そう言われてしまえば、エルク＝レインに否いやも応もない。

　それどころか、自分を選んでくれたサイファカールに必ず恩返しをと、気持ちが昂たかぶってくる。

「ありがとうございます。サイファカール殿下のご判断が正しかったことをこのエルク＝レイン、必ず実証してみせます」

「期待しているよ」

　と頷うなずいてから、サイファカールは肝かん心じんの話に入った。

「カルバリア州の部隊は、討伐軍敗北を知った州長官マイン＝ツァルグからの密使を受け、僕の陣営から離はなれていったのだと思っている」

　エルク＝レインは大きく頷いた後、口を開いた。

「マイン＝ツァルグはミラニエゥス殿下の陣営に加わるつもりなのですね」

「おそらくね。リリィからの伝令が来ていないのは、カルバリア州で足止めされているからじゃないかと僕は睨にらんでいる」

　というサイファカールの推論に、エルク＝レインは、そうか！　と膝ひざを打った。

「カルバリア州は案内の部隊を送ってきたわけですから、カルバリア州は少なくとも中立だとリリィエンテル殿は思っていますものね。カルバリア州内を通過するのを邪じや魔まされるとは、伝令は思いもよらないでしょう」

「だからマイン＝ツァルグは、僕が知るより先に自州の大隊にこっそり伝令を送って離り脱だつさせることができた」

「状じよう況きようは把は握あくできました。で。殿下は、このあと、どうされるおつもりですか？　直ちにロンディウム州から脱だつ出しゆついたしますか？」

「逃にげ出すだけなら簡単だ。脱出してアンブロウ州まで戻もどるのも、そう難しくない。けれどそれだと先がない。目の前の危機から逃のがれることはできても、帝てい国こくをまとめ上げ平和をもたらすという目標の到とう達たつが難しくなる」

　サイファカールのその答えに、エルク＝レインは安あん堵どした。

　同時に、サイファカールを選んだ自分の判断は間ま違ちがっていなかったことを再確かく認にんした。

　このとき、サイファカールはエルク＝レインの能力を再確認し、エルク＝レインはサイファカールの真価を再確認したと言えるだろう。

　このあとエルク＝レインは、帝国再統一の道を邁まい進しんしていくサイファカールをフレイヤやリリィたちと共に支えていくことになるが、彼にその決意をさせたのは、実にこのときではなかったかと筆者は想像するのである。

　筆者の想像はさておき。

「エルク、君ならどうする？」

　というサイファカールの問いかけに、彼はこう答えた。

「わたしならロンディウム州を制圧します」

　するとサイファカールは、にやりと笑ってこう言った。

「僕の考えと方向性は同じだね」

（方向性は同じ。ということは、具体策は違うというのですか!?）

　自分の考えと方向性は同じだというサイファカールの言葉を喜びながらも、別の策を用意しているという答えに、エルク＝レインは感心するばかりだ。

「殿下の策は、いったい!?」

「あぁ、その前に」

　エルク＝レインに向かって掌てのひらを広げたサイファカールは、彼の隣となりに座っているフレイヤに顔を向けた。

「フレイヤ、君はどう思う？」

「わたしでありますか？　皇子様はわたしに問うのでありますか？」

「参考までに聞いてみようと思ってね」

「それはまた、無む駄だなことをなさります」

　いけしゃあしゃあとそんなことを言うフレイヤに、エルク＝レインは仰ぎよう天てんしてしまう。

「自分で無駄とか言わないように」

「あ、申し訳ありません。では愚ぐ考こうを愚答させていただきますが」

（どこまで自分を卑ひ下げしているんだ）

　とエルク＝レインは、今度は呆あきれてしまう。

　ところが。

「勝利したミラニエゥス殿下の軍に対するには皇子様の兵力は少しばかり不足していると思います。ですから、ここは手っ取り早くミコノス兄弟の軍と合流してしまうのは如何いかがでしょう？」

　というフレイヤの答えを聞いて、エルク＝レインは床几から跳とび上がりそうになった。

（そうだ、その手があった。いやしかし、その手は実現可能なのか？）

　エルク＝レインは頭がいいだけに、実現が不可能と思われる手は無意識のうちに切ってしまった。

　応手の候補から外してしまった。

　もしそれが可能なら、ミコノス兄弟と合流するというのは有力な策だ。

　何も考えていないように思えるフレイヤが意外な策を指し摘てきしたことで、エルク＝レインのフレイヤに対する評価は少し変わった。

（何も考えられない軍いくさ馬ば鹿かではないのだな。今の指摘はなかなか鋭するどい。ただ……どうなのだろう、可能性はあるのか？　ミコノス兄弟が殿下の軍を受け容いれる可能性が）

　エルク＝レインは自問自答してみるが、答えは出なかった。

　何しろ彼自身、ミコノス兄弟のことをほとんど知らないのだ。

　それでは結論の出しようがない。

（サイファカール殿下なら兄弟のことを知っていよう。殿下はどうお考えになるのか）

　考えるのを諦あきらめたエルク＝レインが、そっとサイファカールのほうに視線を向けると、皇子と目が合ってしまった。

　慌あわてて目を逸そらすのもどうかと思い、エルク＝レインは思い切って口を開いた。

「フレイヤ殿のお考え、有力な一案であるとは思いますが、具体的な実現可能性となるとどうなのでしょう？」

　サイファカールは、そうだね、と言ったきり、エルク＝レインから視線を外し、何かを考え込んでいる。

　そのことで、少なくともフレイヤの案は、サイファカールが検討に値あたいせずと一刀両断にするものではないことがわかる。

　やがてサイファカールは顔を戻し、エルク＝レインとフレイヤを交こう互ごに見やった。

「どうやらフレイヤの案が、今後の展開に対してもっとも多くの選せん択たく肢しを確保できるものかもしれないね」

「あ、はい、そうなので……ありますか？」

　当の本人、フレイヤは、きょとんとした顔で首を捻ひねっている。

　その案は論理的に導き出したモノではなく、単なる直感で言っただけらしい。

（やっぱり軍馬鹿……なのか？）

　と評価を下げたくなるエルク＝レインだったが、直感にせよ当てずっぽうにせよ、サイファカールが高評価するだけの案を出せたのだから、それはそれで評価するべきだろうと彼は思い直す。

　多くの選択肢を確保できる、というのは、いざというとき、相手の言いなりにならないで済むということだ。

　選択肢が一つしかない局面は、言い換かえれば相手の術中に嵌はまっているということ。

　勝利が決まったような場合ならいざ知らず、互ご角かく、あるいは非勢のとき、挽ばん回かいするのが難しくなる。

　フレイヤの案をサイファカールが「多くの選択肢を確保できる」と言った以上、これはきっと好手なのだ。

　エルク＝レインは、

「では、殿でん下かはミコノス兄弟と合流するおつもりなのですね」

　と訊いてみる。

「兄弟がこちらの合流をすんなり認めるとは思えないけどね」

　とサイファカールは答えたのだが、即そく座ざにフレイヤが口を挟はさんできた。

「その場合は、皇子様お得意の二枚舌で丸め込んで……いえ、爽さわやかな弁舌で説得してしまえばよいのではないでしょうか」

　サイファカールはジト目になって、エルク＝レインは呆れた顔で、それぞれフレイヤを見やった。

「フレイヤ、君はときどき僕に容よう赦しやがないよね」

「いえ？　そんなことは微み塵じんもないであります」

　真ま面じ目めな顔で応こたえるフレイヤに、サイファカールは苦く笑しようするしかなかった。

「まぁ、そうだね。ミコノス兄弟は合流を歓かん迎げいするとは言わないだろうから、こちらから押しかける……と言うのが正しいかな」

　エルク＝レインが首を捻った。

「押しかける……のですか？」

「今から合流したいと伝令を送っていたら間に合わないし、送ったとても、兄弟は『いきなり何事だ？』と訝いぶかしむだろうしね。だから問答無用でこちらから押しかけて強引に合流する。それで兵力は五万前後にまで増える」

（なるほど。内実がどうであれ、たとえ寄せ集めの兵力であれ、そこに五万の軍勢がいるというだけでミラニエゥス軍に対する牽けん制せいにはなる。しかも五万がいるのは彼らの本ほん拠きよ地ち、ロンディウム州なのだ。討とう伐ばつ軍に勝った彼らも、次の一手をどうするか、かなり迷うはず。おまけに兄弟がミラ殿下の軍と手を結ぶことも阻そ止しできる）

　最悪のケースは、敗走した討伐軍を追つい撃げきしつつミラニエゥス軍が帝てい都とへ向かってしまうことだ。

　決戦で敗北したといっても、壊かい滅めつしたわけではないはず。

　けれど兵がばらばらに逃げていては、追撃戦を仕し掛かけるミラニエゥス軍に追いつかれ、各個撃げき破はされるだけ。

　八万あった兵力は、それこそ壊滅状態に陥おちいるだろう。

　だが、後方に五万を超こえる軍がいると知れば、全軍で追撃とはいかない。

（たしかにミラニエゥス軍に対する牽制になる。ミコノス兄弟がミラ殿下のところへ走るのも防げる。けれどこちらの次の一手は？　兄弟と合流しただけでは駄だ目めだ。明日の可能性を切り拓ひらくため、殿下はその次の一手をどう考えていらっしゃるのか）

　エルク＝レインは、サイファカールの様子を窺うかがってみるが、皇子は彼の思いになど気づかぬように朗ほがらかな声で言った。

「では、軍議を行おう。フレイヤ、皆みんなを呼び集めてくれないか」

「はい、皇子様。直ちに」

　立ち上がったフレイヤは、サイファカールに敬礼を送ると、その場で回れ右して天幕の出口を目指して走り去った。

「エルク＝レイン」

「はい」

「軍議では、いま言った方向に話を持っていきたい。協力を頼たのむよ」

（なるほど。わたしを先に呼んだのは、それが理由か）

　エルク＝レインは身が引き締しまる思いがしたが、同時に喜んでもいた。

　今のサイファカールの言葉は、サイファカールが自分のことを頼むに足る幕ばく僚りようだと評価してくれたことを意味するからだ。

（やりますよ、もちろん）

　エルク＝レインは大きく頷うなずいて応えた。

「お任せください！」
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「カルバリア州の部隊がいなくなった!?」

「討伐軍が負けたと思われる!?」

「ミコノス兄弟の軍と合流!?」

　急いで呼び集められた諸将を前に、サイファカールが状じよう況きようを説明し、さらに自分の考えを披ひ露ろうすると、出席者の多くは驚きよう愕がくに目を見開き、顔を歪ゆがめた。

　軍議の席に連なった者は、前回のときとほぼ同じだった。

　エルク＝レインとドゥートスの両軍団長。

　ドゥートス軍団の副軍団長に就ついているマルチダス。

　ドゥールドォール将軍と、彼の軍団で軍団長を務める二人。

　フレイヤとネムネモにグラゥクス。

　それらの中で驚おどろいていないのは、すでに説明を受けているフレイヤとエルク＝レインの二人だけである。

　ネムネモもあまり驚いてはいなかったが、彼女の場合、戦略や戦術を説明されても自分には関係ないという立場だったからだ。

　ネムネモは自分のことをサイファカールの手て駒ごまの一つ、歩兵でしかないと考えている。

　歩兵が戦術や戦略を考えても意味はないというのが彼女の信念だった。

　一いつ般ぱん兵に比してネムネモは強すぎるから、「ただの歩兵」という彼女自身の評価が正しいとは思えないのだが、歩兵でなく桂けい馬まや香きよう車しやだとしても、戦略や戦術を考えても仕方がないことに変わりはない。

　彼女が考えるのは、サイファカールから具体的な任務を命じられたときだ。

　どの経路で目的地まで駆かけるか。

　どうやって街に忍しのび込むか。

　どうやって標的を殺すか。

　彼女が考えるのは、その手の具体的な方策なのだ。

　だからサイファカール軍が、ミコノス兄弟の軍と合流しようが、ミラニエゥス軍と和わ睦ぼくしようが、彼女には大した問題ではなかった。

　そういう意味ではフレイヤと似ているのだが、フレイヤの場合、サイファカールが次代の皇こう帝ていになるために働くという大たい儀ぎがあった。

　ネムネモは、極論すればサイファカールが皇子であろうと皇帝であろうと、ただの庶しよ人じんであろうと関係はなく、その意味では二人の立りつ脚きやく点はかなり違ちがっている。

　それはさておき。

　その他の面々は、かなり驚いている。

　少しばかり動どう揺ようしている者もいるように見受けられる。

　主にドゥートスやマルチダス、ペリージア軍団の軍団長などだ。

　それはそうだろう。

　討伐軍が負けたとなれば、ミラニエゥス軍が次の標的にするのはサイファカール軍かもしれない。

　ミラニエゥス軍は討伐軍との決戦で多少は兵力を損そん耗もうしているだろうが、それでもまだ六万や七万は保持しているだろう。

　もしかすれば、勝報を聞いた周辺諸州が参さん陣じんしてくるかもしれない。

　そうなると元の兵力と同数を確保するどころか、十万を超える可能性もある。

　一方、ここには二万ほどしかいない。

　自分の本拠地を侵おかしたサイファカールに対して腹を立てたミラニエゥスが、全軍を率いて引き返してきたら、とうてい太た刀ち打ちできないではないか。

　彼らはそれを恐おそれたのだ。

「ああ、ミラニエゥスの兄貴が全軍で取って返してくるという可能性はほとんどないよ」

　何人かの動揺を見て取ったサイファカールは、そう言って彼らを安心させた。

「そうなので……ありますか？」

　とドゥートスが訊きく。

「兄貴にとってはロンディウム州がどうなろうと関係ないんだよ。兄貴が考えているのはおそらくただ一つ」

「そ、それは？」

　ドゥートスだけでなく、何人もが息を吞のんでサイファカールの次の言葉を待った。

「帝都に戻もどって心ゆくまで読書を楽しみたいということさ」

　サイファカールの答えに、皆が呆あつ気けに取られた顔になる。

「兄貴は、兄貴を担かつぎ出した者たちにこう言われたんじゃないかな。『皇帝になって帝都の玉ぎよく座ざに座れば、新刊本も稀き覯こう本ぼんも読み放題ですぞ』とね」

「あ……はぁ」

　そんなことのために起たち上がる皇族がいるのだろうか、という疑念が拭ぬぐい去れないが、実の弟であるサイファカールが言うのだから、おそらくそうなのだろう。

「皇帝になって帝てい国こくの安あん寧ねいを、とか、皇帝になって世界中の富を我が手に、とか、兄貴はそういうことはまったく考えていないと思う。そんな兄貴だからこそ、臣下が担ぐのには最適の御み輿こしなんだよ」

「ですが、ミラニエゥス殿下がどう思われていようと、皇太子殿下に弓引いたのは事実でありますぞ」

　ドゥールドォール将軍が息いきんでそう言った。

「そうだね。兄貴は人じん畜ちく無む害がいだとしても、兄貴を担ぎ出した連中は無害ではない。だからこそ僕たちはミラニエゥス軍を食い止めなくてはならない。現状、そのためにはミコノス兄弟と合流するのがいいと僕は思ったわけだよ」

「たしかに、兄弟と合流できれば我が軍は五万を超えますな。ミラニエゥス軍と一戦交えるのは可能になります」

　直情径行のドゥールドォールは、ミコノス兄弟と合流し次し第だい、ミラニエゥス軍と雌し雄ゆうを決するつもりになっている。

　そんな簡単な話ではないだろうと、ドゥートスやマルチダス、グラゥクスなどは思ったのだが。

「僕もそれで行こうと思っている」

「え？」

「はい!?」

「ど、どういうことですかい!?」

　驚きの色を浮うかべて身を乗り出す三人の問いかけに、サイファカールははぐらかすようなことを言った。

「状況次第だけどね。とにかく今は判断材料が少なすぎる。もっと情報を集めてみないと今後の方針は決められないな」

「そうですね。とりあえずミコノス兄弟との合流は必至としても、その後のことは周囲の状況次第ですね」

　とエルク＝レインは、さりげなくサイファカールの言葉を補足、補強しておく。

　サイファカールは密ひそかにエルク＝レインに目配せしてから、一同を見み渡わたして告げた。

「では、ここで少し状況を整理してみようか」
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「まずカルバリア州の部隊がこちらの陣営から消えた。この事実から、討とう伐ばつ軍はミラニエゥス軍に敗北したのだろうということが推測される。ここまではいいかな？」

　とサイファカールが一同を見回すと、全員が頷いて賛意を表した。

「リリィから敗戦を知らせる伝令が送られてきていないのは、カルバリア州の通過を邪じや魔まされているからだと思われる。邪魔されているというより、身み柄がらを拘こう束そくされているかもしれないね」

　今度は何人かが頷いた。

「ここで問題になるのは、討伐軍はどのくらい負けたのだろうか、ということだ。言い換かえると、ミラニエゥス軍はどのくらい勝ったのか、ということだね。圧勝したのか、大勝したのか、辛しん勝しようだったのか、判定勝ちだったのか。逆に言えば、討伐軍は壊かい滅めつしたのか、全軍が敗走したのか、それとも一部の部隊は健在なのか、あるいは指揮官はどこかで全軍を立て直す余よ裕ゆうがあったのか。それによって、こちらの対応も変わってくる」

　サイファカールの視線が自分に向いたのを感じ、ネムネモは床しよう几ぎから腰こしを浮かせた。

「戦いくさの結果を確かく認にんしてくればよい、のですね」

　他の面々が鎧よろいに身を固めている中で、革かわ製の衣い装しようを着ているだけのネムネモは、軍議の席でかなり目立っている。

　そんなネムネモに向かってサイファカールは、にっこり笑って応こたえた。

「そうだね。ただし、君だけでやってもらうわけではないんだ。もう少し待ってて」

「あ、そうで、すか。了りよう解かいで、す」

　ネムネモは浮かせた腰をすとんと落とした。

「さて、まず僕たちが最初にやらなくてはならないことは」

　そこで言葉を切ったサイファカールは、またしても一同の顔を見渡したが、その途と中ちゆう、一いつ瞬しゆんだけエルク＝レインのところで視線を止めた。

　それをサイファカールの合図と理解したエルク＝レインは、遠えん慮りよがちに、という態度を崩くずさずに手を挙げ、口を開く。

「先ほどネムネモ殿どのが言ったように、討伐軍とミラニエゥス軍の戦の結果を確かめること。それに加えて討伐軍がどの程度負けたのかも確認すること。そして我々がミコノス兄弟との合流を急ぐこと、この三点ですね？」

　サイファカールが満足そうな顔で頷いたから、エルク＝レインの話し出すタイミングとその内容は皇子のお眼鏡に適かなったらしい。

　そのことにエルク＝レインは小さく安あん堵どの息を吐はく。

（おそらくアル＝アラ軍団長のリリィエンテルなら、この程度のやり取りは阿あ吽うんの呼吸で熟こなしてしまうのでしょうが）

　ついこのあいだサイファカールの麾き下かに加わったエルク＝レインとしては、現状、この辺りで手て一いつ杯ぱいだった。

「それともう一つ」

　とサイファカールが言ったので、エルク＝レインは慌あわてて視線を戻した。

「いや、もう一つというか、こちらが最優先かな。これが実現すれば、戦の詳しよう細さいを知ることができるからね」

「リリィ殿の行方ゆくえを捜さがすことでありますね」

　と言ったのがフレイヤだったのに、ネムネモは少し驚いたようだ。

「そのとおり。仮に討伐軍が大敗を喫きつして敗走したのだとしても、彼女は軍団を保持したまま、どこかにいるはずだ。リリィが指揮しているのにアル＝アラ軍団が敗走、四散してしまうとは考え難にくい」

　フレイヤやドゥールドォール将軍など、リリィの実力をよく知る者が大きく頷うなずいた。

「もしかするとこちらに向かっているかもしれない。リリィとアル＝アラ軍団との合流も実現させなくてはならない」

「となりますと、物もの見みのためにかなりの兵数を割さかなくてはなりませんね」

　とエルク＝レインが言った。

「では、わたしの軍団から二個大隊ほどを」

　ドゥートスがそう言いかけたのをサイファカールが遮さえぎる。

「いや、二個大隊では足りないな。エルク」

「はい！」

「君の軍団に頼たのみたい。アル＝アラ軍団の居場所を探さぐり、リリィと会って戦の詳細を聞くこと。その後、アル＝アラ軍団を連れて僕たちの本隊を追いかけてくること。以上をやってもらえるかな。ただし、状じよう況きよう次第ではリリィの判断で動いてくれてもいいと、そう伝えてくれ。例えば、僕たちを追いかけるより現地に留とどまったほうがいいとリリィが判断するなら、その判断を優先してくれていいということだ」

　エルク＝レインは床几から勢いよく立ち上がり、姿勢を正すと、サイファカールに向かって敬礼を送った。

「承知いたしました。必ずや殿でん下かのご期待に添そう所存であります」

「頼んだよ」

「では、早さつ速そく、出しゆつ撃げきの準備を」

「少し待って」

　というサイファカールの声に、体を回そうとしたエルク＝レインが動きを止めた。

「エルク、ネムネモを連れていって」

　というサイファカールの言葉に、ネムネモがもう一度、床几から腰を浮かせる。

「リリィを捜して話を聞けたら、まずはネムネモを送り返して。ネムネモを馬に乗せれば伝令の騎き兵へいを走らせるより速いはずだ」

「承知いたしました」

「わかりました」

「アル＝アラ軍団を捜すのにも彼女を使っていいから」

「それも承知であります」

「いいね、ネムネモ」

「もちろん、です。皇子様の命令なら、犬にだろうが蟻ありにだろうが、ネムネモは使われる覚かく悟ご完かん了りよう」

　真ま面じ目めな顔でそういうネムネモに、サイファカールは思わず苦く笑しようする。

「エルクはもっとちゃんとした指揮官だからね」

「それはものの喩たとえ、です。皇子様が見込んだ軍団長はネムネモも信しん頼らいする」

　今度はエルクが苦笑する番だ。

「では行きましょうか、ネムネモ殿」

「好きなようにこき使って」

　エルクは苦笑したまま応えた。

「では、遠慮なく」

　二人が軍議の席から退出するのを見送ると、サイファカールは残った者の顔を見回して言った。

「僕たちはミコノス兄弟のところへ急ごう。そのためには二人の居場所を正確に探り当てないと。兄弟が討伐軍の敗戦を知る前に接近して、有う無むを言わせず合流してしまうんだ。ドゥートス、そちらは君に頼みたい。二個大隊ほど出して探ってくれないか」

「承知いたしました」

「グラゥクスにも一個大隊を率いて出てもらおう」

「承知でさぁ」

「ミコノス兄弟の居場所を確認した部隊は、そのまま先さき触ぶれとして兄弟の本営を訪おとずれてほしい。いきなり本隊が近づくとロンディウム州の部隊と勘かん違ちがいされて攻こう撃げきされる虞おそれがあるからね。軍団旗と帝てい国こく旗をしっかり掲かかげておいて」

「承知しました」

「それも承知でさぁ」

「ドゥートスは二個大隊を送り出したら、残りの部隊の出撃準備を」

「は！」

「フレイヤも、親衛隊に出撃準備をさせて」

「承知であります、皇子様」

「ドゥールドォール将軍もいいかな？」

「もちろんでございます、殿下」

　この時点でドゥールドォールは、ミコノス兄弟と合流したサイファカールが、反乱軍であるミラニエゥス軍と戦うつもりだと思っていた。

　一方、エルク＝レインやドゥートス、マルチダス、グラゥクスなどは、サイファカールがミラニエゥス軍に戦いを挑いどむとは思っていない。

　だが、今回ばかりはドゥールドォールの読みが当たっていた。

　このときサイファカールは、アル＝アラ軍団を回収できて、なおかつミコノス兄弟の軍と無事に合流できたら、なんとか兄弟を引っ張り出して、ミラニエゥス軍と一戦を交えるつもりだった。

　ここで戦えなくても、帝てい都とへ向かうミラニエゥス軍のあとを追いかけようと、そう思っていたのである。
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　サイファカール本隊と離はなれたエルク軍団は急いで南下を開始し、ほどなくリエンツェ州の北に位置するカルバリア州に入った。

　エルクは、これまでの経けい緯いを改めて振ふり返ってみた。




　南下してきたミラニエゥス軍は、リエンツェ州北方の街を包囲する態勢を取っていた。

　その後、ミラニエゥス側とレムリガス将軍のあいだでやり取りがあって、将軍はサイファカールを欺あざむき、捕とらえた。

　リ・インやフレイヤ、シュラトゥの活かつ躍やくでサイファカールが脱だつ出しゆつしたあと、将軍はミラニエゥス陣営に走った。

　討伐軍接近の報を聞いたミラニエゥス軍は、レムリガス将軍率いるリエンツェ州軍団と共に、全軍で討とう伐ばつ軍を迎むかえ撃うとうと軍を動かした。

　となると、戦せん闘とうはリエンツェ州とカルバリア州、そしてカルバリア州の南に位置するブレッシャーノ州──リエンツェ州から見れば西側になる──の三つの州の境界辺りで行われたはずである。

　カルバリア州を進むエルク＝レインは、慎しん重ちようを期して、何隊もの物見部隊を出し、前方の状況を把は握あくしてから進んでいった。

　ミラニエゥス軍の州内通過を認めたということは、カルバリア州の長官にはミラニエゥス皇子と敵対するつもりがなかったということになる。

　サイファカールにも道案内部隊を出してきたから、本音としては中立を保ちたかったのかもしれない。

　けれど、その道案内部隊はサイファカール軍から姿を消した。

　ミラニエゥス軍勝利の報に接して、ミラニエゥスに積極的に荷か担たんする気になったのだ。

　そこまでの決断ができなかったとしても、サイファカール皇子からは手を引いておこうと思ったのは確実だ。

　となると、エルク＝レインの部隊にちょっかいを出してくる可能性がある。

　百、二百の大おお物もの見み部隊だったら大した問題ではないが、万が一、ミラニエゥス軍の一部と遭そう遇ぐうでもしたら大問題だ。

　だからエルク＝レインは数多くの物見部隊を出して周囲の状況を把握することを最優先に行動した。

　おかげで進軍速度はかなり落ちたが、先を急いで敵の部隊と思わぬ遭遇……などという事態になるより遥はるかにマシだった。

　カルバリア州の部隊と遭遇したくはないが、かといって街道を外れて行軍するのでは、さらに速度が落ちる。

　そこでエルク＝レインは、多数の物見部隊を出して街道を進むことを選んだわけだ。

　カルバリア州の部隊が少数なら強引に押し通る覚かく悟ごだったが、案に相そう違いして途と中ちゆうでカルバリア州軍と出会うことはなかった。

（向こうも物見部隊を出しているでしょうから、こちらを見つけて、敢あえて接せつ触しよくを避さけたという可能性が高いですね）

　エルク＝レインはそう読んだ。

　もしかすると、ミラニエゥス軍に合流しようとして、長官自ら自州の兵の大半を率いて移動している最中なのかもしれない。

（いずれにせよカルバリア州にこちらの進軍の邪じや魔まをするだけの兵がいないなら好都合。このまま先へ進みましょう）

　そうしてエルク軍団がカルバリア州の南なん端たんへと近づいたとき、放った物見騎兵の一部隊が駆かけ戻もどってきた。




　　　　５




「この先に大部隊がいる!?」

「は！　その数、ざっと二万ほどではないかと思われます！」

「二万!?」

　不ま味ずいことになったなと、エルク＝レインは悩なやましげな顔になる。

「で？　それはどこの兵ですか？」

「申し訳ありません、そこまでは確かく認にんできませんでした」

「そうですか」

（どこの兵でしょう。カルバリア州軍？　ですが、カルバリア州にはそれほどの大部隊を動かす余よ裕ゆうがあるとは思えませんが……もしかするとミラニエゥス軍の別働隊なのかな？　だとすれば、まだこちらの存在には気づいていないはずですが）

　エルク＝レインは副官を呼んだ。

「兵に臨戦態勢を取らせるように。それから新たに物見の騎兵小隊を出すのです。報告に来た騎兵の案内で、問題の大部隊の所属を探さぐらせてください」

　軍団長の命令を実行すべく、副官が幕ばく僚りようを呼んであれこれ指示を送っているのを横目に、エルク＝レインは難しい顔で考え込む。

（どこの兵にせよ、こちらの五千では対たい抗こうできません。迂う回かいするしかないですが、ここで大きく迂回してしまうと、アル＝アラ軍団と行き違ってしまうかもしれない。さて、どうしたものか……）

　ともかく相手の正体がわからないと判断のしようがない。

　エルク＝レインは焦あせる気持ちを無理やり抑おさえつけ、送り出した物見騎兵からの報告を、ひたすら待ち続けた。
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　戻ってきた物見騎兵は、思わぬ朗報をもたらした。

「なんですって!?　帝国軍旗を掲げている!?」

「はは！　翻ひるがえる旗の多くは帝国軍旗でありますが、中にアル＝アラ軍団旗や東辺境州旗も混じっておりました！」

（ということは！　二万のその大部隊は、討伐軍とアル＝アラ軍団だ！　討伐軍、壊かい滅めつしたわけでも完全に瓦が解かいしたわけでもないんだな）

　エルク＝レインは即そく断だんした。

「直ちに一個大隊を送ります。アル＝アラ軍団旗が翻っているなら、リリィエンテル殿どのがいるはずですから、軍団長を見つけて、こちらの状じよう況きようを伝えさせなさい。大隊を送ったら本隊も移動の準備を！」

「は！」

「送り出す大隊にはアンブロウ州軍旗と共に東辺境州旗や帝国軍旗も掲げさせるのです。それでミラニエゥス軍と誤認される虞はなくなります」

「それも承知であります！」

　副官以下の幕僚が慌あわただしく動き出した。

　臨戦態勢のままエルク軍団が移動の準備を終えた頃ころに、リリィからの伝令部隊がやって来た。

　向こうもエルク軍団の接近を察知して使者を送ってきたということだ。

　三十名ばかりの部隊を率いていたのはアル＝アラ軍団の軍団副長、シュメイルだった。

　彼からこれまでの経緯をざっと聞いたエルク＝レインは、直ちにリリィと合流するため、軍団に進発の命令を下した。

　こうしてエルク軍団はリリィ率いるアル＝アラ軍団と無事に合流することができた。

　エルク＝レインが合流を終えた時点でリリィの下もとにいる兵力は二万五千を超こえたことになるが、討伐軍の敗残兵は未いまだに数十人～百人単位で途と切ぎれることなく合流してくる。

　中には大隊長級も何人か混じっていた。

　彼らの話を聞く限り、討伐軍の指揮官や首脳は、ばらばらになった兵をまとめることもせず、少数の騎き兵へいを引き連れただけで帝都目指して走り去ってしまったらしい。

　取り残される恰かつ好こうになった兵は、ミラニエゥス軍の追つい撃げきを恐おそれ、隠かくれたり彷徨さまよったりしていたところ、味方の大部隊がいるのを知って駆け込んできたのである。
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　リリィとエルク＝レインはそれまでの経過を互たがいに報告し、双そう方ほうが置かれた状況を再確認し合った。

「なるほど」

　小高い丘おかの上に設しつらえた本ほん陣じんの中、リリィが腕うで組ぐみをして仁に王おう立ちになっている。

　もっとも彼女の場合、とても小こ柄がらなので、仁王立ちしても、床しよう几ぎに座っている武将たちと頭の位置があまり変わっていなかった。

「ふむふむ、そうか、殿でん下かはミコノス兄弟とな。そして、こちらの進退は儂わしの判断に任せると仰おつしやったか。となると……」

　ぶつぶつと何事かを口の中で呟つぶやいていたリリィだが、やがて顔を上げ、エルク＝レインに視線を向けてきた。

　リリィの瞳ひとみが狂きよう気きにも似た妖あやしい輝かがやきを放っていることに気づいて、エルク＝レインは思わず身み震ぶるいしてしまう。

「エルクよ」

「なんでしょう、リリィエンテル殿」

「サイファカール殿下に伝えてほしいことがあるのじゃが」

「何をお伝えしますか？」

「伝えるというか、説得してほしいというほうが正しいか」

「ですから、何を……でしょう？」

「いま儂の手元には、ぬしの軍団を除いても二万以上の兵がいる。これは望外の戦果じゃ。そうは思わんか？」

「あ、はい、たしかに」

　エルク＝レインはリリィが何を言わんといているかわからず、曖あい昧まいな返事をすることしかできなかった。

「ぬしの軍団を入れれば、殿下のところに二万一千。ミコノス兄弟がどれほどの軍を動かしているかはわからぬが、帝てい都との意向を無視して他州を侵おかしている以上、最低でも二万、もしかすると三万くらいは持っているやもしれん」

　そこで言葉を切ったリリィは、意味深な顔でもう一度エルク＝レインを見やった。

「合計すると六万から七万」

　リリィはにたりと笑った。

　見る者の心しん胆たんを震え上がらせる凄せい絶ぜつな笑えみだった。

「これなら充じゆう分ぶんに一戦できよう。そうは思わんか？」

　リリィが言わんとすることが、エルク＝レインにもようやくわかった。

　そしてそれは、サイファカールの意向とも合がつ致ちする。

「リリィ殿はミラニエゥス軍と戦おうと言うのですね!?」

「言うのよ」

「し、しかし……たしかにサイファカール殿下も、そのようなことを考えていらっしゃるようでしたが、些いささか無理筋ではありませんか？」

「そうよの。無理筋ではあるやもしれん。敗残の討とう伐ばつ軍兵士がどこまで戦えるかはわからんし、ミコノス兄弟がどこまで本気で戦うのかもわからん。だが、この機を逃のがせばミラニエゥス軍は帝都目指して進軍していってしまうぞ。そうなれば周囲の諸州は雪崩なだれを打ってミラニエゥス軍に馳はせ参じるじゃろう。そうなってしまっては我らに、というかサイファカール殿下に打つ手がなくなってしまう」

「それはそのとおりです……が」

「儂は当事者だったからこの目で見ておるのだがな。勝ったといってもミラニエゥス軍もそこそこの損害を出しておる。今なら動けるのは七万を切っているじゃろう」

「それも、そのとおりかもしれませんが」

「べつに決戦を挑いどまなくてもよいのじゃ。七万の軍を殿下が率いてミラニエゥス軍の背後を衝つく構えを見せる。それだけでミラニエゥス軍は帝都に向かって進撃……とはいかなくなる。七万同士で睨にらみ合っていれば、周辺諸州の長官どもも、簡単にミラニエゥス軍に付こうとは思うまい。どちらが勝つかと、引き続き様子見に走る」

「なるほど。長期戦に持ち込めばこちらが有利になるというわけですね」

「おうよ。本ほん拠きよ地ちから切り離はなされているのじゃからな、ミラニエゥス軍は」

「ですが、レムリガス将軍が陣じん営えいに加わったのです。ロンディウム州やエスペリア州から運べずとも、リエンツェ州が兵ひよう糧ろうや武器防具を提供するでしょう」

「たしかにな。だが、リエンツェ州とて七万、八万の軍の兵糧をいつまで提供できるか。奴やつらも、そこまでの大軍を養うだけの兵糧を用意しておったわけではあるまい」

　リリィの言うことはいちいちもっともだった。

　エルク＝レインは、次し第だいにその気になっていく自分が少し恐ろしかった。

「それにじゃ、この辺りで睨み合っていれば、やがて帝都から増ぞう援えんが来よう。そうなればミラニエゥス軍は腹ふく背はいに敵を受ける恰好になる。新たにミラニエゥス軍に加わった諸州の兵は逃にげ出したくなるのではないか？　今回、殿下の陣からカルバリア州の部隊が逃げ出したようにの」

　エルク＝レインは内心で唸うなった。

（音に聞こえたリリィエンテルだけのことはある。よく考えている。たしかに今が好機なのかもしれない。サイファカール殿下が第二代皇こう帝ていを目指すのなら。そして我々が、そのサイファカール殿下を担かついでいる以上。どこかで乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負をかける必要があるのだろう。リリィエンテルはそれが今だと判断したわけだ。では、サイファカール殿下はどう判断するのか。いや、すでにサイファカール殿下は判断を済ませているのかもしれない。決断を下しているのかもしれない。だからこそリリィエンテル殿を連れてこいと仰ったのだろうか）

　だが、さすがのサイファカールも、リリィの軍団が二万以上の大部隊に膨ふくれ上がっているとは予想していないはずだ。

　二万以上を引き連れてのリリィの帰陣は、サイファカールにとっては嬉うれしい誤算だ。

（一度は流れを失いかけたかと思えたサイファカール殿下だが、逆に上げ潮に乗ったのではないだろうか。これこそ禍わざわいを転じて福となすというものではないだろうか）

　エルク＝レインにはそう感じられた。

「わかりました。殿下のところへはわたしが走ります」

「うむ、頼たのんだぞ。殿下が嫌いやがるようなら首に縄なわを付けてでも引きずってまいれ」

「え？　いえ、さすがにそれは……。それに殿下はすでに決戦を考えていらっしゃる節があります。リリィエンテル殿が討伐軍の二万を従えているとなれば、おそらく決戦を決断されるのではないでしょうか」

「さようか。ならば問題はないな」

「……のはずですが」

「本当なら儂が出向いて直じき々じきに殿下を説得すればいいのだろうが、儂はここを離れるわけにはいかん。わかるな？」

「討伐軍の兵を収容したのはあなたですからね。他ほかの者では引き留めておけないでしょう。何しろ彼らは敗残の兵です、ちょっとでも手た綱づなを緩ゆるめれば、どこかへ逃げ去ってしまうでしょうから」

　エルク＝レインに向けていたリリィの目が僅わずかに見開かれた。

（此こ奴やつ、思った以上に頭がよさそうだのう。殿下の危機を救ったのもこの男だというし、殿下はアンブロウ州で意外といい拾い物をしたのやもしれんな）

　と思いつつも、リリィは素知らぬ顔でエルク＝レインに言った。

「殿下の説得、頼んだぞ。殿下の未来を切り拓ひらく、ひいては儂らの未来も切り拓くための今が踏ふん張りどころぞ」

「承知しました。ところでリリィエンテル殿は、このあとどうされますか？　ここで兵の収容を続けますか？」

「いや。ただ待ってるだけでは面おも白しろくないからの。儂は集まった二万を率いて カルバリア州の首都を陥おとしておくよ」

「なんですってぇ!?」

　さすがのエルク＝レインも、驚おどろきのあまり床几から跳とび上がった。

「殿下には、カルバリア州の州都、カラボルグにて待つとお伝えしてくれ」

「あ……あの」

「どうした？」

「大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

「何がじゃ？」

「州都、陥おとせますか？」

「カルバリア州の長官、おそらくミラニエゥス軍に合流しようと兵を率いて南下しておるじゃろう。州都であっても、留守部隊はせいぜい千、二千ほどじゃろうて」

「兵数的には問題ないと思いますが、討伐軍の兵士が城しろ攻ぜめに使えますか？」

「痛いところを衝くのう」

　リリィは、くっくっと嗚咽おえつするように笑った。

「じゃが、心配は要いらんよ。街はアル＝アラ軍団を主力にして攻める。儂らの他に、合流した兵の中から使えそうな者を二千か三千ほど選んで加えておく。残りは陽動に使えば、それでいい」

（なるほど。守兵が千や二千ならそれで陥おとせそうですね。何しろ攻こう撃げき軍の指揮官がこのリリィエンテルなのですから）

「では、サイファカール殿下には、カルバリア州の州都にて待つ、とお伝えしてしまってよろしいのですね」

「ああ、かまわん。というか、そう伝えてもらわねば困る」

「速度が最優先ですから、先駆けとしてネムネモを送り、わたしは騎き兵へい中隊を率いて殿下の下もとへ走ります。軍団の残りは副官に預けておきますから、街攻めにお使いください」

　リリィが、じろりとエルク＝レインを睨ねめつけてきた。

「いいのか？」

「あなたの軍団が街攻めを行っているのを指を咥くわえて見ているわけにはいきません。わたしたちの立場ではね」

　つまりエルク＝レイン、古参のアル＝アラ軍団が戦っているのに、新参者の自分たちが見ているだけでは立場がないと言っているわけだ。

「わかった。では使わせてもらおうかの」

「タジキゥス」

「は」

　エルク＝レインに呼ばれて、副官のタジキゥスが進み出てきた。

「我が軍団の軍団副長、タジキゥスです。タジキゥス、こちらがアル＝アラ軍団長のリリィエンテル殿どのだ」

　タジキゥスは深々と腰こしを折り頭を下げた。

「ご高こう名みようはかねがね」

「高名ではなく悪あく名みようじゃろう？」

　図星を指されたのでタジキゥスは少し慌あわてたが。

「え？　いえ、それは、あの、そんなことはございません」

　なんとか否定することができた。

「わたしはこれから騎兵中隊を率いてサイファカール殿でん下かの下へ急行します」

「軍団長が、でありますか!?」

　軍団長自らが伝令騎兵として走るというのは、よほどのことだ。

　タジキゥスは姿勢を正し、

「承知いたしました！」

　と敬礼を送った。

「リリィエンテル殿はこれからカルバリア州の州都を攻めます。我が軍団も、リリィエンテル殿を助けて参戦します。軍団の指揮は、タジキゥス、君に任せますが、我が軍団はリリィエンテル殿の指揮下に入ることとします」

「は。軍団長がお留守のあいだ、軍団をお預かりいたします。我が軍団はリリィエンテル殿の指揮下に入り、カルバリア州の州都攻めに加わります」

「すぐに準備に取りかかってください。まずは足の速い騎兵を百名、集めるように」

「承知いたしました」

　リリィは準備のために本ほん陣じんを退出していく二人を見送ると、ヨーコとシュメイル、そして末席に連なっていた討伐軍の大隊長の二人──オイゲニアとバンデンガークという名だった──を呼び集めた。

「聞いておったな？　我らはこれからカルバリア州の州都を攻め陥おとし、そこでサイファカール殿下のご到とう着ちやくを待つ」

　ヨーコとシュメイルは、

「了りよう解かいです」

　と淡たん々たんと応こたえてきたが、二人の大隊長は互たがいに顔を見合わせている。

「オイゲニア殿、バンデンガーク殿」

　二人は慌ててリリィに向き直った。

「カルバリアの州都を陥おとせば、サイファカール殿下から帝てい都とへ戦勝報告が送られることになる。ぬしら二人の活かつ躍やくも言い添そえてもらえるじゃろう。どうじゃ、やってみるか？」

　二人の目が輝かがやいた。

　ここで手て柄がらを立てておけば、敗戦の責任を追つい及きゆうされる虞おそれは低くなる。

　サイファカール皇子の戦勝報告に名前を載のせてもらえれば、責任追及どころか、褒ほう賞しようをもらえる可能性も出てくる。

　二人は勢い込んで答えた。

「やらせていただきます！」

「ぜひ一いち翼よくを担になわせて下さい！」

　リリィは満足そうに頷うなずいて言った。

「では両名に、収容した討とう伐ばつ軍の兵から千ずつを預けるとしよう。要するにぬしらは連隊指揮官というわけじゃ」

「は！」

「見事街を陥おとせば、ぬしらにはそのまま連隊指揮官として務めてもらうよう、儂わしのほうから殿下に進言しておく」

「は！　ありがとうございます！」

　二人はやる気を顔と体に漲みなぎらせて低頭した。

（やれやれ。うちの軍団長は相変わらず人を乗せるのが上手じようずだな）

　ヨーコがそう囁ささやくと、シュメイルが微かすかに頷いて囁きを返した。

（わたしもヨーコも、ああしてこき使われるようになったのだったな）

　リリィが、ぐりんっ、と顔を巡めぐらせ二人を睨めつけてきた。

「ヨーコ、シュメイル、なんぞ言いたいことがあるのかや？　あるなら聞くぞ？」

「いいえ。何もこれっぽっちもありません」

「ヨーコに同じです」

　ふん、と鼻を鳴らすと、リリィはオイゲニアとバンデンガークに向き直った。

「ぬしらは手柄を立てたい者を選んでおくがいい。戦勝報告に載せるから、名前を聞いておけよ」

「は！　承知であります！」

「手柄を立てたいという者が二千を超こえているようなら、其そ奴やつらも街攻めに使ってやろう。全員の名前を控ひかえておくようにな」

「委細、承知であります！」

「よし、選せん抜ばつを始めろ」

「は」

　二人の大隊長が自分の部下を連れて本陣から退出していった。

「では、ヨーコ、シュメイル、タジキゥス、作戦の詳しよう細さいを詰つめておこうか」
















　　　　１




　伝令騎兵がサイファカールの本陣に引っ切りなしに駆かけ込んでくる。

　入れ替かわるように、本陣から伝令騎兵が断続的に駆け出していく。

　あちこちで怒ど声せいや喚かん声せいが上がり。

　槌つち音おとが途と切ぎれることはなく。

　本陣の周囲は想像以上にやかましかった。

　その騒そう音おんは幔まん幕まくの中に設しつらえられた軍議の席にも届いてきて、軍議の出席者はいつもより大きな声を出さなくてはならないほどだった。

　幔幕の中の空間中央に大きな野戦卓たくが置かれ。

　その周囲には床しよう几ぎが並べられ。

　サイファカール軍の諸将が顔を揃そろえていた。

　サイファカールが上かみ座ざに座り。

　その左手には彼の直じき臣しんと呼べる者たち──フレイヤ、リリィ、グラゥクス、ネムネモ、ヨーコ、シュメイル、エルク＝レイン、ドゥートス、マルチダスなど──が軽装鎧よろいに身を包んで居並んでいた。

　ネムネモも小ぶりの鎧を着けて床几に腰こし掛かけている。

　ふつうの軽装鎧よりさらに小ぶりな鎧だが、よほど珍めずらしかったのだろう、

「鎧を着けたあなたを見るのは初めてでありますね。天変地異の前まえ触ぶれでないとよいのでありますが」

　などと、フレイヤがネムネモをからかっていた。

　サイファカールの右手には、客将であるドゥールドォール将軍やミッコーリ将軍、それに二人の配下の軍団長などが並んでいる。

　リリィと共に討伐軍左さ翼よくに参加していたカロツェリオ州のエネマイン連隊長も、一個連隊（三個大隊）を保持したまま参さん陣じんしていた。

　討伐軍敗走という事態に遭あっても兵を失っていないのだから、指揮官としての彼の能力は間ま違ちがいないものと思われる。

　エネマインがサイファカール軍に合流したのは、反逆者を討うてというサイファカールの檄げきに応えたというより、先の戦いでリリィの戦いくさ振ぶりに瞠どう目もくし、彼女と共に戦いたいと思ったからだった。

　討伐軍に兵を送った関係で、ミラニエゥス軍にとってカロツェリオ州は「敵州」となる。

　本ほん拠きよに戻もどってもミラニエゥス軍との戦いに狩かり出されるだけだろう。

　だからエネマインは、

「どうせ戦うならリリィエンテルと一いつ緒しよのほうが面おも白しろそうだ」

　と言っていた。

　ほかにも、新帝てい国こく領の州の一つを預かるマグニトゴルスという州長官がいた。

　マグニトゴルスは、様子見に走る長官が多い中で、いち早くサイファカール軍に加わるべく州の軍団二個を率いてきた男で、その後の展開を考えると、先見の明があったと評価することができるだろう。

　ミッコーリが率いているのは四個軍団二万。

　残りは制圧した州の占せん領りように必要なので、現地に置いている。

　ミッコーラは占領政策を推おし進めるため、今はバラランガ州に在陣していた。

　ペリージア州から呼び寄せていた後続の一個軍団が合流していたので、ドゥールドォール将軍が率いるのは三個軍団、一万五千に増えていた。

　リリィが拾った二万三千ほどの討伐軍兵士は、四千五百の軍団四個に編制し直して、ヨーコ、シュメイル、グラゥクス、マルチダスが一個ずつを率いることになった。

　ヨーコの軍団が討伐軍第一軍団、シュメイルの軍団が討伐軍第二軍団、グラゥクスの軍団が討伐軍第三軍団、マルチダスの軍団が討伐軍第四軍団と呼ばれることになった。

　四人は直じき率そつの大隊五百を引き連れていったから、軍団の兵数は規定どおり五千となる。

　残りの五千はリリィが率いるアル＝アラ軍団に組み込まれた。

　三千六百いたアル＝アラ軍団は、ヨーコ、シュメイル、グラゥクスが五百ずつを連れていったので、残りが二千百。

　その二千百に五千が加わり、リリィが率いるアル＝アラ軍団だけは、臨時の措そ置ちとして七千余りに増員されたことになる。

　これ以外には、フレイヤが率いるサイファカール親衛隊が二千いて、エルク＝レインとドゥートスの軍団が二個一万。

　以上の八万五千余が、このときのサイファカール軍の陣じん容ようだった。

　このほか、伝令部隊や工作部隊、遊ゆう撃げき部隊などが二千ほどいた。

　対するミラニエゥス軍の総兵力はおよそ九万五千に増えている。

　増えていると言うべきか、九万五千にしか増えていないと言うべきか微び妙みようなところだが、いずれにせよ、この時点でサイファカール軍とミラニエゥス軍、兵力的にほぼ互ご角かくとなっている。

　これは驚おどろくべきことだった。

　機を見るに敏びんなサイファカールが、好機を逃のがさずに動いた結果と言えよう。

　サイファカール軍はリエンツェ州を指し呼この間かんに臨む平原に陣を敷しき、ミラニエゥス軍はリエンツェ州ナーダルの街の郊こう外がいに陣を敷いた。

　双そう方ほうの距きよ離りは七リーガほどしか離はなれていない。

　騎き兵へいなら半はん時ときかそこらで着くし、軽装歩兵が走っても三さん時ときくらいで着くだろう。

　その距離を挟はさんで双方が睨にらみ合うといった様相を呈ていした。

　だが、双方の立場は少しばかり違ちがっている。

　サイファカール側としては、そこにいるだけでミラニエゥス軍の帝てい都と進しん撃げきを阻はばむことができるのだ。

　おまけに時間が経たてば帝都からの援えん軍ぐんが来る可能性が高くなる。

　本拠地のロンディウム州をミコノス兄弟に半ば侵しん食しよくされているミラニエゥス軍としては、兵ひよう糧ろうに不安が残る。

　リエンツェ州のレムリガス将軍が従ついているので当面は問題ないだろうが、何しろ九万もの大軍だ、睨み合いが長引けばリエンツェ州単独では支えきれなくなるだろう。

　という状じよう況きようを総合的に考えれば、サイファカール軍が守りの態勢を取り、ミラニエゥス軍が攻こう勢せいの構えを見せるのは当然のことだった。
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　サイファカールは自軍の将兵に命じて野戦築城を進めさせていた。

　サイファカール軍は、そこにいるだけで戦せん況きようが有利に傾かたむいていくわけだから、サイファカールは自分から動くつもりはなかった。

　野戦築城で堅けん陣じんを築き、相手の攻勢を撥はね返して時間を稼かせぎつつ帝都の援軍を待つ、というのがサイファカールの戦術である。

　ただ待つだけではない。

　待つことによって、相手の選せん択たく肢しを狭せばめているのだ。

　時間が経てば経つほど不利になることを自覚したミラニエゥス軍は、どうしたってサイファカール軍を討ち破らなくてはならなくなる。

　そうする以外に現状を打開する方策がミラニエゥス軍にはないのである。

　だから当面は待ちの姿勢を見せる。

　このままではじり貧になると自覚した相手が攻せめてきたら、それを逆さか手てにとってミラニエゥス軍を討ち破る。

　サイファカールの作戦は二段構えになっていた。

　そのためにサイファカールは、帝都へ急使を送り、

「今が反乱を鎮しずめる好機だ」

　と訴うつたえた。

　援軍の準備を急がせるためだ。

　使節団の団長に選任されたのは、例によってギ・ジュカだった。

　ギ・ジュカ以下の使節団員は、馬を飛ばしに飛ばして帝都に向かった。

　サイファカールは、もう一いつ箇か所しよ、使者を送ろうとした。

　その相手はゲッツェだった。

　このときゲッツェは占領したアンブロウ州西半分を統治するため、一個軍団を率いてアンブロウ州ロゥダニーの街に駐ちゆう留りゆうしていた。

　もしミラニエゥス軍がサイファカール軍を放置して先へ進もうとすれば、ゲッツェと彼の軍団は敵の只ただ中なかに孤こ立りつするという危あやうい立場だった。

　それもあって、ミラニエゥス軍の軍議ではレムリガス将軍が進軍に強く反対していた。

　ミラニエゥス軍内に於おけるレムリガスの比重は重い。

　彼は二万の兵を持っているのだ。

　現状、州の長官でミラニエゥスに明確に荷か担たんしている者は少なく、その中ではレムリガス将軍が率いる部隊の兵数がもっとも多いという点で彼の存在価値は大きく、ミラニエゥス軍の首脳も将軍を軽々しく扱あつかうことはできなかった。

「まずは後方の安全を第一に考えるべき」

　というレムリガスの主張を退けてまで進軍してしまうと、最悪、将軍の離り反はんを招きかねない。

　帝国の後こう継けい者しやが誰だれであろうとかまわない、自分の本領が安あん堵どされ、さらに支配地が加増されれば万ばん々ばん歳ざいというのがレムリガスの基本方針だ。

　このままではリエンツェ州が誰かに奪うばわれてしまうと危き惧ぐすれば、将軍は鞍くら替がえするのを厭いとわないだろう。

　ミラニエゥス軍首脳としては、彼の本領が侵おかされる不安を取り除いてやる必要がある。




「それに。こうなると、どのみちサイファカール殿でん下かとは雌し雄ゆうを決することになります。後方から襲おそいかかられても困りますし、リエンツェ州やその周辺を好き勝手に切り取られても困ります」

「まったくだ。まさかサイファカール殿下が八万もの大軍を擁ようして我々の背後を脅おびやかすとは思ってもみなかった」

「いったい、いつ、どうやってそれだけの兵を集めたのか。兵だけではない。ドゥールドォール将軍やミコノス兄弟など、他州の長官まで従えている。このまま放置しておくわけにはいかんでしょう」




　そんな話し合いがあって、ミラニエゥス皇子を支える三重臣──実質的にミラニエゥス軍の指導者である──は、帝都へ進撃するのはサイファカール軍を討ち破ってからにすることを決めたのだった。

　そうなると事を急がなくてはならないと彼らは思った。

　サイファカールは大軍を率いてそこにいるだけでいいが、ミラニエゥス軍の立場だと、睨み合いを続けていては不利になる。

　ミラニエゥス皇子が帝国の後継者になるためには、一刻も早く帝都へ向かって進撃し、皇太子と宰さい相しようを帝都から追い落とし──可能なら討ち取り──帝都の皇宮に入って玉ぎよく座ざに座ることだ。

　ここで時間を浪ろう費ひしていては、帝都が新たに動員した援軍がやって来るだろう。

　そうなれば、せっかく討とう伐ばつ軍に勝利した意味合いが薄うすれてしまう。

　帝都の援軍が来れば、ミラニエゥス軍に参加しようと考えている周辺諸州の長官が翻ほん意いするかもしれない。

　それどころか、新たな増ぞう援えん軍とサイファカール軍に挟きよう撃げきされたらミラニエゥス軍に勝ち目がなくなってしまう。

　だからミラニエゥス軍としては、速すみやかにサイファカール軍を無力化し──サイファカール皇子を討ち取ってしまうのが理想だ──後こう顧この憂うれいを絶った後、帝都へ向かって進軍する必要があった。

　つまり戦う前から、サイファカール軍の防ぼう御ぎよ、ミラニエゥス軍の攻勢という構図が決まっていたのである。

　この辺りはサイファカールの構想どおりの展開だった。

　もっとも、サイファカールが最初に考えていた状況とは少し違っていたが、彼は刻々と変化する状況を確実に把は握あくし、的確に分ぶん析せきし、臨機応変に相手の急所を衝つく対応策を打ち出してきた。

　その臨機応変さがサイファカールの特質でもある。

　それはさておき。

　サイファカール軍を討ち破る必要に迫せまられたミラニエゥス軍は、何がなんでも相手が築いた堅陣を突とつ破ぱし、大打撃を与あたえる必要があった。

　痛み分けは許されない。

　ミラニエゥスを皇位に即つけるためには勝利しか許されなかった。

　ミラニエゥス軍九万五千は、全軍で以もつて正面からサイファカールの陣地を突破し、敵を粉ふん砕さいする覚かく悟ごを固めたのだった。
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　決戦を前に、レムリガス将軍はリエンツェ州の各街に残した僅わずかな守備兵のほぼすべてを呼び寄せた。

　これで、もはや街に残る兵の数は数十人といった水準だ。

　サイファカール軍に攻められたらひとたまりもないが、決戦に負けたら街がどうのこうのと言っている場合ではなくなる。

　それに、街の守兵がいなくなればサイファカール軍の食指が動くかもしれない。

　軍の何割かを割さいてリエンツェ州の街を奪とりに行けば、それだけ本隊の兵数が減るわけだから、ミラニエゥス軍にとっては利益になる。

　だからこれは、レムリガスが敢あえて作った誘さそいの隙すきとも言える。

　その上でレムリガスは、アンブロウ州の西部を占せん領りよう統治しているゲッツェにも、持っていった兵の半数を送るようにと指示を送った。

　これも、決戦に投入する兵を増やすと同時に誘いの隙を作るという、彼の策の一いつ環かんではあった。

　しかし、この命令を受けたゲッツェがどう感じるか、何を考えるかという想像力が将軍には欠けつ如じよしていたと指し摘てきせざるを得ない。

　ゲッツェが占領統治しているのは、つい昨日まで他人の土地だったところだ。

　そこへ乗り込んでいって、兵もなしでどうやって治めろというのか。

　レムリガス将軍は決戦に勝つために自分を捨て石にしようとしているのではないか。

　ゲッツェの心に、そんな疑心が湧わき上がったとしても不思議ではない。

　そんな彼の下もとをサイファカールの使者が訪おとずれたのを、ただの偶ぐう然ぜん、単なる幸運と片づけてしまっていいものだろうか。

　これが人心掌しよう握あく術の差ではなかったか。

　他人をよく観察し、他人の立場をよく理解し、他人が置かれている状況をよく把握し、そして効果的な手を打つ。

　適切な時機に他人に手を差し伸のべることも。

　待てる限界を見み極きわめ、断固、拒きよ絶ぜつすることも。

　サイファカールだからこそできたことだった。

　とはいえ、ゲッツェがすぐに靡なびいたわけではない。

　彼のレムリガスに対する忠信はたしかなものだった。

　サイファカールからの最初の使者は、会うことさえなく追い返した。

　次の使者も、その次の使者も。

　丁てい寧ねいな言葉ながら、会うことを拒絶し、引き取ってもらった。

　だが、そこへレムリガスからの急使がやって来た。

　急使は、ゲッツェが占領地を統治するために率いている一個軍団の半数をミラニエゥス軍本営まで急いで送れという命令を携たずさえていた。

　一個軍団でも足りていないのに、その半数を送り出したら統治に支障が出る。

　その危惧をゲッツェは使者に訴えたのだが、使者は頑かたくなにレムリガスの命令を実行するようにと繰くり返すだけだった。

（占領支配したアンブロウ州東部地域には大きな都市だけでも三つある。それ以外にも、小都市や邑むら、地方の砦とりでなど、兵を置かなくてはならない箇所がどれほどあるか。一個軍団でも足りないというのに、半数を送ればたちどころに統治支配が行き詰づまってしまう）

　ゲッツェはそんな不満を内心に抱かかえたまま、仕方なく軍団の半数を送り出すための準備に取りかかった。

　その間も、サイファカールからの使者が引っ切りなしに訪れてくる。

　彼の心は揺ゆれた。

　元々がゲッツェは、レムリガスとサイファカールが手を組むことを望んでいたのだ。

　レムリガスがサイファカールに従つけばいいと願ったのだ。

　しかし、レムリガスが下した決断はサイファカールではなくミラニエゥスの陣じん営えいに走ることだった。

　二に兎とを得ようとしたレムリガスの考えが甘かったとは言えるだろう。

（まぁ、それはいい。いいのだが、一いつ兎としか得られないのならサイファカール殿下を選ぶべきだったのでは）

　という思いを、ゲッツェは拭ぬぐいきれなかった。

　そこへレムリガスの無茶な要求があって。

　さらにサイファカールから頻ひん繁ぱんに使者が訪れ。

　ゲッツェの心は揺れに揺れた。

　ついに彼は、

（使者に会うだけ会ってみるか。話を聞くだけ聞いてみるか）

　と思ってしまった。

　使者を引見したゲッツェは、サイファカールからの親書を渡わたされた。

　親書を渡すだけ渡すと、使者は説得工作も何もせずにさっさと帰ってしまったのでゲッツェは拍ひよう子し抜ぬけしたが、気を取り直して親書を開いてみると、そこにはこんなことが書いてあった。




「東辺境州で新たに編制した軍団がロクサスに入った。アンブロウ州でも動員をかけて新軍団を編制した。僕はそれらにフィオレンツェ川を渡ってミラニエゥス軍の背後を衝つかせるつもりだ。その途と次じにあるアンブロウ州西側の都市、つまり君が支配する都市が増援軍の邪じや魔まをしないようにと願っている。もし君の都市が増援軍の前途を阻はばもうとするなら、増援軍は君が治める都市を攻こう撃げきしなくてはならなくなる。それは僕の本意ではない」




　文面を読んだゲッツェは眉まゆを寄せて考え込む。

　東辺境州とアンブロウ州（東部）から増援軍が来るという内容は、たしかに一大事だ。

　ゲッツェにとってもレムリガス将軍にとっても。

　しかし、どうしてサイファカールがわざわざそれを知らせてきたのかが、ゲッツェにはわからない。

　サイファカールは意味のないことをする人物ではない。

　ミラニエゥス軍の一いち翼よくを担になうレムリガス将軍の腹心であるゲッツェに知らせる利益が、皇子にはあるのだ。

　もう一度、ゲッツェは文面に目を落とし、書かれている文章を熟読する。

　すると、ある単語が引っかかった。

「君が支配する都市」「君の都市」「君が治める都市」と、サイファカールは繰り返しそう書いている。

（レムリガス将軍が支配する都市とか、リエンツェ州が占領支配する都市とは書かずに、俺が支配する都市と書いているのは……）

　ゲッツェにはなんとなくサイファカールの意図が読めた気がした。

　皇子は、独立する気がないかとゲッツェに問い質ただしているのではないか。

　レムリガスの下を離はなれて独立するなら、いま占領しているアンブロウ州西側の都市は、そのままゲッツェが支配することを認めようと言っているのではないか。

（いや……どうなんだ？　サイファカール殿でん下か、本当にそんなことを示し唆さしているのか？　俺の勘かん違ちがいではないのか？　俺の読みすぎではないのか？）

　ゲッツェの心は千ち々ぢに乱れ、揺れ動く。

（だが、もしそうなら、これは俺を試ためしているのかもしれない。あの方はそういうことをする方だからな）

　けれど、サイファカールに使者を送って真意を問うことなどできはしない。

　万が一、レムリガスやミラニエゥス軍の誰だれかに知られでもしたら。

　たちまちゲッツェは裏切り者として処断されてしまうだろう。

　サイファカールも、そんな間抜けなことをする男を自陣営に誘いたくはないだろう。

（いや、敢えてそうさせておいて、俺が将軍やミラニエゥス軍首脳に解任、あるいは捕とらわれるのを狙ねらっているのか？）

　考え出すときりがない。

　だが、いつまでも考えてはいられない。

　決戦の時期はもうすぐそこに迫っているのだ。

　東辺境州からの増ぞう援えんがロクサスに入ったというのが本当なら、明あ日すか明後日あさつてにも姿を見せるかもしれないのだ。

　ゲッツェの懊おう悩のうは深まるばかりだった。
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　翌日、サイファカールの増援軍から使者が訪れた。

　使者は女で、「東辺境州第二軍団長セイヤ」と名乗ったという。

　部下から報告を聞いたゲッツェは驚おどろきに目を見開いた。

（本当に軍団長が自ら!?）

　だとすれば、サイファカールは本気なのだ。

　本気でゲッツェを自陣営に引っ張り込もうとしているに違ちがいない。

（とりあえず、軍団長……というか、使者に会ってみるしかないな）

　十人ばかりの随ずい員いんを伴ともなった使者を政庁舎の謁えつ見けんの間まに通したゲッツェは、またもや驚きに目を瞠みはることになった。

　軍団長だというその女は、酒場の踊おどり子かと見み紛まがうほどに薄うすくて面積の少ない──逆に言えば肌はだの露ろ出しゆつの多い──衣い装しようしか身に着けていなかったのだ。

　兵に斬きりかからせるまでもなく、ゲッツェが短たん剣けんを投げただけで致ち命めい傷しようとなるだろう。

（度胸があるのか、ただの馬ば鹿かなのか。それとも、これは俺を誘ゆう惑わくしようという色いろ仕じ掛かけなのか）

　と疑ぎ心しん暗あん鬼きになるゲッツェに対して、セイヤは優ゆう雅がに腰こしを折った。

「お初にお目にかかります、ゲッツェ様。わたくし、セイヤと申します。お噂うわさはサイファカール殿下から聞き及およんでおりますよ」

「あ、いや、どうも、ゲッツェです」

（最初から相手に主導権を握にぎられているな）

　と少し焦あせりつつ、ゲッツェも軽く頭を下げた。

「あなたが辺境州軍団の軍団長殿どのですか？」

「新しく編制された第二軍団の、ですけども。第一軍団の軍団長は、あのリリィエンテルリオナーシュブラフィシュカですから」

（それはよく知っている）

「ちなみに。第二軍団といっても兵数は三千しかいないんですよ。それにロクサスで二千を加えて、なんとか体てい裁さいを保っているだけの、言わば寄せ集めの急造軍団ですね？」

　あまりに正直なセイヤの物言いにゲッツェは面食らってしまう。

（な……何を言いたいのだ、この女!?）
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「まぁでも、この街を攻せめるくらいの戦せん闘とう力はありますよ？　この街の守備兵……というより、アンブロウ州西半分に入れた兵、かなり少なくなるのでしょう？」

　思わずゲッツェは、

「どうしてそれを!?」

　と応こたえてしまった。

　レムリガスから軍団の半数を送れと言われたのはつい昨日のことだ。

　サイファカール軍が知っているはずがない。

　星ほし詠よみ、つまり占せん星せい術じゆつの能力をセイヤが持っていて、アンブロウ州西側に展開しているリエンツェ州の兵が大きく減りそうだということを星詠みで察知したなど、ゲッツェには想像もできなかった。

　だから彼は、まずこう考えた。

（まさか、将軍の配下にすでに寝ね返がえった者がいるのか？）

　どうして兵力が減ることを知っているのか。

　知っているのなら、このセイヤという女は何をしに来たのか。

（街を攻撃するなら不意を衝いたほうがいいに決まってる。いや、サイファカール殿下は、邪魔をしなければ攻めないと伝えてきたではないか。どういうことだ？）

　ゲッツェの疑心暗鬼は募つのるばかりだ。

　じつはセイヤは、サイファカールの意を受け、ゲッツェの疑心を煽あおるためにやって来ていたのだった。




「僕の陣じん営えいに走ることを決断できなくてもいいんだ。疑心暗鬼に駆かられ、身動きが取れなくなってくれればそれでいい。だからセイヤには使者としてゲッツェ訪ねて、彼を迷わせ、余計なことを考えさせ、身動きが取れなくなるように仕向けてほしいんだ。たぶん捕らえられることはないと思うけど、万が一、捕らえられたらごめん」

　サイファカールからのそんな伝言を受け取ったセイヤは、艶えん然ぜんと笑いながら使者に応えたという。

「捕つかまったら色仕掛けで逃にげ出しますから、ご心配なく」

　そうしてセイヤは新たに編制された急造の一個軍団を率いてアンブロウ州の西部地域へと進んできたのである。

　軍団を率いているものの、セイヤには五千もの兵を指揮して戦闘をした経験はない。

　彼女の役目は、あくまでミラニエゥス軍の牽けん制せい。

　そしてレムリガスとゲッツェの分断である。

　たった一個軍団とはいえ、自分たちの背後でうろちょろされるのはミラニエゥス軍首脳にとって目め障ざわりだろう。

　自分の本領に侵しん攻こうされるレムリガスからすれば目障りどころではない話だ。

　アンブロウ州西部の都市だけでなく、リエンツェ州の各都市も守備兵を極限まで削けずっているのだから、一個軍団でも脅きよう威いとなる。

　サイファカール軍がそこにいるだけでミラニエゥス軍が帝てい都とに向けて進しん撃げきできなくなったように、セイヤの軍団がそこにいるだけでミラニエゥス軍はその動きに注意を払はらわざるを得なくなり、レムリガスにとっては気が気ではないという状じよう況きようになる。

　こうして戦いが始まる前から、サイファカールはじりじりと自軍の有利を拡大していったのだった。

　東方世界の偉い大だいな軍略家は、

「戦う前にすでに勝敗は決している。戦闘とは、ただ結果を確かく認にんするために行うものだ」

　といみじくも喝かつ破ぱしたが、まさにサイファカールはその言を地で行く策を巡めぐらせていたのである。




　結局、セイヤは言うだけ言っておいて、揺ゆさぶるだけ揺さぶっておいて、ゲッツェの下もとから悠ゆう然ぜんと去っていった。

　セイヤが軍団長であるなら、彼女を捕らえれば、迫せまりつつある辺境州第二軍団の行動を制限できるのではないか。

　そんな考えもチラッと頭を過よぎったゲッツェだが、すぐに首を横に振ふった。

　それは完全にサイファカールと決別することを意味する。

　せっかくサイファカールが呼びかけてくれたのに、その伝つ手てを自ら断ち切るのは賢けん明めいではない。

　かといって、公然とレムリガスに叛はん旗きを翻ひるがえすのも憚はばかられる。

　いつもは優ゆう柔じゆう不ふ断だんで頼たよりない上司だが、戦場での勇ゆう猛もうさや部下思いの優やさしさなどを知っているゲッツェは、それなりにレムリガスを尊敬していたのだ。

　結果、彼は動けなくなった。

　いや、もしかしたら。

　本当のところは本人に訊きいてみなくてはわからないが。

　今となっては、もう本人に訊くことはできないから想像を逞たくましくするしかないのだが。

　もしかしたら彼は、そのとき「動かない」という決断を下したのかもしれない。

　ゲッツェはレムリガスに使者を送り、次のように訴うつたえた。

「ロキシーヌ殿でん下かのかつての臣下のあいだに不ふ穏おんな動きがあるのを察知しました。各街でも有力者が集まって何やら相談している様子。いま軍団の半分を送れば、蜂ほう起きする勢力が出るやもしれません」

　この後ゲッツェは軍団の半数を送り出す準備を中断し、ひたすら占せん領りよう地域の安定的統治に励はげむだけだった。

　使者からゲッツェの言い分を聞いて怒おこったレムリガスだが、現地で統治に当たっているゲッツェが「不穏な動きあり」と言うなら、無理はさせられない。

　本当に反レムリガスの蜂起があったら目も当てられない。

　そんなことになれば、せっかく占領したアンブロウ州の西部地域を、ただでサイファカールにくれてやるようなものだ。

　レムリガスは期待した増援を諦あきらめるしかなかった。

　ミラニエゥス軍首脳が期待した各地からの増援も、思ったほどには集まらなかった。

　討とう伐ばつ軍を討うち破ったときは、軽く十万を超こえ、上う手まくすれば十四、五万まで行くだろうと思ったのだが、総兵力はざっと九万五千に留とどまっている。

　それが決戦開始直前のミラニエゥス軍の総兵力だった。

　そして、これ以上増える気配はなかった。

　一方、サイファカール軍は順調に兵力を増やしているように見える。

　すでに八万を超え、彼ひ我がの差は縮まるばかりだ。

　もはやミラニエゥス軍に数的な有利はほとんどない。

　それどころか、動員された十個軍団が帝都近きん郊こうに集まっているという情報が飛び込んできた。

　サイファカール軍と睨にらみ合っているとき、五万もの増ぞう援えん軍に背後を衝つかれたら、ミラニエゥス軍に勝ち目はない。

　ミラニエゥス軍首脳は帝都の増援軍が来る前に決戦を挑いどまなくてはならなくなった。

　決戦を挑んでサイファカール軍に勝利しなくてはならなくなった。

「どのみちサイファカール殿下の軍とは決着をつけなくてはならなかったのだ。少しくらい早まったからと言って、こちらが不利になるわけではない」

　ミラニエゥス皇子の三重臣は傘さん下かの将に向かってそう言い放ったのだが、彼らも自分たちの言葉を信じていたわけではなかった。

　手を拱こまねいていれば、状況は日に日に不利になる。

　そんな圧力を感じていたからこそ、決戦に踏ふみ出すしかなくなったのだ。

　途と中ちゆうまでは順調だったのに、どこでおかしくなったのだろう。

　そんな疑問を胸に抱いだいたまま、ミラニエゥス軍首脳は九万五千の大軍を率いて陣じん地ちから討って出た。

　彼らの戦術目標はサイファカール軍の打だ倒とう。

　そのためにはサイファカール軍が築いた堅けん固ごな陣地を抜ぬいて、敵を敗走に追い込む必要がある。

　もはや後あと戻もどりは不可能。

　敵が滅ほろぶか、こちらが滅ぶか。

　そのどちらかだ。

　言い換かえればこの決戦で、後こう継けい者しや争いの舞ぶ台たいの上からサイファカールかミラニエゥスのどちらかが消えることになる。
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　出撃を翌日に控ひかえたミラニエゥス軍本営で、いま、最後の軍議が開かれていた。

　サイファカール軍は前面に堅固な陣地を構築していたが、それに比べれば側面や後方は比ひ較かく的てき手て薄うすだといえた。

　さすがに側面や後方まで強化するような時間はなかったようだ。

　ミラニエゥス軍は、物見の報告でそれを把は握あくしていた。

　そこで三重臣は、主力を迂う回かい機動させてサイファカール軍陣地の側面から攻こう撃げきすることを決めた。

「主力五万を敵の左側面に回り込ませる。前面には押さえの部隊二万五千を配置しておく。敵の右側面には別働隊二万を送る」

　軍事の責任者であるスェッドレンは、野戦卓たくを取り囲んで床しよう几ぎに腰こしをおろしている諸将の顔を見回してそう言った。

「側面は木もく柵さくこそ巡らせてあるが土ど塁るいや空から堀ぼりは造られていないという報告が入っている。土地は平へい坦たんだし、ここ数日は雨も降っていないから地面は乾かわいている。騎き兵へいや歩兵が突とつ撃げきするのに大きな問題はないだろう」

「ですが、正面が堅かたい分、兵力を側面や後方に回しているという報告も上がっています。こちらの主力にも大きな被ひ害がいが出るのではありませんか？」

　とジルランティスが訊いてきた。

「たしかに、このあと帝都へ迫ることを考えれば、味方の損そん耗もうは少ないほうがいいに決まっている。だが、こんな状況になってしまった以上、ある程度の損耗は仕方がないだろうと思う。如何いかがですかな、殿下？」

　軍議の席の上かみ座ざに座るミラニエゥスにスェッドレンが確認を求めると。

「うん。そうだね。でも多大な犠ぎ牲せいを出したら駄だ目めだよ。帝都に迫るには、どうしたって十万近い軍勢が必要だろう？」

「承知しております、殿下」

　ミラニエゥスに向かってスェッドレンが低頭した。

（殿下の仰おつしやるとおりだが、ここでサイファカール殿下の軍に勝てれば、周辺諸州が挙こぞって参陣してくるだろうから、そこはあまり心配しなくてもいいだろう。問題は、如い何かにして勝つか、だ）

　スェッドレンは顔を上げると、出席者一同を見回した。

「主力の犠牲をできるだけ抑おさえ、勝利を確実なものとするために、もう一つ、二つ、策を用意したい。何か考えがあったら言ってくれないか」

　レムリガス将軍が手を挙げた。

「何かあるか、将軍」

「左側面、つまり敵の右側面ですが、そちらからも攻撃させたらどうでしょう。まずそちらを攻撃すれば、敵はある程度、右側面に兵力を集めなくてはならなくなります。主力が向かう敵の左側面も、多少、薄うすくなるのではないですか？」

「それはそのとおりだが、しかし、先行して攻撃をかけるには、左側面のこちらの戦力が些いささか不足気味だ」

「では、わたしが左側面に回りましょう。あと一万ほど付けてもらえれば、敵が右側面に兵力を集めなくてはならないくらいの攻撃をしてみせますが」

　スェッドレンは難しい顔で腕うで組ぐみして唸うなった。

「しかし、そうなると主力の兵を一万も削らなくてはならなくなる。主力の兵力、やはり五万程度はほしいところなのだが」

「でしたら、前面の押さえから五千を抜いて左側面へ回せばいいのでは？」

　と軍団長の一人が提案してきた。

「三万には足りませんが、とりあえず二万五千あれば、それなりの攻撃はできるのでは？　如何ですか、レムリガス将軍？」

「そうですな。それなりの攻撃ならば、可能かと」

「ふむ」

　考え込んでいたスェッドレンは、やがて顔を上げ、諸将を見み渡わたした。

「では、正面の押さえを二万、右側面に回る主力を五万、左側面に回って先行攻撃を仕し掛かける部隊に二万五千。この配置で行こうと思うが、どうか？」

　誰だれからも異論が出なかったので、スェッドレンはミラニエゥスに最終確かく認にんを求めた。

「如何でしょうか、ミラニエゥス殿下」

　三重臣には、ここでミラニエゥスが駄だ目め出だしをしたり自分の案を押しつけてきたりしないことはわかっている。

　だからこそ彼らはミラニエゥスを担かついだのだ。

　案の定、ミラニエゥス皇子は、

「うん、それでいいんじゃないかな」

　と頷うなずいてみせただけだった。

「ありがとうございます」

　と皇子に向かって頭を下げたスェッドレンは、頭を上げると床几から立ち上がり、

「では、こちらへ」

　と諸将を呼んだ。

　そちらにはもう一つの野戦卓──今まで諸将が囲んでいた物より背が低い──の上に、大きな紙製の地図が広げられていた。

　地図の中なか程ほどに、サイファカール軍の陣地を示す略図が描えがかれている。

「敵の右側面へ回って先制攻撃をかけるのはレムリガス将軍の二万と、デルネッロ、おまえの軍団だ」

　スェッドレンの言葉を受けて、数人の幕ばく僚りようが軍団を示す木製の駒こまを地図上に配した。

「了りよう解かいです」

「は。承知いたしました！」

「正面の部隊はクレマンスとアウレガ、タゥアデスの三個軍団に加えミラニエゥス殿下をお守りする部隊として五千を残す。その五千の指揮は親衛隊長ゲオルニクスが執とれ」

「承知であります！」

「残りの五万はわたしが率いて敵の左側面にまわり、敵てき陣じんを突とつ破ぱしてサイファカール軍を敗走に追い込む」

「は！」

「よし、出陣の準備を！　明日あしたの朝にはここを発たつぞ！」

「はは！」

　集まった諸将は緊きん張ちようの面おも持もちを隠かくそうともせず、出撃準備のため、本営の軍議の席から自隊のところへと戻もどっていった。

　その場に残った三人の重臣は互たがいに顔を見合わせ、頷き合い。

　上座のミラニエゥスは、やれやれようやく終わったかとばかりに、しまっておいた読みかけの本を開くのだった。
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　翌日の早朝、ミラニエゥス軍先せん鋒ぽうが陣地を出た。




　ミラニエゥス軍九万五千は、ほぼ全軍がその日のうちにサイファカール軍陣地を指し呼この間かんに臨む場所まで進出し。

　両軍合わせて二十万近くになる大軍勢が原野を埋うめ尽つくした。
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　サイファカールは陣じん地ち構築のあいだに自軍の編制替がえを行っていた。

　ミラニエゥス軍が出しゆつ撃げきしそうだという情報を得るや、直ちに陣地の構築を中止し、将兵の配はい置ち換がえを実行した。

　サイファカール軍の最終的な配置は以下のとおりだった。

　正面の陣地にグラゥクスが率いる一個軍団五千とドゥートス軍団五千、マルチダス軍団五千、エルク軍団五千の計二万。

　左側面──ミラニエゥス軍が主力突破を狙ねらっているほうだ──にリリィ軍団七千とシュメイル軍団五千、そしてミッコーリが率いる四個軍団二万の計三万二千。

　右側面にドゥールドォール将軍の率いる三個軍団一万五千にマグニトゴルス長官率いる二個軍団一万、ヨーコ軍団五千の計三万。

　そして中央には、フレイヤ率いるサイファカール親衛隊三千と、エネマイン率いるカロツェリオ州の一個連隊（三個大隊）千五百の計四千五百。

　サイファカールが詰つめる本陣周辺には物見部隊や伝令部隊などが控ひかえている。
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　いざとなればそれらも戦場に投入することになるが、サイファカールはそうはならないだろうと読んでいた。

　ミラニエゥス軍が正面突破を仕し掛かけてくるとサイファカールが考えていなかったことが、この陣容を見てもわかる。

　というより、仕掛けてこないだけの堅けん陣じんをせっせと築いてきたのだ。

　つまりサイファカール、敵が側面から攻こう撃げきしてくるように戦局を誘ゆう導どうしたと言える。

　ただ、そうは言っても、ミラニエゥス軍が左右どちらに主力を回すかまではサイファカールにも読めないし、誘導も不可能だ。

　左右同時に攻せめかかってくる可能性も捨てきれない。

　ということで、側面は左右とも同じくらい手厚くしておいた。

　サイファカールは、ミラニエゥス軍がどちらに主力を差し向けるかを見てから兵の配置を少し換えようと考えたのだった。

　敵が右に回るにせよ左に回るにせよ、あるいは左右同時に攻めかかろうと、堅けん固ごな防ぼう御ぎよ陣地がある正面には仕掛けてこないと読み切っている。

　では、なぜ敵が来ないところに猛もう将しようグラゥクスを配しているのか。

　もしも万が一、読みが外れて敵が正面から突とつ撃げきしてきた場合に備えてか？

　その意味合いも多少はあっただろう。

　けれどサイファカールがグラゥクスに期待したのは、そのような防御面ではなかった。

　サイファカールはグラゥクスに、その類たぐい希まれな勇ゆう猛もうさと指揮能力で、敵を攻撃してほしいと考えていたのだ。

　それがサイファカールが立てた作戦の肝きもだった。




　　　　２




　その日の昼前──。




　雲うん霞かの如ごとく平原の一いち隅ぐうに集まっていたミラニエゥス軍部隊が動き出した。

　その動きは、敵軍の様子を探さぐっていた物見兵によって直ちにサイファカール宛あてに報告が上げられた。

「僕たちから見て左か」

　サイファカールは本陣近くの物もの見み櫓やぐらへと急いで登った。

　今日は朝方から晴れていて湿しつ度ども低いから、かなり遠くまで視認できる。

　サイファカールに従うのはフレイヤとリ・イン。

　リ・インは驚きよう異い的な回復力を見せ、すでに動けるようになっていた。

　決戦にはどうしても参加すると言い張って、サイファカール軍の陣地まで馬車を走らせ、駆かけつけてきたのだった。
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　馬車から降りてきたリ・インを見たとき、対応に出たフレイヤは思わず呆あきれた声を出したものだ。

「参加するって、杖つえの助けを借りて歩けるようになっただけではありませんか」

　たしかにリ・イン、いつもの裾すそが割れた長なが裳もを着てはいるが、腕うでや足は包帯でぐるぐる巻きにしているし、左足に負った深手のせいで杖をついてもいる。

「それで戦えるはずがないであります。足手まといは要いらないのでありますが？」

　そんなフレイヤの指し摘てきに、リ・インは胸を張って応こたえた。

「戦うとは言ってないヨ。参加したいと言っているのヨ。戦場から遠く離はなれた場所で寝ねているだけなのが嫌いやなんだヨ」

「胸を張って言われても。いえ、気持ちはわからないでもないでありますが」

「敵と戦えなくてモ、いざというときに皇子を逃にがす盾たてくらいにはなれるネ」

　フレイヤは、まじまじとリ・インを見つめる。

「リ・イン、あなた……」

「この怪け我がでも皇子を逃がす時間を稼かせぐくらいはできるネ。だから戦場に立たせてくれないカ、フレイヤ」

　フレイヤはリ・インの気き迫はくに気け圧おされてしまった。

　彼女の思いに少し感動もした。

「……わかったであります。皇子様には、わたしからお願いしておきましょう。皇子様のことですから否いなとは仰おつしやらないと思いますが、もしも万が一、否と仰ったら、わたしが説得しておきます」

「そうカ！　頼たのんだゾ、フレイヤ」

「大船に乗ったつもりでいればいいでありますよ」

「大胸に乗ル？　おまえの胸になんか乗りたくはないのヨ」

「乗せますか！　というか、そもそも乗りません！」

　リ・インはフレイヤの特大の胸部を見ながら、そうカ？　と言った。

「おまえの胸になら二、三人は乗れそうな気がするガ？」

「ですから乗りませんよ。一人も乗りません。人のことを乳お化けのように言うのは止やめるであります」

「謙けん遜そんしなくてもいいのヨ」

「謙遜ではありませんがっ！」

　などという、いつもの二人のやり取りがあったのだが、結局、サイファカールはフレイヤの説得に折れて、リ・インを本陣に置いておくことを認めたのだった。

「無茶したら駄だ目めだからね？」

　と念押しするサイファカールに対して、リ・インは、

「無茶はしないヨ。代わりにお茶くらいは淹いれてあげるがナ」

　と笑って応えた。

　サイファカールは、左手で杖を突ついて体重が左足にかからないようにしているリ・インを見やると、はぁ、とため息を吐ついた。

「その恰かつ好こうでは、お茶を淹れるのも難しそうだよ。とにかく、無理、無茶はしないこと。約束を破ったら追い返すからね？」

「わかっているネ。でもいざというときに皇子を守る盾くらいにはなるからナ？」
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「いや、それは……まぁ、そうならないように、みんなには頑がん張ばってもらおう」

　こうしてリ・インは、サイファカールと共に決戦に臨むことになったのだった。
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　怪我が治りきっていないリ・インが物もの見み櫓やぐらに登るのは難しそうだったから、フレイヤが彼女を背負って梯はし子ごを登った。

「おまえの大胸に乗るなら抱だっこされたほうがいいのではないカ？」

「そんな体勢で梯子を登れますか！」

　というやり取りがあったのはさておき。

　物見櫓に登ったサイファカールたちは、正面から左手へと縦隊で移動していくミラニエゥス軍を視し認にんした。

「フレイヤ、あれ、どのくらいの数だと思う？」

　物見櫓の端はしに立つサイファカールの隣となりに並んで立ったフレイヤは、目ま庇びさしを作って、正面左手を遠望した。

　そこから見ると、縦隊で移動していくミラニエゥス軍部隊は、大地の上をのたうちながら進んでいく大だい蛇じやを連想させた。

　しばらく大蛇の先頭から尻尾しつぽのほうまでを睨にらんでいたフレイヤだが、やがて目庇を解いて手を下ろすと、隣のサイファカールのほうへ顔を向けた。

「そうでありますね、五万前後……といったところでありましょうか」

「そうだね。そのくらいだよね。ということは、敵は僕らの左側面へ主力を回そうとしているわけだ」

「であります」

「正面には二万くらい残っているように見える。ということは、右側面へ回る部隊は二万から、多くても三万か。左右同時攻撃のセンはなくなったかな」

　と呟つぶやいたサイファカールだが、まだ部隊を動かすのは早すぎると自分を戒いましめる。

　事実、それから四し半はん時ときほどすると、自軍右側面へ向かう敵部隊が確認された。

　その数およそ二万五千。

「これで敵全軍の配置が見えたな」

　新たな敵の動きを物見櫓から見下ろしながらサイファカールがそう言うと、フレイヤが、でありますね、と応じた。

「伏ふく兵へいや奇き襲しゆう部隊はいないということになりますね」

「この辺りは平原だからね。伏兵を隠かくす場所なんかないし、奇襲部隊を送ろうとしても、夜でもなければすぐに見つかってしまう。こんな見通しの利きく平原では大軍同士の衝しよう突とつで決着をつけるしかないからね。それに」

　そこで言葉を切ったサイファカールは、茶目っ気たっぷりの笑え顔がおをフレイヤとリ・インに向けてきた。

「今回はこちらが防御に徹てつする態勢を取ったから、なおさらだね」

「それが皇子様の誘さそいの隙すきだったわけですね」

「隙というわけじゃないけどね。でも、敵に側面を攻せめてほしいと思った。つまり、主力を側面に回してほしいとね」

「あぁそうカ。それで正面にグラゥクスなのだナ」

　昨日、陣じん地ちに着いたばかりのリ・インは、サイファカールの策について説明を受けていなかったが、今のやり取りと、味方の武将の配置で、サイファカールが何を狙ねらっているのか見当をつけてしまったようだ。

「さすがでありますな、リ・イン。皇子様の策を読みましたか」

　フレイヤが感心の声を上げると、リ・インはつまらなそうな顔で応えた。

「そういうときこそ自分も正面に位置して戦いたかったのだがナ。今回は見てるだけなのでつまらないヨ。美お味いしいところはおまえの夫に持っていかれてしまうナ？」

「いえっ!?　全然まったくこれっぽっちも夫ではないでありますがっ!?」

「まぁ今回は我が慢まんしてよ、リ・イン。戦いくさはこれで終わりってわけじゃないんだし」

「そうだナ。皇子がこの帝てい国こくを手にするまでまだ何度も大きな戦があるだろうからナ」

「不ふ肖しよう、このフレイヤ、皇子様の戦い、最後まで付き従う所存であります。そして皇子様には必ず皇こう帝てい位に即ついていただきたいと願っております」

「おおう、このリ・インも同じだナ」

「ありがとう。二人の働きには、これからも期待しているよ」

「お任せください！」

「任せるのがいいのだヨ」

「さて」

　サイファカールが顔を巡めぐらせていく。

　眼下前方には、堅けん陣じんに身を潜ひそめた味方の二万が。

　その先には敵の中央軍がおよそ二万ほど。

　左手には迂う回かい機動中の敵主力が五万ほど。

　そちらを守るべく配置された味方は約三万二千。

　右手にもざっと二万五千ほどの敵の部隊が。

　そちらにも三万の味方が陣を敷しいている。

　サイファカールの周囲にも五千以上の兵がいる。

　平原には敵味方合わせて二十万近い兵がひしめいているわけだ。

　彼ひ我がの距きよ離りは少しずつ縮まっていて。

　やがて戦せん端たんが開かれるだろう。

　それはサイファカールとミラニエゥスのどちらが後こう継けい者しや争いに生き残るかという、言ってみれば互たがいの全存在を懸かけた戦いだ。

（始まる。僕の未来を決める戦いが。けれど、未来を決める戦いはこれが初めてじゃない。これで終わりでもない。戦い抜ぬいてみせるさ。そして最後の最後にみんなと笑ってやる）

　サイファカールは決意と覚かく悟ごを胸に秘め、近づいてくる敵の大軍を睨みつけていた。
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　戦端は、サイファカールの予想とは違ちがって自陣の右側面から開かれた。

　四個軍団を率いたレムリガス将軍が攻こう撃げきの火ひ蓋ぶたを切ったのである。

「いいな？　攻めすぎるなよ。俺たちはあくまで陽動だ。それを忘れるな」

　レムリガスは集めた軍団長に最後の指示を出す。

「とはいえ、あまりにも腰こしの引けた攻撃ではただの陽動であることが見抜かれる。上う手まいこと案配して攻めろ」

　そんなレムリガスの命令に、軍団長の一人が苦く笑しようしながら応こたえた。

「なかなか難しい戦になりますね」

「たしかにな。だが、ここは上手くやるしかないんだ。ミラニエゥス殿でん下かの軍が負けたら俺たちの未来は閉とざされてしまうぞ」

　レムリガスが強い口調でそう言うと、軍団長たちは一いつ斉せいに敬礼を寄よ越こした。

「は。承知であります！」

　四人の軍団長を送り出したレムリガスは、人知れずため息を吐ついた。

（ミラニエゥス殿下の軍に加わる時期が少し早かったか？　ミラニエゥス殿下とサイファカール殿下の両りよう天てん秤びん、もう少し続けるべきだったか？）

　そんな思いが拭ぬぐえない。

　サイファカールが八万を超こえる兵を引き連れて現れたのは、レムリガスには驚おどろき以外の何ものでもなかった。

（まさかサイファ殿下、それほどの大軍を集めるとは思わなかった。これでは、この戦がどちらに転ぶかわからないではないか）

　軍議の席ではミラニエゥス軍のために軍いくさ働ばたらきをする姿勢を強調しておいたが、もしかすると……という可能性を拭いきれないレムリガスである。

（万が一に備えて、ミラ軍の重臣たちに見抜かれない程度に手を抜いておいたほうがいいかもな）

　将軍の考える「万が一の事態」とは、ミラニエゥス軍が敗れることだ。

　サイファカール軍が大勝利を収めるようなら、途と中ちゆうで戦場を離り脱だつし、ミラニエゥス軍が敗走した後、サイファカール皇子に降こう伏ふくするということまでレムリガスは考えていた。
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　自軍の右側面で戦端が開かれたのはわかったが、最初に攻撃してきた相手がレムリガス将軍率いるリエンツェ州部隊だとまではサイファカールにもわからなかった。

　わからなかったが、それは想定の範はん囲い内ではあった。

（急いで右側面の部隊を左へ動かさないでよかった）

　サイファカールは自分の判断を自分で褒ほめる。

　同時に、敵の攻撃が本気ではないことも見抜いた。

　敵は右側面の陣地の前に左右に展開して、頻しきりに矢を撃うってくる。

　歩兵全員に弓を持たせているのではと思えるほど飛んでくる矢の数は多いが、陣地には矢避よけの盾たてが並べられてている上、掘ほっ建たて小屋──三方には壁かべがあるが背後は素す通どおしだった──が陣地のあちこちに建てられているので、味方はほとんど犠ぎ牲せいを出さないまま、矢避けの盾の隙すき間まや小屋の矢や狭はざ間まから反撃の矢を撃っている。

　今のところ、犠牲者は攻撃側のほうに多く出ていた。

　だが、敵がそれ以上の攻撃に移ることはなかった。

　騎き馬ば突とつ撃げきの様子も見えないし、重装歩兵団が前進してくる気配もない。

（右側面は味方の兵数のほうが多い。本気で陣地を抜こうとしたら、あんなふうに重心が後ろにかかった攻撃はしない。となると、あれは陽動。やはり本命は左側面）

　レムリガス将軍は「陽動がばれないよう上手く攻めろ」と指示していたが、やはり隠しきれるものではなかった。

　もっとも、万が一の場合は早々に降伏することも視野に入れているレムリガスとしては、本気で攻めていないことを見抜かれたほうが、後々、言い訳が利く。

　陽動をサイファカール側に見抜かれることも将軍の読みのうちだったのかもしれない。

　サイファカールは改めて左手を遠望する。

　味方の陣地の向こうには五万の大軍がひしめいている。

（果たしてリリィたちが、どれだけ保もち堪こたえてくれるか。敵の攻撃を撥はね返してくれるか。それが勝利の鍵かぎだ）

　敵の主力がリリィ軍団のいる左手へ回ってくれた幸運を、サイファカールは神に感謝したくなった。

　もっとも、右手にもヨーコの軍団がいるし、左手からの攻撃がなければリリィの軍団が右手へ駆かけつける手て筈はずになっていたから、敵が左手へ回ったのが勝敗を分ける鍵となったわけではない。

　ほどなく左手でも敵の主力五万による攻撃が開始された。
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　ミラニエゥス軍主力から矢が雨あめ霰あられのように飛んでくる。

　大盾を構えて前線に立つリリィは敵の本気度を感じ取っていた。

　小こ柄がらなリリィが大盾を持つと、体全部が隠れてしまう。

　だから側面から撃たれでもしない限り、矢に当たる心配はない。

　もっとも、そのままだと大盾が邪じや魔まで前が見えないので、リリィの大盾には小窓が開けてあった。

　手の指ほどの幅はばしかない小窓だが、遠くを覗のぞき見するにはそれで充じゆう分ぶんだ。

　矢の飛んでくる角度がぴたりと合わない限り、矢が小窓を抜けてくる虞おそれはない。

　さきほどから大盾に矢が当たる衝しよう撃げきがリリィの手に響ひびいているが、長なが弓ゆみを至し近きん距きよ離りから撃たれたのならともかく、そうでなければ、この大盾が貫つらぬかれることはない。

　リリィは小窓から前方を覗き見ながら、ふふん、とせせら笑った。

「騎き兵へいがさらに左へ回り込もうとしているな。こちらには重装歩兵を突つっ込ませる気か。洒しや落ら臭くさい」

　リリィは後ろに下がると副官と伝令、そしてエルミネを呼んだ。

「敵の騎馬部隊がさらに奥へと回り込もうとしておる。シュメイルの軍団に後方の守りを固めさせよ」

「は！」

「こちらには重装歩兵が来るな。長弓隊に射しや撃げきの用意をさせい」

「はは！」

　副官が数名の伝令騎兵に指示を与あたえる。

「エルミネ、櫓やぐらに登るぞ。ぬしの長弓隊は儂わしと共に来い」

「承知であります！　が」

　エルミネには珍めずらしくどこか不満そうな表情だ。

「どうした？　何か問題があるか？」

「軍団長自ら櫓へ登って、わざわざ敵の目標になる必要もないかと思うのですが」

「べつに『軍団長ここにあり！』という旗はた指さし物ものを背負って立つわけではないわ。敵からはわからんよ」

「たしかに軍団長はお小さいですから目立たないとは思いますが」

　リリィが目を細め、エルミネを睨ねめつける。

　が、彼女はどこ吹ふく風で言葉を継ついだ。

「それでも櫓の上には矢が雨あめ霰あられと降り注ぎます。といいますか、今でもすでに降り注いでいます。危険ではありませんか？」

「そのときは、ぬしが人間盾となって儂の前に立て」

「え……ええ～～？」

　エルミネの顔が嫌いやそうに歪ゆがんだ。

「ぬしが、こう、両手を広げて仁に王おう立ちになれば、飛んでくる矢は全部ぬしに刺ささって、儂のところには届かんじゃろう。何しろ儂はお小さいからのう」

「あ、いえ、それは……」

　エルミネは、だらだらと冷ひや汗あせを流しながら口くち籠ごもる。

「はっは、冗じよう談だんじゃよ。儂が可愛かわいいおぬしに人間盾になれと命令するはずなかろう？」

「ありがとうございます」

「まぁ、命令はせんが、おぬしが自主的に盾となると言うのは拒こばまんがな」

　エルミネの顔が、今度は情けなそうに歪んだ。

「それも冗談じゃ。通常の弓矢なら張り巡めぐらせた板戸が防いでくれるじゃろう」

「はい、そう思います。騎馬民族と戦ったときも、そうでありましたし」

「あぁそうじゃったな。あの戦いくさが遥はるか昔のことのように思えるわ」

　少しだけ懐なつかしい気持ちになったリリィだが、すぐに思考を切り替かえる。

「時間を稼かせぐと言う意味では、ここもあのときと変わらん。抜かるなよ、エルミネ」

　エルミネは表情を引き締しめ、びし、と背筋を伸のばした。

「はい！　言われるまでもございません！」

「では、ぬしはぬしの隊を連れてこい。儂は一足先に櫓へ登っておる」

「承知いたしました」
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　リリィ軍団が受けもつ左側面には、正面陣じん地ちのように土ど塁るいを盛っていない。

　それだけの工事をする余よ裕ゆうがなかったからだが、馬ば防ぼう柵さくは巡らせてある。

　とはいえ、馬防柵はあくまで騎馬の突とつ進しんを阻はばむための物だ。

　人が歩いてくれば、ふつうにすり抜ぬけてこられる。

（相手が重装歩兵なら、歩く速度が遅おそいから狙ねらい撃てる。問題はなかろう。問題は相手の数じゃが……すべてを撃げき退たいするというわけにはいくまいの。というより、どこかを突とつ破ぱされるやもしれん）

　突破されることを考えているにしてはリリィは余裕たっぷりの態度だった。

（まぁ、ここを突破されてもかまわないというのがサイファカール殿下の戦術じゃからな。まったく、あのお方ときたら相も変わらず突とつ拍ぴよう子しもないことを考えるものよ）

　ここでのリリィの役目は、できるだけ敵に損害を与え、支えきれなくなったら、味方の損害を可能な限り抑おさえて撤てつ収しゆうする、というものだった。

（撤収というか、転進なのじゃがな。敵に損害を与えるのはともかく、味方の損害を抑えてというのが難しいが……やるしかあるまい）

　板いた壁かべと板天てん井じように囲まれた櫓の上段に登ったリリィは、矢や狭はざ間まから前方を覗き込む。

　そちらには雲うん霞かの如ごとき敵歩兵団が横広がりに展開している最中だった。

（ふむ。本格的な攻こう勢せいは明日あしたになるやもしれんが、日が暮れる前に一ひと当あて来るかな）

　サイファカール軍陣地の守りの堅かたさを確かめるため小手調べに攻せめてみるというのは、ミラニエゥス軍からすると当然の策ではあった。
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　事実、その日の午後、ミラニエゥス軍による攻こう撃げきの第一波があった。

　大盾で守られた弓兵が進み出て、盛さかんに矢を射かけてきた。

　左側面を守るリリィ軍団やミッコーリ麾き下かの軍団も、弓兵を前面に出して応戦した。

　左側面後方を担当するシュメイル軍団には敵の攻撃はなかった。

　ひとしきり矢を撃ち合うと、ミラニエゥス軍はあっさり退ひいていった。

（やはり本格的な攻勢は明日になってからか。明日の夜明けと共に始まるぞ。サイファカール殿でん下かとミラニエゥス殿下の生き残りを懸かけた激戦がの。くっくく、楽しみじゃのう）

　生きるか死ぬかの大戦が間近に迫せまっているというのに、リリィは胸の高鳴りを抑えることができなかった。
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　ミラニエゥス軍主力があっさり退ひいていくと、サイファカール軍の右側面を攻めていたレムリガス将軍が指揮する軍団も攻撃を止やめて下がっていった。

　やがて日は西に傾かたむき。

　双そう方ほうが睨にらみ合ったまま日が暮れた。

　どちらも相手からの夜や襲しゆうを警けい戒かいしている上、決戦を明日に控ひかえて緊きん張ちよう感かんが漲みなぎり、将兵はみな、気分を昂たかぶらせたまま眠ねむれない夜を過ごした。

　不安と期待と緊張と闘とう志しと。

　様々な感情が横おう溢いつする陣地に、満天に輝かがやく星々が光を注いでいる。

　明日も晴天になりそうだ。

　結局、警戒していた敵の夜襲はなく。

　やがて東の地平線辺りが白み始め。

　漆しつ黒こくの空が群ぐん青じよう色いろに変化を始め。

　星々の輝きは薄うすれ。

　やがて東の空が茜あかね色いろに染まり。

　ついに地平線に太陽が顔を出した。

　味方の陣地にひしめいている兵も。

　敵の陣地にひしめいている兵も。

　朝日を浴びて血に塗まみれたかのように赤く染まった。

　これから始まる激戦を暗示するような鮮あざやかで不ふ吉きつな赤に平原が染まる中、ミラニエゥス軍主力の陣地で兵が動き始めた。

　簡易櫓に登ったまま夜を明かしたリリィが、その動きに気づいた。

「来るぞ。迎げい撃げきの用意をせえ！」

　櫓の下に向かってリリィが怒ど鳴なった。

「敵、来るぞ！　迎撃用意！」

　リリィの幕ばく僚りようが叫さけび。

　平原の静せい寂じやくを突き破るように鉦かねが打ち鳴らされ、太たい鼓こが叩たたかれた。

　鉦や太鼓の音を聞いた別の打手や鼓こ手しゆも、同じように鉦や太鼓を叩く。

　そうして全軍に鉦や太鼓の音が伝わっていった。

　至る所で喊かん声せいが上がり。

　弓を構えた兵が所定の場所に就ついた。
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「目標は敵てき陣じん地の突破である！　重装歩兵団、前へ！」

　ミラニエゥス軍の主力を構成する各軍団の指揮官が、麾下の重装歩兵団を前進させた。

　夥おびただしい数の重装歩兵が陣じん替がえのために移動するだけで、大地が揺ゆれる気がする。

「弓隊、続け！」

　大おお盾たてを掲かかげた歩兵に守られるように、弓を構えた歩兵が重装歩兵団の背後に並んだ。

　重装歩兵約一万が横隊で平原に並び。

　その背後に、やはり弓隊の一万が横隊になっている。

　弓隊を守るべく大盾を構えている歩兵も約一万。

　都合三万の兵が第一陣である。

　大盾で弓兵を守る歩兵は、サイファカール軍の陣地が一部でも破れたら、盾を剣けんに持ち替え、破れた箇か所しよ目がけて突とつ撃げきする役目を担になっている。

　敵味方が入り乱れての乱戦になれば弓は撃うてなくなるから、そうなれば弓兵も弓を置いて剣を取り、敵陣へ突撃する手て筈はずだ。

　騎き兵へいの三千はすでに後方を攻撃させるために迂う回かいを開始している。

　残りは一万七千。

　そのうち一万五千は第二陣として控えている。

　二陣は味方が押している箇所へ投入して敵陣の綻ほころびを拡大するための兵力だ。

　残り二千が本陣の兵で、いざというときの精せい鋭えい騎兵一千と、伝令や工兵、看護兵などである。

　横隊で居並んだ重装歩兵の前に立った部隊長が絶ぜつ叫きようを上げた。

「重装歩兵団、突撃！　敵の陣地を食い破るのだぁっっ！」

「おお──っ！」

　重装歩兵団の一列目が大盾を掲げ、のそりと前に出た。
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「敵重装歩兵、前進を開始した！　弓隊が続いている！　撃ってくるぞ！」

　櫓やぐらの上で彼方かなたを見やっていたリリィが叫んだ。

　見張りのために開けられていた小窓が、分厚い板戸で覆おおわれた。

　手にした弓矢をリリィが矢狭間に向けて構えると、同じようにエルミネ以下の長弓隊が弓矢を構えた。

　ほかの簡易櫓でも、長弓隊が射しや撃げきの準備を終え、敵の接近を待ち受けている。

　迫ってくるのは重装歩兵だ、突撃といっても、その速度は騎き馬ばより遥かに遅い。

　なかなか近づいてこない敵の一陣を守備側がじりじりとした思いで待っていると。

　やがて重装歩兵の背後に並んでいる敵の歩兵団が矢を撃ち始めた。

　だが、まだ距きよ離りが遠い。

　飛んでくる矢のほとんどは陣地まで届かず、手前の地面に刺ささるだけだった。

　その刺さる位置で敵との距離を測ったリリィは、無造作に弦つるを引き絞しぼって矢を放った。

　ろくに狙いもつけていないように思えたが、矢は空気を切り裂さいて山やま形なりに飛んでいき、歩兵団の中に消えた。

　リリィのところからははっきりと見えていなかったが、構えた大盾をぶち破られ、鎧よろいに矢が当たった衝しよう撃げきで、重装歩兵が一人、後方へ倒たおれた。

　まだ距離が遠いから鎧を射い貫ぬくことはできなかったが、仲間の一人が倒れたことに周りの歩兵たちは衝撃を受けた。

「撃てぇ！　リリィエンテル様に後れを取るな！」

　エルミネの号令の下もと、櫓の長弓隊が一いつ斉せいに矢を放つ。

　ほかの櫓からもほぼ同時に矢が放たれ。

　何人かの重装歩兵が倒れたり、よろめいたりした。

「敵は密集隊形を取っておる。狙いなどつけんでも当たるぞ！」

　と叫びながら、リリィは次から次へと矢を放つ。

　大の男が全力で引き絞らなければならない長弓を、子供のように小こ柄がらなリリィがただの弓のように軽々と引き絞って矢を撃っている様は、端はたで見ていると違い和わ感かんが半はん端ぱないが、彼女の部下にはもう見慣れた光景で、驚おどろく者も感心する者もいない。

　というより、彼らは彼らで長弓を引き絞り発射するので精せい一いつ杯ぱいなのだ。

　鼻歌交じりで長弓を撃っているリリィは、やはり化け物と言うに相応ふさわしい兵つわものだった。

　倒れる重装歩兵の数が増え。

　中には鎧や兜かぶとを射い貫ぬかれる者も出てきた。

　だが、いかんせん数が多い。

　数十人が倒れたくらいでは、重装歩兵の進撃は止まらない。

　けれど、その背後にいる歩兵団からは倒れる兵が続出する。

　すでに通常の弓が届くくらいに彼我の距離が縮まっていたのだ。

　双方の頭上に矢が雨あめ霰あられと降り注いだ。

　いくら大盾を構えていても、隙すき間まから抜ぬけてくる矢が増える。

　弓を撃つため、弓兵は重くて動きにくい鎧を着ることはできない。

　矢が当たれば手傷を負う。

　長弓が当たれば、大盾が壊こわれることもあった。

　大盾が消えて無防備になった箇所では、ばたばたと弓兵が倒れた。

　一方、陣地に籠こもるサイファカール軍の弓兵は、矢避よけのための板壁の陰かげや小屋の中に隠かくれているから、歩いてくる敵兵に比べると犠ぎ牲せいは少ない。

　緒しよ戦せんでは、討うち死にする兵の数はミラニエゥス軍のほうが圧あつ倒とう的てきに多かった。

　だが、それも重装歩兵団が陣地に迫るまでの話だ。

　重装歩兵が陣地内に雪な崩だれ込んでくれば、弓兵では相手にならない。

　剣や槍やりでも重装歩兵を止めるのは難しい。

　重装歩兵を止めるには重装歩兵……なのだが、リリィの軍団には重装歩兵という兵種がいなかった。

　それはミッコーリが率いる軍団も同様で、サイファカールの策を実行するために、敢あえて足の遅おそい重装歩兵を用意していなかったのである。

　ここでの迎撃戦の目標は、敵の弓兵を削けずること。

　迫せまり来る重装歩兵は無視して、弓隊は敵の弓歩兵を集中的に狙ねらっていた。

　もっとも、ふつうの弓で重装歩兵を狙っても倒すことはできないから、当然の策ではあったのだが。

　集中攻こう撃げきのかいあって、敵の弓兵は大きな損害を出している。

　飛んでくる矢も、当初に比べればだいぶ薄くなってきた。

　けれど重装歩兵の損害は軽けい微びということもあって、ミラニエゥス軍は前進を止めようとしない。

　すでに敵の前列はサイファカール軍陣地の目前まで迫ってきていた。

「よし、頃ころ合あいじゃな」

　弓を下ろしたリリィが、傍かたわらのエルミネに向かって叫んだ。

「下りるぞ、エルミネ！」

「はい、承知であります！」

　櫓の梯はし子ごを飛ぶように駆かけ下りたリリィは、下に控ひかえていた幕僚たちに命令を下す。

「撤てつ収しゆうじゃ！　作戦どおり速すみやかにこの場を離はなれる！」

「撤収だ！」

「撤収──っ！」

　狂くるったように鉦や太鼓が鳴らされ。

　予あらかじめ用意されていた狼煙のろしが上がり。

　辺りにいた兵たちは置いてあった矢避けの盾を手に取ると、飛んでくる矢の方向に盾をかざして、後ずさりしつつ陣を離れていった。

　櫓からも、板いた壁かべからも、掘ほっ建たて小屋からも。

　続々と兵が離れ、後退していく。

　サイファカールやリリィが心配したのは、この瞬しゆん間かんだった。

　このとき、敵の弓兵が無傷に近い状態で残っているようだと、後退していく味方の兵に大きな犠牲が出かねない。

　だからこそ迎げい撃げき側は、重装歩兵団はそっちのけで後方にいる弓兵を狙ったのだ。

　その際、やはり長弓隊の威い力りよくは絶大だった。

　長弓で破は壊かいされる大盾が増えるに連れ、体をさらけ出す弓兵が多くなり、サイファカール軍の弓矢による集中攻撃は敵の弓兵に多大な損害を与あたえることに成功したのだった。

　いま飛んでくる程度の矢の密度なら、盾を構えて下がっていけば、それほど兵に犠牲は出ないだろう。

　重装歩兵には陣地を突とつ破ぱされてしまうが、元々この陣地は捨てるつもりだったのだから惜おしくはない。

　追いかけられたとしても相手は重装歩兵、足が遅いから追いつかれる虞おそれはなかった。

　ミラニエゥス軍主力に属する騎兵の大半を後方へ回してくれたおかげで、騎兵に追撃されて味方の犠牲が増える……という事態も免まぬかれた。

　ここまでのところ、戦いくさはサイファカールが思い描えがいたとおりに推移している。

　あとは左側面に展開した味方部隊が上う手まく離り脱だつし、逃にげる勢いを利用して狙った獲え物ものに食いつけるかどうかの勝負だ。

「どうじゃ!?　ミッコーリの軍団も上手く逃げられそうか!?」

　追いついてきたエルミネにリリィが訊きいた。

「と思いますが、詳しよう細さいは不明です、申し訳ありません」

「謝る必要はない。こんな忙せわしない戦では、隣となりの陣地を気にする暇ひまもないからのう」

　駆けながらリリィは笑った。

（むしろミッコーリのところは、少し逃げ遅おくれて幾らか兵を損そこなってくれたほうがありがたいくらいじゃからな）

「敵の騎兵を受け持ったシュメイルの軍団は大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「あやつの部下には弓の名手が多い。後方には騎馬のための罠わなも仕し掛かけてある。なんとかなるじゃろ」

「となると、あとはグラゥクス軍団の奮ふん闘とう次し第だいというわけですね」

　というエルミネの言葉に、リリィは、ふん、と鼻を鳴らした。

「あの男ならなんとかするじゃろうよ。儂わしも正面を受け持って思う存分に暴れてみたかったのじゃがのう」

「この撤収が上う手まく行くかどうかが作戦の肝きも。殿でん下かもそうお考えになったからリリィエンテル様をこちらに回したのではありませんか」

「そう思えば悪い気はせんがな」

　リリィは、またもくくっと笑った。

「しかしなぁ、サイファカール殿下の考える策はほんに底意地が悪い。そうは思わんか、エルミネ？」

「え？　い、いえ、わたしにはなんともわかりかねますが」

「いやいや、あれだけ悪あく辣らつな皇子殿どのもそうはおらんぞ？」

「ですから。わたしに同意を求めないでください」

「まぁいいがの」

　走りながら、リリィは前方を見やった。

　そちらにはグラゥクス軍団とドゥートス軍団、マルチダス軍団、エルク軍団の二万が陣じんを敷しいている。

「さて、連中のお手並み拝見と行こうか」
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「狼煙のろしが上がりました！」

　簡易櫓やぐらに立っている見張りの兵が大声で叫さけんだ。

　それを聞いて、伝令の兵が本陣へと走った。

　駆け込んだ伝令兵は、グラゥクスに対して叫ぶように報告を上げた。

「狼煙、上がりました！」

「ようし、出るか」

　並の物の倍はあろうかという大きくて頑がん丈じようそうな床しよう几ぎに悠ゆう然ぜんと座っていたグラゥクスが、のっそりと巨きよ体たいを浮うかせた。

「おめえら、ここが踏ふん張りどころだ！　拾ってくれたサイファカール殿下に恩を返すときだ！　しくじるんじゃねえぞ！」

　彼の周囲にいた昔からの彼の部下が一斉に返事を寄よ越こした。

「おお！」

「任せてくれ、頭かしら！」

「もう頭じゃねえだろ！」

「任せてください、将軍……でいいんすか？」

　グラゥクスは幅はばの広い大きな肩かたを少しすくめてみせた。

「まぁ……いいんじゃないか」

「よっしゃ、やるぜ！」

「敵に目にもの見せてやらぁ！」

　グラゥクス軍団が慌あわただしく動き出した。

　それはエルク軍団もドゥートス軍団もマルチダス軍団も同じだった。

　ここで働いてサイファカールに自分たちの存在を印象づける。

　この先、出世していくためには、それが絶対に必要なことだった。

　とくにエルク＝レイン、ドゥートス、マルチダスの三人は、元々ロキシーヌ皇子の部下だった軍団長だ。

　自分たちがサイファカールの役に立てる人物であることを見せておかなくては、早々にお払はらい箱ばこになりかねない。

　下は一いつ兵ぺい卒そつから上は軍団長まで、今こそ死しに物もの狂ぐるいで働くときだと覚かく悟ごを決め、敵陣を突破するための陣形を整えるのだった。
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　正面に位置する四個軍団二万は縦陣の隊形を取った。

　先頭に位置するのがグラゥクス軍団で、その後方にエルク軍団、さらにその後ろにドゥートス軍団とマルチダス軍団が続く恰かつ好こうである。

　軍団ごとの隊形は蜂ほう矢しの陣と呼ばれるものだった。

　先頭に打撃力のある少数の部隊を置き、錐きりを揉もみ込むように敵陣に穴を開け、続く部隊がその穴を広げていくという陣形だ。

　鎧よろいに身を包んだグラゥクスは特別大きな黒馬に跨またがり、自分の軍団の先頭に近い場所にいた。

　つまり、敵にいちばん近い場所にいることになる。

　軍団長が指揮を執とるには常識外れな場所と言えるが、リリィ同様、グラゥクスはまったく気にしていない。

　錐の先せん端たんとして敵陣に穴を開けるのに彼ほど相応ふさわしい兵つわものはいなかった。

「さぁ行くぞぉ、てめえら！」

「おお──っ！」

「この戦に勝てば恩賞は思いのままだぞ！」

「うおおお──っっ！」

「と、つ、げ、きぃぃぃぃ！」

　グラゥクスは山割りと号する巨大な剣けんを右みぎ肩かたに担かつぎ、左手で握にぎった手た綱づなを扱しごいた。

　グラゥクスを乗せている馬が桁けた外はずれた巨体のせいもあって、遠目には馬ではなく、犀さいか何かに跨がっているように見える。

　グラゥクスを乗せた大きな馬が、ゆっくりと走り出した。

　蹄ひづめが地を蹴ける度たびに地面が揺ゆれるような錯さつ覚かくを覚える。

　グラゥクスと彼が率いる騎き兵へい一千は鬨ときの声を上げて陣地から飛び出し、大地を揺るがせてミラニエゥス軍の中央部隊目がけて突とつ撃げきしていった。

　そのあとに弓を抱かかえた弓兵が。

　少し遅れて槍やりを掲かかげた重装歩兵団が。

　続々と陣地を離れ、自分たちの正面にいる敵部隊目がけて走り出す。

　最後に軽装歩兵団が陣地を飛び出し、それで堅けん陣じんは蛻もぬけの殻からになった。

　せっかく築いた堅陣を捨てて突撃するのだから、サイファカールも思い切った策に出たものである。

　それだけに、この策は相手の意表を衝ついた。
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　いきなり敵陣から騎馬部隊が飛び出し、一直線に自分たちの陣を目指して疾しつ駆くしてくるのを見て、見張りの兵は腰こしを抜ぬかしそうなほど驚おどろいた。

　サイファカール軍は構築した陣地に籠こもって専守防衛の戦いをするはず。

　そんな思い込みが全軍に蔓まん延えんしていたから、相手が陣地を出てくる可能性など、まったく考こう慮りよしていなかった。

　しかも陣から出てくるだけでなく突撃してくるというのは、ミラニエゥス軍からすればあり得ない事態だった。

　だが、彼らが目にしたものは、目の錯覚でも白はく日じつ夢むでもない。

　たしかにサイファカール軍の正面に位置していた部隊は、そのすべてが陣地から出て、騎兵を先頭にこちらに向かって突撃をかけてきている。

　側面に回った主力部隊の戦果を待っていればよかった正面部隊の指揮を任されたクレマンスは仰ぎよう天てんし、激しく動どう揺ようした。

　敵が防ぼう御ぎよ、味方が攻こう勢せい。

　そういう色分けになっていたから、味方はしっかりした防御陣地を構築していない。

　そもそも、そんな時間的余よ裕ゆうはなかったのだ。

　防御陣地がなければ、兵数的には互ご角かくでも、先手を取られた分、不利になる。

　このまま騎馬突撃を許せば、味方の前衛はあっさり崩くずれてしまうかもしれない。

　もし前衛が崩れれば、混乱は中衛に及および。

　正面軍全体が敵に切り崩される虞おそれが出てくる。

（不ま味ずい！）

　クレマンスは蒼そう白はくになった。

　正面軍後方の本陣にはミラニエゥス皇子がいるのだ。

　敵が正面軍の奥深くまで入り込めば、ミラニエゥス皇子の身に危険が迫せまる。

　そして、それこそがサイファカールが狙ねらったことだった。

　サイファカールは、ミラニエゥスが自ら自軍の指揮を執ることなど絶対にないと確信していた。

　戦場から離はなれた場所にいる可能性もあったが、総大将が戦場にいないのでは兵の士気に関かかわる。

　いない、という可能性は低い。

　できるだけ安全な場所ではあっても、戦場のどこかにはいる。

　となると、蓋がい然ぜん性が高いのは攻こう撃げきを仕し掛かける左右の部隊ではなく正面の部隊後方だ。

　サイファカールは、そう読んでいた。

　ならば。

　攻撃部隊が左右に回ったとき、手て薄うすになった正面軍を攻せめて討うち破れば、ミラニエゥスを捕とらえるか、あるいは討ち果たせると考えたのだ。

　サイファカール軍は専守防衛の態勢。

　そう相手に思い込ませるための堅陣構築。

　しかしサイファカールの真の狙いは、正面突とつ破ぱで敵の総大将を討ち取る、あるいは捕ほ縛ばくすることだった。

　正面軍の指揮官クレマンスも、今さらながらにサイファカールの狙いに気づいた。

（いかん。ミラニエゥス殿でん下かの安全だけは確保しないと）

　クレマンスは何を措おいてもミラニエゥスを逃にがすことを優先した。

「親衛隊長ゲオルニクスに伝令！　ミラニエゥス殿下を守って落ち延びよと伝えるのだ！　我らはなんとしても殿下が安全な場所まで行かれる時間を稼かせぐ」

「ははっ！」

（なんとか敵の突撃を支えれば、右に回った主力部隊が駆かけつけてくる。それまで保もち堪こたえられれば、今度は敵の突撃部隊が我が軍に挟きよう撃げきされることなって形勢は逆転する！）

　そんな読みもクレマンスにはあった。

　彼はアウレガとタゥアデスの両軍団長にも伝令を送り、「友軍が駆けつけるまで、その場を死守」するように伝えさせた。




　クレマンスのこの判断が妥だ当とうだったかどうかは史家によって評価の分かれるところだ。

　もっといい手段があったはずだ。

　もっといい決断ができたはずだ。

　そう言う史家は多い。

　一方で、あの混乱の中では致いたし方がない決断だったと言う史家もいる。

　クレマンスはクレマンスなりに、部隊指揮官として精せい一いつ杯ぱいのことはやったと認める史家もいる。

　もっといい方法があったというのは結果論で、ほかの手段を採ったとしても、戦いくさの流れは覆くつがえしようもなかったと主張する史家もいる。

　筆者は最後の主張に同意したい。

　戦の帰き趨すうはすでに決まっていたのだ。

　サイファカール軍が八万を超こえる大軍に膨ふくれ上がった時点で、彼の軍はそこにいるだけでミラニエゥス軍の帝てい都と進撃を阻はばむことができるようになった。

　それはミラニエゥス軍首脳が描えがいた戦略が破は綻たんを来きたしたことを意味する。

　そのとき、すでに勝敗は決していたのだ。

　勝敗は戦せん闘とうが始まる前に決しているのだという東方の偉い大だいな軍略家の言葉は正しかったのである。

　とはいえ、ミラニエゥス軍も、もう少し粘ねばれたはずだという思いは拭ぬぐえない。

　正面軍同士の兵力比ひ較かくでは、ほとんど差はなかったのだ。

　たしかにグラゥクスと彼の配下の騎兵突とつ撃げきの勢いは大したものだった。

　だが、それだけで前衛の部隊が崩れてしまうはずがない。

　自分たちが予想もしなかった敵の突撃。

　自分たちの総大将が危あやうくなったという危機感。

　迎げい撃げき準備もできないまま敵が迫ってくることによる焦あせり。

　そして総大将が逃げ出したという喪そう失しつ感かん。

　それらの要因が重なり、絡からみ合い、ミラニエゥス軍兵士の戦闘意い欲よくを低下させてしまったのだろう。

　グラゥクスが率いる騎馬部隊が突つっ込んできただけで、ミラニエゥス軍正面軍の前衛はその陣形が崩れてしまった。

　そこへエルク軍団が、続いてドゥートス軍団とマルチダス軍団が突進してきて、前衛の部隊はほぼ消しよう滅めつした。

　だが、それだけなら、まだ保もち堪こたえられただろう。

　じっさい、前衛が消えたおかげで前線に立つことになった中衛は奮ふん闘とうしていたのだ。

　自分たちが破られればミラニエゥス殿下が危なくなるという危機感が、逆に彼らを衝き動かしたと言える。

　だが、その奮闘も長くは保もたなかった。

　やがて右側面に位置していたはずのヨーコ軍団が突っ込んできた。

　続けてリリィ軍団が。

　ミッコーリ軍団が。

　ドゥールドォール軍団が。

　サイファカールと彼の親衛隊が。

　マグニトゴルス軍団が。

　最後にシュメイル軍団が。

　次々と正面の戦場に姿を現した。

　それを見たミラニエゥス軍正面軍は、誰だれもが剣を、槍を、弓を捨て、一目散に戦場から逃げ出していったのである。

　クレマンスは勇ゆう敢かんにも最後までその場に踏ふみ止とどまり奮戦を続けたが、やがて大波のように押し寄せてきたサイファカール軍に吞のみ込まれ、その姿を消した。

　そうしてミラニエゥス軍正面軍は雲うん散さん霧む消しようし。

　サイファカール軍は、逃げるミラニエゥス皇子を全軍を上げて追撃し。

　ミラニエゥス皇子を守る親衛隊からも離り脱だつ者が続出し。

　ついに逃げ切れないことを悟さとったミラニエゥスは馬車を止めさせた。

「ゲオルニクス」

　呼ばれて親衛隊長が駆け寄ってきた。

　馬車から顔を覗のぞかせたミラニエゥスは、優やさしい声で、

「ご苦労さん」

　と言った。

　それで親衛隊長は、ミラニエゥスが降こう伏ふくするつもりであることを知った。

「まだ逃げられます、殿下！　逃げ切れれば再起の道はあります！」

　眦まなじりを決して訴うつたえるゲオルニクスに、ミラニエゥスは微笑ほほえんでみせた。

「もう逃げられないさ。たとえ逃げられたとしても、再起の道はない。ないんだよ、ゲオルニクス」

　ゲオルニクスは俯うつむき、唇くちびるを嚙かむことしかできなかった。

「とはいえ、ここで敵が来るのをおとなしく待つのも馬ば鹿からしい。俺は単独で走るから、みんなはそのあいだにどこか適当なところへ逃げなさい。ロンディウム州旗と俺の旗を掲かかげていれば、追っ手はみんな俺を追いかけてくるさ」

　ゲオルニクスが顔を上げた。

　すべてを受け容いれ、覚かく悟ごを決めた爽さわやかな表情だった。

「では、わたくしもお供いたします」

　ミラニエゥスが困こん惑わくしたような顔になる。

「だからもう供は必要ないんだよ。俺の配はい慮りよを無にしないでくれるかな」

「いいえ。いくらミラニエゥス殿下のご命令でも、こればかりは聞けません。親衛隊長が殿下を見捨てて逃げ出したなど、末代までの笑わらい種ぐさになってしまいます。そのような真ま似ねをするくらいなら、ここで首を落として自害いたします！」

　ミラニエゥスは、はぁぁ、とため息を吐つくと、

「仕方ないな。じゃ、一いつ緒しよに来て」

　と言った。

「は！」

　ゲオルニクスが低頭すると、周りから次々に、

「わたくしも！」

「最後までお供いたします！」

「どうかお連れ下さい！」

　などという声が上がった。

「みんながそれでいいなら、いいよ。でも、俺は戦うつもりはないからね？　敵に追いつかれたら一戦交えず降伏するよ？　それでいいのかい？」

　そんなミラニエゥスの問いに、代表してゲオルニクスが答えた。

「ミラニエゥス殿下の御み心こころのままに。ただし。降伏したにも拘かかわらず敵が殿下を害しようとした場合は、最後まで殿下をお守りいたします。それだけはお認め下さい」

　ミラニエゥスは、やれやれと頭を振ふった。

「まぁ仕方がない。その場合も君たちの好きにしなさい。ただし。サイファの部下なら、降伏した俺を問答無用で斬きり捨てることはしないと思うけどさ」

　じっさい、ミラニエゥスの読みどおりだった。

　ミラニエゥスは真っ先に追いついてきたリリィ軍団に降伏したのだが、彼の身み柄がらを確保したリリィは彼を反逆者としてではなく皇子として遇ぐうし、丁重に扱あつかったという。

　できれば殺さずに捕らえたい。

　捕らえたら罪人としてではなく兄として処しよ遇ぐうしたいというサイファカールの意向を受けてのことだった。
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　見てきたように、総大将ミラニエゥスは早々に戦場を脱だつ出しゆつしていった。

　一方、攻撃が空から振ぶりに終わったミラニエゥス軍主力は撤てつ収しゆうしていくリリィやミッコーリ軍団を追いかけたのだが、何しろ先頭を行くのが足の遅おそい重装歩兵団なのだから、追いつけるはずもない。

　騎き兵へいのほとんどを後方に回していたのが祟たたった恰かつ好こうである。

　一方、サイファカール軍右側面に回ったレムリガスの軍団には最初から突とつ破ぱするつもりがない。

　主力を助けるための陽動攻こう撃げきなのだから、主力が攻撃を開始した後は、小こ競ぜり合あい程度の戦闘しかしていなかった。

　ヨーコ軍団やドゥールドォール率いるペリージア州軍団が陣じん地ちを引き払はらって転進しても、レムリガス率いる四個軍団はその場に留とどまったままだった。

　いざとなったらサイファカールに膝ひざを屈くつして……と考えているレムリガスには、最初から追撃する気はなかったのかもしれない。

　ミラニエゥス軍主力が戦場となった自陣営正面まで戻もどってきたとき、そこには敵の兵も味方の兵もいなかった。

　彼らが目にしたのは、大地に転がる多くの味方の兵の遺い骸がいだった。

　九万五千のうち七万以上が無傷だったにも拘かかわらず、戦は総大将を捕とらえられたミラニエゥス軍の完敗に終わった。

　担かついでいた御み輿こしを失うとミラニエゥス軍は忽たちまち瓦が解かいし、首脳の下もとからは潮が引くように将兵が去っていった。

　すでに本ほん拠きよ地ちであるロンディウム州は失ったも同然だ。

　彼らには帰る場所がなかった。

　ある者は失意に塗まみれ。

　ある者は復ふく讐しゆうの念に囚とらわれ。

　首脳陣は僅わずかな手勢を率いただけで、てんでんばらばらに落ちていった。

　その中の何人かが、後にチチェリアーナ皇女の軍に加わっていたのは、ある意味、必然と言えるのかもしれない。
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　勝利が確定した後、サイファカールは囚われの身となったミラニエゥスと会見した。

　サイファカールの本陣へと引き立てられたミラニエゥスは、手て枷かせこそ嵌はめられていたが、囚しゆう人じんや逆ぎやく賊ぞくに対するような扱いはされていなかったという。




「やぁ、兄上」

「久しぶりだな、弟」

　軽装鎧よろいを身に纏まとって床しよう几ぎに腰こしを下ろした二人は簡単な挨あい拶さつを交かわし、互たがいの顔を見つめ合う。

　サイファカールはすぐに兄の顔から視線を外すと、彼の手首に向けた。

「窮きゆう屈くつな思いをさせてごめん」

「まぁ俺は敗者だからそれはいいんだが。敗者というか、反逆者か。で？　勝者様は俺を、反逆者を殺すのかい？」

「そんなことはしないよ」

　ミラニエゥスは、ふぅん、と小さく唸うなって首を捻ひねったが。

　やがて、改めて探さぐるような目をサイファカールに向けてきた。

「いいのか？」

「兄上にはどこかに隠いん遁とんしてもらって、好きなだけ読書を楽しんでもらえば、僕はそれでいいと思っているよ」

「はっ。そうかそうか。はははっ」

　ミラニエゥスは、ひとしきり大たい笑しようした。

「本さえ読めるのなら俺に不満はない。監かん禁きんでも投とう獄ごくでもおまえの好きなようにしてくれればいい。また誰かが俺を担ぎ出すのをおまえが不安に思うなら、皇子の地位を返上して庶しよ人じんに落ちてもいいんだぞ」

　サイファカールは考える素そ振ぶりも見せず、言げん下かに否定した。

「地方でおとなしく読書をしていてくれれば、そこまでしてもらう必要はないかな」

「わかったわかった。いくらでもおとなしく読書してやる。その代わり、新刊本が出たらすぐに届けてくれよ？」

　サイファカールは、くす、と小さく笑った。

「それは約束するよ。ただし。今は皇太子殿どのの手前、罪人という扱いになってしまうけど、それは勘かん弁べんしてほしい」

「俺は本さえ読めればそれでいいんだ。扱いはおまえに任せる。もし皇太子から庇かばいきれなくなったら、あいつに献けん上じようしてくれてもいい」

　というミラニエゥスの言葉に、サイファカールは真ま面じ目めな顔で応こたえた。

「そんなことはしないさ。それも約束する」

　サイファカールは、本好きという共通の趣しゆ味みを持つミラニエゥスのことは、ほかの兄弟姉妹しまいよりも近しく感じていたし、親しみを持っていた。

　だから捕らえたミラニエゥスを帝てい都との側に売り渡わたすようなことはしないと、本気でそう思ったのだ。

　サイファカールは帝都からの追つい及きゆうの手を誤ご魔ま化かすために、ミラニエゥスは生死不明という噂うわさを流し、同時に先勝報告書にもそう書いて帝都に送ることにした。

　少しのあいだ、二人の皇子はとりとめもないことを話した。

　それは兄弟として、じつに久しぶりの雑談だった。

　雑談の最後には二人の顔から笑みも零こぼれていた。

　やがて久方ぶりの兄弟の会見も終わりを告げ。

　サイファカールは兄に挨拶をして立ち上がった。

「じゃあね、兄上。悪いようにはしないから、そこは安心して」

「ああ、そこは安心しているさ、サイファ。ところで」

「ん？　何かある？」

　ミラニエゥスは正面からサイファカールの顔を見み据すえ、力強い口調で訊きいてきた。

「おまえの戦いぶりを見てると、帝てい国こくの主あるじの座にずいぶんと執しゆう着ちやくしているように思える。だけど俺に言わせれば、皇こう帝ていなんて責任と義務と気苦労ばかりが大きくて、あまり楽しいものじゃないと思うんだが。おまえはどうして玉ぎよく座ざに座りたいと思うんだ？　世界最高の権力はそれほど魅み力りよく的か？　世界中の富を手にすることはそれほど魅み惑わく的か？」

　兄の問いにサイファカールは、ふっ、と笑うように息を吐はいた。

「僕が皇帝の座を目指すのは、その手の欲よく望ぼうよりも義務感からなんだよ」

「義務？」

　驚おどろきの顔を向けてきたミラニエゥスは、

「玉座に座るのがおまえの義務なのか？　それはまた」

　と少し呆あきれたように、そして少し皮肉を効かせて言った。

「壮そう大だいで豪ごう勢せいな義務だな」

[image: ]

　サイファカールは、くすくすと笑う。

「そういう意味じゃない、兄上。僕が言う義務とは、親父おやじ殿が創つくり上げたこの世界帝国を分ぶん裂れつさせない、させてはならないという意味さ。だって、この世界帝国は親父殿の人生を懸かけた宝物なんだ。むしろ人生その物だと言ってもいい。それは、どんな金銀宝玉よりも大事で大切なものなんだ。僕にとってはさ」

「そうか。なるほど」

　ミラニエゥスは感心の顔になって何度も頷うなずいた。

「おまえは親父殿と通じ合っていたというわけか。理解し合っていたというわけか。共通の価値観を有していたというわけか。それは少し」

　そこで言葉を切ったミラニエゥスは、一いつ拍ぱく置いてから言葉を継ついだ。

「羨うらやましいな」

　それきり、ミラニエゥスは何も言わなかった。

　サイファカールも、何も返さなかった。

　こうして二人の「雑談」は終わったのだった。




　余談だが、サイファカールが帝都を陥おとした後、ミラニエゥスはサイファカールの直ちよつ轄かつ領である地方都市に移送され、そこで読書三ざん昧まいの余生を送った。

　世事に煩わずらわされることなく読書に集中できる環かん境きようを得たといって、ミラニエゥスは心底サイファカールに感謝していたという。

　このことが伏ふく線せんとなって、サイファカールの兄に対する処断は後に意外な効果を発揮することになるのだが、それはサイファカールですら与あずかり知らぬことだった。
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　こうして、サイファカールとミラニエゥスの生き残りを懸けた決戦は、サイファカールの完勝に終わった。

　対ミラニエゥス戦の最高指揮官として戦場に立ったサイファカールは、同時にミコノス兄弟の風上に立つことにもなった。

　サイファカールは兄弟に、奪とった二州──ベルガル州とバララガン州──の支配権を自分の責任で認めると言明し、皇太子には僕から報告しておくとも言った。

　兄弟としてはせっかく奪った二州を要いらないと言うわけにもいかないので、ありがたく頂ちよう戴だいしたのだが、それでサイファカールはミコノス兄弟の上に立つ形になった。

　兄弟からすれば、気がついたらサイファカールの風下に立っていたわけで、何が何やら、狐きつねに摘つままれたような思いだったことだろう。

　それはドゥールドォール将軍も同じで、サイファカールは彼に、

「反逆者の本ほん拠きよ地ちであるロンディウム州を押さえておけるのは将軍以外にいない。帝国に平和が戻もどり、皇太子に返せるときが来るまで、どうか預かっていてほしい」

　と言った。

　そう言われてしまえば、律りち儀ぎなドゥールドォールとしては引き受けざるを得ない。

　彼は自分の軍団を率いてロンディウム州へと向かった。

　サイファカールは、自分の野望の邪じや魔まになりかねないドゥールドォール将軍を、味方にしたまま自分のところから遠ざけるという離はなれ業わざを行ったのだ。

　この後、皇太子を補ほ弼ひつするため帝都に向かうと宣言したサイファカールには、周辺諸州から参さん陣じんする者があとを絶たず、進発するまでに彼の軍は十五万以上に増えていた。




　　　　19




　帝都に向かって進軍する準備を進めている最中に、サイファカールは「始まりの十三人」を本陣に呼び集めた。

　すでにその頃ころにはセイヤやレフラフティ、ザネッティ、シュラトゥ、そしてステラステラも合流していた。

　東辺境州へサイファカールが着任したとき。

　あのとき彼は、帝都を追われ、前ぜん途とを絶たれた皇族という立場でしかなかった。

　そんな彼に帝都から従ついてきたのが、フレイヤ、リ・イン、ネムネモ、ステラステラ、シュラトゥだった。

　東辺境州へ行く途と中ちゆうで部下に加えたのがグラゥクス。

　東辺境州で新たに部下になったのが、ザネッティ以下、リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカ、ヨーコ、シュメイル、ギ・ジュカ、セイヤ、レフラフティ。

　これも余談だが、ここまで役立たずでしかなかったレフラフティが、サイファカール艦かん隊たいとチチェリアーナ艦隊が西の内海で大海戦を行った際、艦隊司令として見事にサイファカール艦隊を勝利に導く大活かつ躍やくを見せたということをつけ加えておこう。

　チチェリアーナ皇女に左さ遷せんさせられ東辺境州へ飛ばされたレフラフティが勝利の立役者となったことにも歴史の皮肉を感じずにはいられない。

　それはさておき。

「始まりの十三人」を呼び集めたサイファカールは、彼ら、彼女らの前で堂々と宣言した。

「さあ、これから帝てい都とへ向けて進しん撃げきするよ。でも、皇太子を助けるために行くんじゃない。僕が帝都へ向かうのは、僕が帝国の第二代皇帝になるためだ」

　十三人のあいだから拍はく手しゆと歓かん声せいが湧わき起こった。

　誰だれの顔も輝かがやいていた。

　サイファカールに懸けた自分たちの判断は間ま違ちがっていなかったのだという自負と誇ほこりと喜びに満ちていた。

　いきなり立ち上がったフレイヤが、

「ロムニア帝国第二代皇帝サイファカール様、万ばん歳ざい！」

　と叫さけび出すのを、サイファカールが慌あわてて止めた。

「気が早すぎるよ、フレイヤ。君たちには僕の本音を言ったけど、世間的には、あくまで僕は皇太子を助けるために帝都へ向かうんだからね？　それを忘れてもらったら困る」

「これは申し訳ありません。不ふ肖しようフレイヤ、短たん慮りよでありました」

　と頭を下げるフレイヤに向かってリ・インが──もうこのときは杖つえを突ついていなかった──揶や揄ゆするように言った。

「フレイヤは頭に回るべき栄養がすべて胸部へ回ってしまったから脳のう味み噌そが育たなかったものナ？　短慮なのは仕方がなイ」

　即そく座ざにフレイヤは眉まゆを撥はね上げて反論する。

「そういうあなたは、頭にも胸にも栄養が足りていないようでありますが？」

「失敬ナ！　足りてるヨ。どちらも足りてるのヨ！　胸も頭もどちらも足りていないのはネムネモだヨ！」

　がた、と床しよう几ぎを倒たおしてネムネモが立ち上がった。

　いつの間にか右手に短たん剣けんを持っている。

　ネムネモは自分の舌先で短剣の刃はを舐なめながら言った。

「可哀かわい相そうなリ・イン。せっかく怪け我がが治りかけているのに、またわたしに怪我させられてしまうなんて」

「おまえに怪我させられるほど落ちぶれてはいないのヨ」

　床几から腰こしを浮うかせ、険悪な雰ふん囲い気きで睨にらみ合うフレイヤ、リ・イン、ネムネモの三人を東辺境州組の幹部連が呆れた顔で見やった。

　グラゥクスはフレイヤを抑おさえようとして彼女から怒おこられ。

　ステラステラやシュラトゥは見て見ぬ振ふりを決め込んでいる。

　サイファカールが、ぱん、と手を打って、皆みんなの注目を集めた。

「はいはい、フレイヤもリ・インもネムネモも抑えて。落ち着いて。静かにして。まだ話の途中だからね」

「こ、これは失礼いたしました」

「おおう、失礼したのヨ」

「ごめんな……さい」

　三人は、そそくさと床几に腰を下ろした。

　サイファカールはしばらく三人を見やっていたが、やがて徐おもむろに口を開いた。

「まだ僕が次の皇こう帝ていになると決まったわけではないんだ」

　一同が重々しく頷いた。

「とはいえ、皇太子と宰さい相しようはそれほど問題ではない」

　すると、ある者は意外そうに首を傾かしげ、ある者は驚いたように目を見開き、別のある者──フレイヤやステラステラなど──は当然だとばかりに頷いた。

　皆の反応に気を取られることなく、サイファカールは宙を見上げ、歌うように話す。

「いきなり打だ倒とうするのは無理だとしても、皇太子を無力化するのは、つまりそれは宰相を無力化することでもあるんだけど、難しくはない。その方法は、もう僕の頭の中に組み上がっている」

　全員が、おお！　と目を輝かせる。

　だが、サイファカールは意外と難しい顔をしていた。

「難しいのは。問題なのは」

　顔を戻したサイファカールが眼前に居並んだ「始まりの十三人」の顔を見回すと、ステラステラから声が上がった。

「チチェリアーナ様でございますね？」

　誰かが低い唸うなり声を上げるのが聞こえた。

「そう、問題なのは姉上のほうだ。問題と言うより、厄やつ介かいなのは姉上だ、と言ったほうがいいかな。僕が帝都を無力化しているあいだ、姉上は遠えん慮りよ会え釈しやくもなく支配地の拡大を図はかってくるはずだ。それを止めるのは容易なことじゃない。このあとしばらくは、僕と姉上による後こう継けい者しや争いが続くだろうな」

　全員が深刻な顔でサイファカールを見つめている。

　そんな一同に向かって、サイファカールはにっこりと笑ってみせた。

「でも大だい丈じよう夫ぶ。僕は姉上にも勝つ。勝って、再び帝てい国こくを統一し、帝国を発展させ、帝国に繁はん栄えいと平和をもたらしてみせるさ」

　サイファカールが力強くそう言い切ると、すかさずフレイヤから声が飛んだ。
















「皇子様にならできますとも。絶対に。微び力りよくながら我々は皇子様の覇は業ぎようをお手伝いさせていただきます」

　残りの十二人のあいだから次々と賛意を表す声が上がった。

「うん、僕もみんなの力を頼たよりにしている。よろしく頼たのんだよ」




　こうしてサイファカールと始まりの十三人が顔を揃そろえた久しぶりの会議は終わった。

　この日から十日の後、サイファカールは十五万という大軍を引き連れ、帝都を目指して進軍を開始したのだった。
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　一方その頃、チチェリアーナ軍が大陸西岸一帯を席せつ巻けんしていた。

　サイファカールが予想したとおり、皇女の軍は苛か烈れつで狡こう猾かつで容よう赦しやない戦い振りで、帝国西方域の都市を次々に陥おとし、支配地域を拡大し続けた。

　すでに皇女の支配地域の最さい東とう端たんは旧王国領近くにまで迫せまり、その動員兵力は軽く十万を超こえるに至った。

　帝都の側の対応が生なま温ぬるかったのはたしかだが、それより、サイファカールとミラニエゥスが対決しているあいだにチチェリアーナが機き敏びんに動いたからだと言えよう。

　こうして帝国の後継者争いの構図は、未いまだ帝都に皇太子が健在であるにも拘かかわらず、サイファカール皇子とチチェリアーナ皇女の対決に収しゆう斂れんしていった。

　不確定要素があるとすれば、帝国東方で暴れているビルダバルダス上将軍の存在だが、彼もやがてチチェリアーナ陣じん営えいに与くみすることになり、帝国は完全にサイファカール陣営とチチェリアーナ陣営に色分けされた。

　当初、後継者争いの舞ぶ台たいに登ることさえできなかったサイファカールは、こうして堂々たる主役の一人に上のぼり詰つめたのである。

　ロムニア帝国の分ぶん裂れつと、サイファカール皇子によるロムニア帝国再統一の前半戦はこれで終わりだ。

　サイファカールとチチェリアーナの二人が第二代皇帝の座を巡めぐって激げき闘とうを繰くり広げるという構図はこの先数年間も続くのだが、それについては、またシリーズを改めて詳しよう述じゆつすることを読者諸氏に伝え、ひとまず筆を置こうと思う。
















　サイファカールが後継者争いの主役に躍おどり出たところで、ロムニア帝国の分裂と再統一を物語風に記述した一書は終わる。

　後半戦、つまりサイファカールとチチェリアーナによる帝国を巡る激闘は、いずれまた改めて上じよう梓しする予定だが、それはいつになるかわからない。

　どうか読者諸氏にはご寛かん恕じよ願いたい。

　最後に余談とも言うべき二つの逸いつ話わを紹しよう介かいして跋ばつ文ぶんに代えようと思う。







『逸話その一』




　サイファカール直ちよつ轄かつ領の地方都市で一種の軟なん禁きん状態に置かれたミラニエゥス皇子だが、その後、サイファカールによる帝国統治が確かなものになると軟禁状態を解かれ、帝てい都とへの帰参を許された。

　けれどミラニエゥスは帝都へ戻もどらず、帝都近くの小都市に別べつ荘そうを構え、そこに隠いん遁とんして読書三ざん昧まいの日々を送ったのだった。

　彼が建てた大きな蔵書館は、後代、名門の大学として発展することになったが、それは別の話。

　ミラニエゥスは大きな病気もせず、結局、サイファカールよりも長生きした。

　俗ぞく世せとは切り離はなされたその生活は、もう二度と政争に巻き込まれるのはごめんだという彼の意思表示だったのかもしれない。

　だが、そんなミラニエゥスも晩年に一度だけ、政争に関かかわったことがある。

　それはサイファカールの没ぼつ後ご、しばらくしてからのことだ。

　サイファカールが自分の後こう継けいに指名したのが長子ではなく、世間的には意外な人物だったため、長子を戴いただく勢力が不満分子を集めて後継者に指名された皇子を取り除こうと画策した。

　帝国の先行きに再び暗雲が立ちこめ、最悪、帝国を二分した大おお戦いくさが始まるのではないかという危き惧ぐが臣民のあいだに満ち始めたとき。

　不ふ穏おんな空気が渦うず巻まく皇宮へと乗り込んだミラニエゥスは、二世皇こう帝ていの実兄として、断固たる態度でサイファカールが指名した皇子を支持することを重臣たちに告げたのだ。

　この一件を見ても、ミラニエゥスが己おのれの環かん境きように大いに満足していたことがわかる。

　同時に、そんな環境を与あたえてくれたサイファカールに感謝の念を抱いだいていたことも。

　この時点でサイファカールの兄弟姉妹しまい──つまり初代皇帝の息子むすこや娘むすめ──で健在なのはミラニエゥスだけだったから、二世皇帝の兄としての彼の存在は大きく、彼の言葉は重かった。

　ミラニエゥスの支持を取りつけた皇子は、反対勢力を黙だまらせ、あるいは取り除き、恙つつがなく三世皇帝として玉ぎよく座ざに座ったのである。

　三世皇帝はこのことを後々まで恩に感じていたらしく、ミラニエゥスの葬そう儀ぎに臨んだ際、「父にも等しい偉い大だいなる伯お父じ上うえ」という悼とう辞じを読んだほどである。

　帝国の領域を史上最大に広げ、大陸に普あまねく平和と繁栄をもたらしたこの三世皇帝の母親が誰だれだったのかという点に読者諸氏は興味を持たれるだろうが、それは次作で触ふれることになるだろう。







『逸話その二』




　サイファカールが二世皇帝として即そく位いしてから、およそ二百五十年後のことだ。

　西の大陸から大艦かん隊たいが襲しゆう来らいして、ロムニア帝国西岸に上陸し、辺り一帯を占せん拠きよした。

　やって来たのは、西の大陸に国を建てたチチェリアーナ皇女の末まつ裔えいであった。

　彼らは一時、帝てい国こく内に新たな国を創つくるほどの勢いを有した。

　最終的には帝国が盛り返し、チチェリアーナの末裔は海に追い落とされ、南の大陸へと逃のがれていったのだが、この事件が帝国に与えた衝しよう撃げきは無視できないほど大きかった。

　チチェリアーナの末裔に一時占拠された大陸西岸の都市は、その後、自治の拡大を求め、それが受け容いれられないと知るや、度たび々たび、叛はん旗きを翻ひるがえすことになる。

　これがボディブローのように利きいて、やがてロムニア帝国分ぶん裂れつの引き金になっていくのだが、それもまた別の物語である。

　帝国盟主の座をサイファカールと争って破れ、西の大陸へと逃れたチチェリアーナだが、遥はるか後の世になって彼女の末裔が意い趣しゆ返がえしをやってのけた……などと書くのは、些いささか歴史学者に相応ふさわしくない表現だろうか。







　さて、最後にサイファカールが遺のこした言葉を記しるして本作を締しめるとしよう。

　彼が皇帝として即位した少し後の言葉だと言われている。




「決断は早いに越こしたことはない。だが、早いが故ゆえに間ま違ちがうこともある。けれど、間違いを恐おそれて決断することを躊躇ためらってはならない。間違ったら、間違いを正せばいいだけだ。そのとき肝かん要ようなのは、一刻も早く、恥はじも外聞もなく、間違いを正すことだよ。そうすれば問題は後を引かないものさ。人生には恥や外聞よりも大事なことが幾いくらでもある」




　何か大きな仕事を成し遂とげたいと思う方々は以もつて銘めい記きすべし、であろう。




　というところで、拙せつ作さく、「ロムニア帝国興亡記」はこれで終わる。

　読者諸しよ賢けんのご愛あい顧こを深謝したい。










　中世の終わりの知の岸辺に立ち、寄せては返す歴史の波は濤とうを見つめながら、ジェイコブスン・Ｊ・スーニッシャーの記す。
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　というわけで「ロムニア帝てい国こく興亡記」は、これにて終しゆう了りようでございます。ご購こう読どく、ありがとうございました。

　この後の展開もいろいろと考えてはいましたが、それを語ったところで詮せん無なきことですので、これ以上は語りませんが。

「おまけ」について一言だけ。

　じつは、わたしのファミ通文庫の担当氏とファンタジア文庫の担当氏が大学の同窓の間あいだ柄がらでして、「そのうち両方（の作品）を絡からめて何かやれたらいいね」という話が出ていたのですが。

　ファミ通文庫さんで新作を立ち上げるとき、担当氏から「じゃあ『ロムニア』とコラボやったらどうでしょう」というアイディアをいただきまして。

　で、スケジュールを確認してみると、「ロムニア」の七巻が一月発売で「月げつ虹こう戦記アリエル」の発売が三月（予）。連続だったらよかったのに、と思ったとき、二月に「落ちてきた龍王ナーガと滅ほろびゆく魔ま女じよの国」の九巻の発売予定が入っていることに気づきまして。

「だったら、三作で自作コラボとかやったらどうすかね？」

　と提案してみたところ、意外にも採用されてしまいまして。

　斯かくして、この「ロムニア」七巻で「ロムニア」と「ナーガ」のコラボを、二月発売の「ナーガ」九巻で「ナーガ」と「アリエル」のコラボを、三月発売の「アリエル」二巻で「アリエル」と「ロムニア」の自作コラボをやることになったのでした。

　こうして、思いつきで自分の首を絞しめていく……。

　時間的な余よ裕ゆうがなかったので、今回のおまけ──というか外伝というか──はほぼ一日で書いたのですが、スケジュール的にはともかく、書いていて楽しかったです。読んでも楽しいモノに仕上がったはずです。

　というような経過を経て、二月発売の「落ちてきた龍王と滅びゆく魔女の国」九巻には「ナーガ」×「アリエル」のコラボ外伝が載のります。

　三月発売の「月虹戦記アリエル」二巻には「アリエル」×「ロムニア」のコラボ外伝が載ります。

　お楽しみいただけたら、と思います。




　それはさておき。

　今月（十一月）で札さつ幌ぽろに移住してから五年が経ちました。

　もう五年も経ったのか、というそこはかとない感かん慨がいと同時に、まだ五年しか経っていないのか、という軽い驚おどろきもあったりします。

　なんかもう、ずっと以前から住んでいるような気がするのですよ。

　それほどすんなり札幌の街に馴な染じめています。

　越こしてくる前は冬の寒さが不安だったのですが……今なら断言できます。

　人間、寒さには割とすぐに慣れるものだと。

　逆に暑さには慣れません。

　むしろ、年を取れば取るほど暑さに弱くなっていく気がします。

　関東平野に比べて気温も湿しつ度ども低い札幌の夏は、じつに快適。

　連日の猛もう暑しよ日びに苦しめられていた人間からすれば、天国と言っても過言ではない。

　エアコン（冷れい房ぼう）の稼か働どう日、一夏で五日くらいしかないですからね。

　埼さい玉たまに住んでた頃ころなんて、六月後半から九月中なか頃ごろまで、連日フル稼働でしたもの。

　そのエアコンも、そろそろ買い換かえどきかもしれません。

　埼玉にいた頃から酷こく使ししていたものなぁ。

　最近では「強力暖だん房ぼう」を謳うたった機種もあるらしいので、それが狙ねらい目めかな。

　さて、恒こう例れいの「今後の予定」ですが。

　すでにコラボの説明のときに触ふれましたが、繰くり返かえすと。

「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国 Ⅸ」が二月発売。

「月げつ虹こう戦記アリエル──七に色じの瞳ひとみを持つ王女」が三月発売です。

　肝かん心じんの富士見ファンタジア文庫さんに関して言えば、まさに今、次作を仕込み中でして、企き画かくが無事に編集会議を通れば、来年（二〇一六年）のどこかでお目にかかれるかもしれません。

　早ければ夏頃ごろに、遅おそくても秋には新作をひっさげて戻もどってきたいと思いますが……まぁ予定は未定と言いますし、さてどうなりますか。

　では、次は二月に出る「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国Ⅸ」でお目にかかりましょう。




　舞まい阪さか百貨店新別館稼か働どう中→http://maisaka100ka.blog.fc2.com/

　ツイッターも、たまに細々と思い出したように呟つぶやいてます。




　二〇一五年一一月吉きち日じつ


舞阪＠ジュビロ磐いわ田た昇しよう格かくおめでとう！ 洸こう　拝　
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　そのときグラゥクス大隊は敵の背後を襲おそうべく、篠しの突つく雨をものともせずに山を駆かけ登っていた。だが、空は暗雲に覆おおわれ、雨はますます激しくなり、遠くで雷らい鳴めいが轟とどろくのが聞こえた。昼間だというのに夕ゆう闇やみのような薄うす暗ぐらさで、視界がほとんど利きかなくなってきた。

「大将、これ以上走るのは無理ですぜ」

「足を止めるな。いま味方は敵の主力と激しく叩たたき合ってる最中なんだ。俺たち別働隊が間に合わなけりゃ、味方が敗走する虞おそれがある」

「それはそうかもしれませんが、この雨じゃ、本当に戦場へ向かっているのかどうかさえ怪あやしいですぜ」

　そのとき近くの巨きよ木ぼくに雷かみなりが落ちた。轟ごう音おんが空気を震ふるわせ、全員が耳を押さえ地に伏ふせた直後、巨木は縦に真っ二つに裂さけ、幹の片側が倒たおれて地を揺ゆるがせた。

「おい、おまえら無事か!?」

　顔を上げたグラゥクスが辺りを見回すと。

　今や半分の太さになった黒くろ焦こげの巨木の向こうに人ひと影かげが見えた。

「敵かっ!?」

　グラゥクスは背負っていた大たい剣けんを鞘さやから抜ぬき放ったが。

「いや？　敵にしては……なんだ、あいつらは!?」

　雨の降りが激しすぎて判然としないが、木々の合間に見え隠かくれしている一団は、グラゥクスが見たことも聞いたこともない出いで立ちをしていた。

「というか、ほとんど裸はだかじゃねえか」

　いつも半はん裸ら同然の恰かつ好こうで平然としているセイヤの姿がグラゥクスの脳のう裏りを過よぎった。

　現れた人影は十体ほどいたが、その大半は衣い装しようと呼ぶのも憚はばかられるほど薄うすくて小さな服しか身に着けていない。周りの部下も気がついたらしく、目を細めたりあるいは目ま庇びさしを作ったりして、黒焦げの巨木の向こうを見やっている。

「なんすか、大将、あいつら？」

「セイヤさんのお仲間すかね？」

「阿あ呆ほう。あんな破は廉れん恥ちな恰好で表を出歩ける女がセイヤ以外に何人もいて堪たまるか」

　セイヤが聞いたら「グラゥクスが酷ひどいこと言ってる」とむくれただろうが、生憎あいにくというか幸いというか、ここに彼女はいない。

「じゃあ、あいつらはいったい？」

「さてな。連中の正体はわからねえが、味方じゃないことだけはたしかだ。味方じゃなけりゃ、つまり敵ってことだ」

　ものの見方が単純なグラゥクスは人を敵と味方に分類しがちだ。そんな彼が、いきなり現れた正体不明の半はん裸らの女の集団を敵だと判断したのも無理からぬことだった。

「おい、おまえら、弓を取れ。矢を射かけるんだ」

「へいっ！」

　グラゥクスの命令で、周りの部下が次々と弓を構え、矢を番つがえた。

「狙ねらいをつけなくてもいい。撃うて！」

　グラゥクスの号令一下、十数本の矢が放たれた。




　　　　§２




　落らく雷らいがあった直後、不意に景色が暗転して、気がついたら周囲の様相が変わっていた。驚おどろいたアイスが慌あわてて周囲を見回すと、そこには見慣れた仲間の顔と姿があった。全員が呆ぼう然ぜんとしていたが、とくに別状はないようだ。背後にナーガの姿もあったので、アイスは安あん堵どの息を漏もらす。

「ナーガさん！」

　名を呼ばれてナーガが我を取り戻もどす。

「お……おお、アイスか」

　ナーガは眼前のアイスをしげしげと見て、言った。

「おまえびしょ濡ぬれだな。すごくいい感じに透すけてる」

「え？　あ！」

　アイスは慌てて体を手で覆ったが。

「今さら恥はずかしがるか？　いつも裸同然の恰好のくせに」

「そ、それとこれとは違ちがいます！」

　ナーガは、くくっと笑って応こたえた。

「もう見ちまったから、隠しても今さらだ」

　体から手を離はなしたアイスが、両の掌てのひらで何かを握にぎって潰つぶすような仕草をしながら呟つぶやいた。

「いま見たことを忘れるように、ナーガさんの頭をくしゃっと潰しておこうかしら」

　ナーガが、びくっと後あと退ずさる。

「おまえがそういうこと言うと、洒落しやれや冗じよう談だんに聞こえないから止やめろ！」

「あら。割と本気なのですけど？」

「もっと止めろ」

　とアイスに向かってツッコんだナーガは、改めて周囲を見回した。

「みんな無事なようだな」

　周りには、ケイやレラ、ノノエル、イクシーヌ、クゥ、アルルカン、リンネ、リンナといったお馴な染じみの面々が茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで立ち尽つくしている。

「それにしてもここはいったいどこでしょう？　先ほどまでわたしたちがいたところとはまったく別の場所に見えますけど」

「俺には一つ心当たりがあるぞ、アイス」

「この場所に、ですか？」

「そうじゃない。この場所には見覚えも心当たりもない。だが、俺がおまえたちの世界に落ちてきたときの感覚に似ているんだ、さっきのは」

「え!?　ということは、まさか、ここ……」

　アイスはどこか気味悪そうな顔で、もう一度、周囲を見回した。

「わたしたちがいた世界とは別な世界……ということですか!?」

「その可能性は、たしかにある。見ろ、あいつらを」

　剣を抜いたナーガが切っ先を斜しや面めんの下方に向けた。

「どこかの兵だ。あんな兵装をアイスは見たことがあるか？」

「い、いえ、初めて見ます。旗の紋もん章しようも知らない物です」

「どうやら俺たちはとんでもない場所に落ちてしまったようだぞ」

　雨に打たれながらナーガは不敵に笑った。

「あいつら、俺たちを撃とうとしてる」

「えぇ!?」

　アイスはナーガの切っ先が指し示すほうへと顔を向けた。空は黒雲に覆われ、激しい雨が降っているせいで辺りは薄暗かったが、たしかに十数人の兵がこちらに向けて弓を構えているのがわかった。

「ナ、ナーガさん、どうしま……」

　アイスが訊きくより早く、ナーガの鋭するどい声が響ひびいた。

「ノノエル！」

「あ？　あ、はい!?」

　ナーガに名を呼ばれ、ノノエルが我に返った。

「向こうの連中が矢を撃ってくる。水の盾たてを張れ！」

「承知です！」

　何がどうなっているのかさっぱりわからないが、こと戦せん闘とうに関してならナーガの能力は群を抜いている。言われたとおりに動けば間違いはない。そう判断したノノエルは素す早ばやく呪じゆ文もんを唱え、腰こしに吊つるした水すい筒とうの中の水を空中に散布する。ノノエルの水は雨に紛まぎれることもなく空中に浮うかんだかと思うと、すぐに薄く広がり、全員の体を覆うように前面に展開した。

　その直後に、相手方の指揮官と思える大男が巨きよ大だいな剣を振った。何人もの兵が引き絞しぼった弦つるを解き放ち、十数本の矢が一いつ斉せいに飛んできた。けれどその矢がナーガたちの体に届くことはなかった。矢はすべてノノエルが張り巡めぐらせた薄い水の皮ひ膜まくに絡からめ取られ、空中で停止してしまった。

「え？　え？　何がどうなってるの!?」

　ようやく気がついたケイが、ナーガやノノエル、アイスの顔を交こう互ごに見やって訊いた。他ほかの魔ま女じよも次々と我に返り、みなナーガの周りに集まってきた。

「何がどうなってるかは俺にもよくわからないが、現状は正体不明の部隊から攻こう撃げきを受けているところだ、ケイ」

「へえ、そうなんだ。大変だね」

「緊きん張ちよう感かんのない奴やつだな」

　と苦く笑しようするナーガに、呪じゆ札さつと筆を掲かかげ持ったレラが訊いた。

「ナーガさん反撃します、か!?」

「いや。べつに俺たちはあいつらと戦う理由はない。今のうちに下がる。ノノエル、水の盾を張ったまま後退だ。ケイは体を硬こう化かさせておけ。万が一すり抜けてきた矢があったら叩き落とすんだ」

「了りよう解かいだねっ！」

　呪文を唱えたケイの体はすぐに銀色の輝かがやきを放ち、金属のように硬かたくなった。

「さあ、みんな、退くぞ！」

　ナーガと魔女たちは、ノノエルの水の盾に身を隠したまま後退を始めるのだった。
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「なんだ、ありゃあ!?」

　グラゥクスの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

「面めん妖ような。いったいどんな手品だ！」

　撃ち込んだ矢がすべて空中で停止しているのは見えたが、雨のせいでノノエルが張った水の盾──薄い水の皮膜──は視し認にんできなかったから、グラゥクスからは何もない空中で矢が止まっているように見えた。

「だが、どんな手品だろうと、俺のこの山割りで粉々に粉ふん砕さいしてくれる」

　撃った矢が空中で止まるという摩ま訶か不ふ思し議ぎな光景を見せられ、グラゥクスは少しばかり頭に血が上ったようだった。手にした大剣を高々と掲げ、前に出ようと足を踏ふみ出した。それを認めた部下から悲鳴のような声が上がる。

「大将、それヤバいって！」

「雷かみなりが！」

「ちっっ、しまった！」

　グラゥクスは慌てて大剣を放ほうり投げた。直後、轟ごう音おんが轟とどろき、雷らい鳴めいが光って、空中の剣を雷が直撃した。大剣は粉々に砕くだけ、破は片へんが辺り一帯に飛び散った。グラゥクスの部下たちは頭を押さえ、倒たおれ込むようにその場に体を伏ふせた。落雷の影えい響きようなのか、辺りが夜のように暗くなり、突とつ風ぷうが吹ふき抜けていく。グラゥクスは顔を手で覆おおい、腰を落とし両足を踏ん張って突風に耐たえた。

　どれほどの時間が経たっただろうか。気がつくと雨は小降りになっていた。空も少し明るくなっている。

「くそ、今のはいったい……いや、それよりも！　あの連中はどうした!?」

　顔を覆っていた手を退どけ、グラゥクスが前方に目を向ける。だが、そこには。

「い、いない!?」

　先ほどまでたしかにそこにいたはずの十人ばかりの人ひと影かげは、今や影も形もなかった。

「なんだったんだ、あいつらは!?　いきなり現れ、いきなり消えやがった！　まさか妖あやかし、化け物の類たぐいじゃないだろうな、おい」

　グラゥクスは瞬しゆん時じ、考え込んだが、すぐにそんな場合ではないことを思い出す。

「いかん。早くしないと戦闘に間に合わなくなる！　考えるのはあとだ、ステラステラにでも訊けば、何か教えてくれるかもしれねえしな」

　グラゥクスは手勢をまとめると、大急ぎで山を駆かけ上がり、そして駆け下りた。おかげで戦闘には間に合い、味方と戦っている敵の背後を衝ついて戦いくさを勝利に導けたのだが、駆けつけるのが遅おそいと、フレイヤやリ・イン、ネムネモなどにさんざん非難された。

　グラゥクスは山中で出で遭あった半裸の女軍団のせいで遅おくれたのだと必死に言い訳したが。

「出で鱈たら目めもいい加減にするであります」

「部下共々、白昼夢でも見ていたのカ？」

「欲よつ求きゆう不ふ満まんなんじゃ？」

「見下げ果てた男であります」

　火に油を注いだだけだった。
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　そこは乾かわいた平原で、空はよく晴れていて、微び風ふうが吹いているだけ。雨が降った形けい跡せきは微み塵じんもない。

「どうやら元の場所に、元の世界に、戻って来られたようだな」

　周囲を見み渡わたしていたナーガがそう言うと、のようですね、とアイスが頷うなずいた。

「たしかにここは先ほどまでわたしたちが戦闘訓練をしていた場所です」

　魔女たちがナーガの下もとへ集まってくるが、全員の顔に戸と惑まどいが色いろ濃こく浮かんでいる。そんな魔女たちを見ながら、ナーガは低く抑おさえた声で言った。

「どうやら、おまえたちは貴重な体験をしたようだぞ」

「どういうことさ、ナーガさん？」

　魔女たちを代表するようにケイが訊いてきた。

「つまりおまえたちは、別の世界に落ちたのかもしれないってことだよ。俺が、俺のいた世界からおまえたちの世界へ落ちてきたようにな」

「本当にっ!?」

「さて、どうかな。もしかすると全員揃そろって夢を見ていただけなのかもしれないな」

「またそういう適当なことを言う～」

　ケイが不満そうな声を上げたが、他の魔女たちは、まだ自分たちの経験したことがなんだったのか理解できないようで、首を捻ひねったり、頻しきりに辺りの景色を見たりしている。

（もし今のが本当に別の世界へ落ちてまた戻もどってきたのだとすれば）

　ナーガは顔を上げ、宙を睨にらみつけた。

（俺も何かの拍ひよう子しに元いた世界へ戻れるってことじゃねえか）

　ナーガは自分の世界のことを思った。記き憶おくのほとんどは失われているから、その世界がどんなところだったのか、よくわからない。もちろん、自分が織お田だ信のぶ長ながであることも忘れている。

（わからないが、戦に塗まみれた戦乱の世界だったのは間違いない。そんなところに帰りたいのか、俺は!?）

　とナーガは自問自答してみたが、答えは単純明快だった。

（帰りたい。いや、いつか必ず帰ってやる。だが、その前に）

　ナーガは周りにいる魔女たちを見回した。

（この世界で異い端たん視しされ爪つま弾はじきにされているこいつら魔女たちが、人間たちと一いつ緒しよに暮らせる世界を創つくってやらないとな。まぁ、それが）

　思い詰つめた表情を崩くずすと、ナーガは、ふっと笑えみをこぼした。

（一宿一飯の恩義って奴だ）





































ロムニア帝てい国こく興こう亡ぼう記きⅦ




─新あらたな時じ代だいへの一いつ歩ぽ─








舞まい阪さか　洸こう





富士見ファンタジア文庫





平成28年1月20日　発行





ver.002





©Kou Maisaka, Sawaru Erect 2016





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『ロムニア帝国興亡記VII　─新たな時代への一歩─』

平成28年1月25日　初版発行





発行者　山下直久

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/t001.jpg
G
A4

o)
<

p © .
—
)\_.L_D





item/image/t003.jpg





item/image/t002.jpg
L I
@ % \)
I 1 I

| it
7 o k

[t

o

L

2

b
¢ é )]4
ol ol

()

}
L






item/image/p283.jpg





item/image/cover.jpg
@ AN 1
X ";‘,iu@a&‘{r;vﬁbébé
Y \ G\ P

N

-






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p231.jpg
| H7Ph—ILE

| z5=147B

REFFHAREER

¥ Sl
AR
L % %:#:“)LXE] 2 % , ,
%) . E‘V:’—UE@% j
SEK

‘ VoBE

3 & g 9
‘ Fo=, L’;,Z’:\f-3 gm%iﬂ@iz ,
T Nry—ILk —"J{}EE]Q 7 % L/\/ '

W & 3 N H] v
& M NG H] v

S5 T oA AR





item/image/p237.jpg





item/image/p292-p293.jpg





item/image/allcover-001.jpg
-1

SY—XVSMEBHBEEBAL
[ 5 ER

=S| OO AR R—

StrbEERN 10

A - LAY A AORE LR, o TEPCL CHALHAE
Tiike SORKOFWEY) - 4 7. 714 X508 FROMH
FLL o THEOIEFA 77 A=k WV LAY FADY

£~ A RS =y AL AT
fetcer e P R L T 2 ) LICEN LYY I IS TRRSRAET AT
J % P 0 FUME SIS, RIS 7 =20 AOMR, ShE
N\l P _! =/ = T B IR S BRI
- SRR ~D LI THTHT 2750 Ux BH 7, S ORBEKIRNEER LS ]
- = 8
7 — oy B " A7 7 RO RN GEE DS | WHE R 2R
— J LR B L2 0l — 17

ol
7 fia

“
B

15N ILIREDD
RIFHAY: LYNTIZT DR

BIGRY






item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序文



		第１章　機は熟しつつある



		第２章　激突 その一



		第３章　ロンディウム州侵攻



		第４章　禍を転じて



		第５章　決戦のとき迫る



		第６章　激突 その二



		跋文に代えて



		あとがき



		一瞬の邂逅



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p006-p007.jpg
OL=7EEERE /

(FFHBED DMIRFHR (S ER)

N
INSTHN 7
Y,
I .
< 7‘/4’#%"%%')71» Wi // ‘
9 X L) )\
B g Y% o aw
i e Jol
W WY 7 sk L e
KM Z S U S g )
\\///u\/ N e «/// V. (17 /,j///////_/
/ l‘ &)UE/7TZ
A

© /4 Vs,

=





item/image/p215.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p093.jpg





item/image/p003.jpg
\D

L= 4 HC i

Vi
—HRTIRAND

) Vi)

)





item/image/t009.jpg
FEREAIL—ANIVEEEE
[BLZTHERTE X [EE R BV BEZNE]

15AM/KDK






item/image/p322.jpg
0 BB —C SN

3 Z N
4 o 4 o |
, T / t I8 F
L / - P S / )
\, A W R S
) 7— N » S
N 7 f / ’ 2 / \ =
| \&F A | /) 2
| 1 ) /| R
\ M \ |
/ \ f

\ l [ | 4 2048 | > |

W4 ) A

! N

A\ g A \\ &
\ D\
\ \ ( ( % \ A\ \
\ \ \ / N 4 i 4 |
\ N ¥
! _ \\

Y oL PRERCE
By a5 2R EERUVOREOEX
EIY Ril&m 7UT V|

FERVEDBIEY § HHREL T4 bV BFERMAZ SR 3 @R CHIAT Sh b &1

ME 2B AF—N—=SS. ZLTA AL 2R L TV 5, [B2=T7HERTRE] CERDED
HFICHE N 2% U 723 I /S0 OREISMOVER D FICL 5o THRLW I






item/image/t008.jpg





item/image/gaiji-cid13803.png





item/image/t005.jpg
&

2






item/image/t004.jpg
o
=

h(

U°

)

o
s

&)






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/p005.jpg
S EFREEHDD,
L7 7ak =10

= [ 44441
BROBENSKIAL T TIV=T5D
BHFER OKEDHEODHEYDER
B hTIDENF

7= 3 0 | :
SDEATREGAMR, I—JEHITT IV
=7SDEFRIREHDHD

T, AR, BECHETLELD

BN DHBEV MADLEEREL A%
BRBDOHMEE

FRYTA %
FATTH— I REECRLHENDEE
otz BEBRINDASEBLSE D
LT . BBTHIRALTNM:

L257741

TIV=TSKBEDERLN T IL=73ITK

BREFELGV.WEEBKICLTNBS
LLENDRETEEE N

it ’ 3
WOBLIBMEEORELH,ZICEIF TN
L\ BB L ., BSRH DR T EH
Kz ESEND

FFIUT—F

<~ OLZIHvR—it

Y DE_ER,FE

> KEREN, U AT 7
7J IWDREEE

7 RIRKEROES
7 EEWREDHRE

€TI0

nL\_:l:-az—L* mm
& ‘ OLZ7HEONR
zﬁo’J\EDL\:T
TEEHRFEIC

BT A 25D
EHICHEERDR
FROBAE ) B¥ MR

OB EDZ S

S5=IvR
OLZIvX—HDOE=2F, 155552
EEEND, BRINAREFDHBESE

A7Y 1
HEDEIE, BT LHH ORBELES
T B BESRFIBHETNT, a7
YT AIADRIVEEBIE

BTAS < BBERNTEFIENS
SO/AR%H

SIyaA—3ERIYA-UD_ANTTY

FTIVHDREZH DD EHFREDR
EHE LS5 DS

ENY IS A LEE
FERRORS. BUEELEEHID
BEE HEE L THAL ELEELT
ZELHEEITRW






item/image/t007.jpg





item/image/p004.jpg
] —?477;&—”@‘[“(@15%) ==y ][] p—— gﬁ%%% P

EBFDHYA1T7
A= IV
BFECRHEOM
BFHENAT7
H—IVDEEE R
1*_=‘Lu1z\'z%%¢’&

| YA T7A—ILD OLAZIvZ—HDEARE

4 BEBER.(HE F AT IETEFIEL
_ CHEABITASE / SFHHIEH ESLTELED
—EB TRV D ELYINE

B LA
) '77' IWDFEWF

. EmARAHSS .
‘ T%Tc%ﬁ)ﬁ@z& RS : bd;ﬁ:o%tii
| AT A T7A—IV & WD LES
,i@@Amaﬁg \
> T EFOROE =—
: ‘ : A77H—IVDE
) 5 EERTS \

Vo1

FATTH— IV HZ BB R, £ T 1 BB B O DBOERE
D, VOBY A TP H—IVDFMEED [ BEELTV S AADMEYAMS LU
TWe ensng

€71 TI992R

YA T7H—IVITHEZBEL (09) 55 & TTIA77—IVEEDRETREZ, LU
BIciETRBEBEEHBL TV ELTHTEBE TV A T77h—
[OXE %)) JIVICRHENTE TGS






item/image/t006.jpg
o
=

)]4

U°

)

X
3y

®)






item/image/p323.jpg
STORY

RO 2 R BE R NI DL B E N BOMRIT
ENALTHMRHHH. ZDOIEEBTE " BEROM
KIN) Y DRI JEDRID D[ 2 R RA L 2 T
I TRZZD LadTHhw!] TeIZRO R OB R DI
I MBI RA O H [CoZb BTFRADHHIAE
VB 5BLBAbboo | I TEFAEILERL! | —FEEE LW,
I RE" 2RO AR TEbDOB—IBLBLE1dH
RbhlikDB -1V E s 55812 [FbHTLoF | —Dn
TR & “BER 1E R W GER O HIL S IRZ XL 5 |
BRI RELIER 7 7> 7 ¥V —, S IR

CHARACTER

< Fillzi

F=F NIV NV T2 ANAVET
», W,
Y}ﬁ(')\l@(%ﬁ@lﬂ WE 0L EHO RO E,  BEREEI HARBLIIED
L T 5 WH YOI REOTI  —o N Y FI—R0ETHY,
W ERE 1720 &K el SRRt
ETIBE. BFRRD POHELTEL, REROUROBEL DRYEMBo

STORY
"HATATERAREIHEN ZEL 55 NE TV I A EE
DERFLTVTVEE LTI D% D INERLTA
ETCW XA 7NV IR VL FMBE ORI LR T
DERIT! LAL. 2R R T2 U282 L
EHRKRL TV ELR B OEATH LZEEDOAL —F VL
HICHSTHHHOWE LR EHTILIT— AILCHBEES L
7 EROBHE~OWB 2R ELT 77 V-1

CHARACTER

A
- -y
71):.1}/- TIVxV T AT WV TV AU
TNIHV/ e AR—=T 2

Bﬂlﬁ%ﬂf‘jiﬂ/ BRIV AV EROBHEE  THECHROMEA. TILile 7

7D Zo S BHOIBE T AR, AV ERNTRIE R0
— L BolERFo K BLERLCAESTERZORE 1 SORIEFSRE.7) T
5 BRI A7AMT—YNYF  RERRIEECORSLOERER VLA T g
1%, TR O—TibH. 5 RAF T &7,






